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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

岸和田市では、令和７年度（2025 年度）に、子ども・子育て支援法第 61条に基づき、2025年

度から 2029 年度までを計画期間とする「第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画」を策定

します。 

 

２ 調査対象 

岸和田市内在住の「就学前（０～６歳児）」がいる世帯・保護者（就学前児童調査） 

岸和田市内在住の「小学生（１～６年生）」がいる世帯・保護者（就学前児童調査） 

 

３ 調査期間 

令和６年２月 29日～令和６年３月 22日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・郵送回収及びインターネット回答 

 

５ 回収状況 

 配布数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童調査 3,000通 1,297通 43.2％ 

小学生児童調査 3,000通 1,428通 47.6％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。また、クロス集計において回答

者数が１桁の場合は、コメントを差し控えています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 就学前児童調査 

（１）ご家族の構成や保護者の働いている状況などについて 

問１ お住まいの小学校区について、あてはまる番号１つに○をつけてください。小学

校区が分からない場合は、（ ）に町名を記入してください。 

「常盤」の割合が 7.3％と最も高くなっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

中央

城内

浜

朝陽

東光

旭

太田

修斉

常盤

天神山

東葛城

春木

大芝

大宮

城北

新条

八木北

八木

八木南

光明

山直北

城東

山直南

山滝

無回答

1.5

5.9

1.1

4.9

4.8

6.1

6.2

2.0

7.3

0.8

0.5

4.2

3.8

5.9

2.9

3.6

6.1

4.1

4.9

6.1

4.9

2.2

2.5

0.8

7.1

1.5

5.5

1.0

4.1

4.6

4.9

6.5

1.6

8.4

1.2

0.6

3.9

4.3

7.0

4.5

4.4

4.8

3.8

5.1

7.5

6.1

1.6

1.7

0.6

5.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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居住地域 

「都市中核地域」の割合が 23.9％と最も高く、

次いで「葛城の谷地域」の割合が 15.7％、「久米

田地域」の割合が 15.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。封筒のあて名のお子さんからみ

た関係で、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「母親」の割合が 91.4％、「父親」の割合が

7.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

問３ 封筒のあて名のお子さんの生年月について、「平成」か「令和」か「西暦」に○を

つけ、枠内に数字を入れてください。 

「０歳」、「１歳」の割合が 16.7％と最も高く、

次いで「４歳」の割合が 16.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

都市中核地域

岸和田北部地域

葛城の谷地域

岸和田中部地域

久米田地域

牛滝の谷地域

無回答

23.9

14.6

15.7

13.4

15.1

10.3

7.1

23.8

17.0

14.8

15.8

13.6

9.9

5.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

母親

父親

その他

無回答

91.4

7.8

0.3

0.5

92.0

4.0

0.3

3.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

16.7

16.7

14.8

15.9

16.3

14.8

4.9

15.3

15.6

17.7

14.5

16.7

15.6

4.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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問４ 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２

人以上いらっしゃる場合、末子の年齢（令和５年 4月 1日現在の年齢）を記入して

ください。 

「２人」の割合が 47.9％と最も高く、次いで

「１人」の割合が 24.8％、「３人」の割合が 20.6％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが２人以上いる場合の末子の年齢 

「０歳」の割合が 12.3％と最も高く、次いで

「２歳」の割合が 10.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「０歳」、「１歳」、

「２歳」、「３歳」、「４歳」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 希望として、子どもは何人ほしいですか。 

「２人」の割合が 43.8％と最も高く、次いで

「３人」の割合が 38.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

％

１人

２人

３人

４人以上

無回答

24.8

47.9

20.6

6.2

0.5

20.5

50.4

20.8

4.3

4.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

12.3

9.0

10.3

8.5

5.2

5.5

49.3

22.8

21.0

19.0

15.0

11.1

7.4

3.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 968）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,184）

％

１人

２人

３人

４人以上

無回答

5.2

43.8

38.1

8.2

4.6

2.6

42.5

42.9

6.4

5.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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子どもの人数の実際と理想 

「実際と理想が同じ」の割合が 51.2％と最も高

く、次いで「実際が理想より少ない」の割合が

42.9％となっています。 

 

 

 

 

 

【実際の子どもの人数別】 

実際の子どもの人数別にみると、１人で「実際が理想より少ない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

実
際
が
理
想
よ
り
多

い 実
際
と
理
想
が
同
じ 

実
際
が
理
想
よ
り
少

な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 2.0  51.2  42.9  3.9  

１人 322 0.3  19.6  78.3  1.9  

２人 621 1.0  56.8  39.9  2.3  

３人 267 3.0  78.3  13.5  5.2  

４人以上 80 13.8  48.8  23.8  13.8  

 

 

問６ もう１人以上の子どもを持ちたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

「持ちたいと思う」の割合が 41.3％、「持ちた

いと思わない」の割合が 57.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「持ちたいと思

う」、「持ちたいと思わない」の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

※前回調査では、「現状に満足している」の選択肢がありました。 

※前回調査では、「持ちたいと思う」の選択肢は「生み育てたいと思う」、「持ちたいと思わない」の選択肢は「生み育て

たいと思わない」となっていました。 

 

  

回答者数 = 1,297 ％

実際が理想より多い

実際と理想が同じ

実際が理想より少ない

無回答

2.0

51.2

42.9

3.9

0 20 40 60 80 100

％

持ちたいと思う

持ちたいと思わない

無回答

41.3

57.7

0.9

30.2

22.0

4.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）



 6 

問６－１ 問６で「２．持ちたいと思わない」を選ばれた方におうかがいします。どの

ような環境が整えばもう１人以上の子どもを持ちたいと思いますか。もっともあて

はまる番号１つに○をつけてください。 

「収入が増えれば持ちたい」の割合が 53.7％と

最も高くなっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「保育所など子

どもを預かってくれる環境が整えば持ちたい」、

「収入が増えれば持ちたい」、「子どもを教育して

くれる施設が充実していれば持ちたい」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば持ちたい」の選択肢は「保育所など子どもを預けら

れる環境が整えば生み育てたい」、「収入が増えれば持ちたい」の選択肢は「収入が増えれば生み育てたい」、「働くとこ

ろが見つかれば持ちたい」の選択肢は「働くところが見つかれば生み育てたい」、「子どもを教育してくれる施設が充実

していれば持ちたい」の選択肢は「子どもの教育施設が充実していれば生み育てたい」、「家族の理解が進めば持ちたい」

の選択肢は「家族の理解が得られれば生み育てたい」となっていました。 

 

 

問７ 封筒のあて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所に祖

父母が住んでいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。選択肢はあ

て名のお子さんからみた関係です。 

「父と母と一緒に住んでいる」の割合が 90.4％

と最も高く、次いで「祖母が近所に住んでいる」

の割合が 37.9％、「祖父が近所に住んでいる」の

割合が 31.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「祖父が近所に

住んでいる」、「祖母が近所に住んでいる」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

保育所など子どもを預かっ
てくれる環境が整えば持ち
たい

収入が増えれば持ちたい

働くところが見つかれば持
ちたい

子どもを教育してくれる施
設が充実していれば持ちた
い

家族の理解が進めば持ちた
い

その他

無回答

6.7

53.7

0.7

1.6

2.7

27.2

7.5

11.9

68.1

2.6

11.0

3.2

13.0

4.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 749）

平成30年度調査

（回答者数 = 345）

％

父と母と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父
子家庭）

母と一緒に住んでいる（母
子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

その他

無回答

90.4

0.0

6.5

4.9

7.6

31.8

37.9

2.5

0.2

92.9

0.2

6.8

7.0

10.5

44.4

51.1

0.2

0.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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問８ 封筒のあて名のお子さんの子育てや教育を主に行っている方はどなたですか。あ

てはまる番号１つに○をつけてください。選択肢はあて名のお子さんからみた関係

です。 

「父母ともに」の割合が 59.8％と最も高く、次

いで「主に母親」の割合が 38.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「父母ともに」

の割合が増加しています。一方、「主に母親」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

問９ 封筒のあて名のお子さんの子育てや教育に日常的に関わっている人や施設とし

て、あてはまる番号すべてに○をつけてください。人についての選択肢はお子さん

からみた関係です。 

「父母ともに」の割合が 76.3％と最も高く、次

いで「祖父母」の割合が 36.8％、「認定こども園」

の割合が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 封筒のあて名のお子さんの子育てや教育にもっとも影響すると思われるものとし

て、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「家庭」の割合が 92.3％と最も高く、次いで

「認定こども園」の割合が 34.2％、「保育所」の

割合が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

  

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

59.8

38.9

0.2

0.2

0.5

0.6

46.0

49.6

0.3

0.6

0.1

3.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

回答者数 = 1,297 ％

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

76.3

21.6

2.3

36.8

16.9

23.7

29.5

4.3

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,297 ％

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

92.3

28.2

24.1

29.5

34.2

2.2

1.1

0 20 40 60 80 100
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問 11 日頃、封筒のあて名のお子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。あてはまる

番号すべてに○をつけてください。 

「緊急時もしくは用事のときにはご自身や配

偶者の親、親せきにみてもらえる」の割合が

57.6％と最も高く、次いで「日常的にご自身や配

偶者の親、親せきにみてもらえる」の割合が

48.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「日常的にご自

身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」の割合

が増加しています。一方、「緊急時もしくは用事

のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみても

らえる」、「緊急のときや用事があるときに子ども

をみてもらえる友人や知人がいる」の割合が減少

しています。 

 

※前回調査では、「日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」の選択肢は「日常的に子どもの祖父母、親せ

きにみてもらえる」、「緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」の選択肢は「緊急

時や用事のときには子どもの祖父母、親せきにみてもらえる」となっていました。 

 

 

問 11－１ 問 11で「１．」または「２．」を選ばれた、お子さんをご自身や配偶者の

親、親せきにみてもらっている方におうかがいします。子どもをみてもらっている

ことに対する気持ちとして、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「ご自身や配偶者の親、親せきなので、安心し

て子どもをみてもらえる」の割合が 78.1％と最も

高く、次いで「ご自身や配偶者の親、親せきの身

体的負担が大きく心配である」の割合が 27.9％、

「自分たち親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

日常的にご自身や配偶者の
親、親せきにみてもらえる

緊急時もしくは用事のとき
にはご自身や配偶者の親、
親せきにみてもらえる

日常的に子どもをみてもら
える友人や知人がいる

緊急のときや用事があると
きに子どもをみてもらえる
友人や知人がいる

いずれもいない

無回答

48.8

57.6

3.2

8.7

8.1

0.5

33.2

69.8

3.7

14.0

7.8

1.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

回答者数 = 1,172 ％

ご自身や配偶者の親、親せ
きなので、安心して子ども
をみてもらえる

ご自身や配偶者の親、親せ
きの身体的負担が大きく心
配である

ご自身や配偶者の親、親せ
きの時間的制約が大きく心
配である

ご自身や配偶者の親、親せ
きの精神的な負担が大きく
心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心
苦しい

子どもの教育や発達にふさ
わしい環境であるか、少し
不安がある

その他

無回答

78.1

27.9

17.5

10.5

21.5

5.9

1.4

0.4

0 20 40 60 80 100
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問 11－２ 問 11で「３．」または「４．」を選ばれた、お子さんを友人や知人にみても

らっている方におうかがいします。子どもをみてもらっていることに対する気持ち

として、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「友人や知人なので、安心して子どもをみても

らえる」の割合が 64.4％と最も高く、次いで「自

分たち親の立場として、負担をかけていることが

心苦しい」の割合が 25.0％、「友人や知人の時間

的制約が大きく心配である」の割合が 19.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「いる／ある」の割合が 93.0％、「いない／な

い」の割合が 6.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「いない／ない」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「いる／ある」の選択肢は「ある」、「いない／ない」の選択肢は「ない」となっていました。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 132 ％

友人や知人なので、安心し
て子どもをみてもらえる

友人や知人の身体的負担が
大きく心配である

友人や知人の時間的制約が
大きく心配である

友人や知人の精神的な負担
が大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心
苦しい

子どもの教育や発達にふさ
わしい環境であるか、少し
不安がある

その他

無回答

64.4

12.9

19.7

6.8

25.0

1.5

1.5

14.4

0 20 40 60 80 100

％

いる／ある

いない／ない

無回答

93.0

6.6

0.4

97.1

1.1

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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問 12－１ 問 12で「いる／ある」を選ばれた方におうかがいします。気軽に相談でき

る人や場所などについて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」の割合が 85.2％と最も高く、次いで

「配偶者」の割合が 83.5％、「友人や知人」の割合が 65.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」の選択肢は「子どもの祖父母、親せき、（同居

している）家族」、「地域子育て支援拠点、児童館などの子育て支援施設やＮＰＯなどの子育て支援団体」の選択肢は「子

育て支援センターやＮＰＯなどの子育て支援団体」、「子どもの健診などを行ってくれる保健センター」の選択肢は「子

どもの健診を行う保健センター・保健所」、「保育所の先生」の選択肢は「保育施設の保育士」、「市の子育て支援担当の

窓口」は「市役所の子育て支援担当の窓口」となっていました。 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,206）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,523）

％

民生委員・児童委員、主
任児童委員

かかりつけの医師

市の子育て支援担当の窓
口

携帯電話やインターネッ
トの交流サイト

キンダーカウンセラー
（子育て相談を行うため
私立幼稚園に配置された
臨床心理士等）

スマイルサポーター（私
立保育所における知事認
定を受けた地域貢献支援
員）

その他

無回答

0.5

11.1

1.0

2.6

0.2

0.2

2.4

0.2

0.4

11.6

0.4

1.8

0.3

0.3

1.6

0.3

0 20 40 60 80 100
％

配偶者

ご自身や配偶者の親、親
せき、（同居している）
家族

友人や知人

近所の人

地域子育て支援拠点、児
童館などの子育て支援施
設やＮＰＯなどの子育て
支援団体

子どもの健診などを行っ
てくれる保健センター

幼稚園の先生

保育所の先生

83.5

85.2

65.8

11.2

3.8

7.2

14.1

29.6

82.1

78.6

68.0

14.1

4.6

5.8

15.8

32.3

0 20 40 60 80 100



 11 

問 14 封筒のあて名のお子さんの「母親」の働いている状況についておうかがいしま

す。自営業や自営業を手伝っている場合も含みます。あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「フルタイムで働いている」の割合が 30.3％と

最も高く、次いで「パート・アルバイトなどで働

いている」の割合が 27.1％、「以前は働いていた

が、今は働いていない」の割合が 21.5％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「フルタイムで

働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介

護休業中）」の割合が増加しています。一方、「以

前は働いていたが、今は働いていない」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「学生（専門学校生・大学生・大学院生など）」の選択肢がありました。 

※前回調査では、「パート・アルバイトなどで働いている」の選択肢は「パート・アルバイト・派遣などで働いている」、

「パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」の選択肢は「パート・アル

バイト・派遣などで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」となっていました。 

 

問 14－１ 問 14で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も

含む）におうかがいします。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あ

たりどのくらいの時間働きますか。枠内に具体的な数字を入れてください。不規則

な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでいる方は、休みに入

る前の状況についてお答えください。 

１週当たりの就労日数 

「５日」の割合が 64.4％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムで働いている

フルタイムで働いている
が、今は休んでいる（産
休・育休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んで
いる（産休・育休・介護休
業中）

以前は働いていたが、今は
働いていない

これまで働いたことがない

無回答

30.3

14.0

27.1

5.6

21.5

1.1

0.5

26.0

7.3

28.0

3.6

30.5

3.3

1.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）

回答者数 = 998 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.6

2.5

6.7

16.2

64.4

6.1

3.4

0 20 40 60 80 100
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１日当たりの就労時間 

「８～９時間未満」の割合が 33.5％と最も高

く、次いで「７～８時間未満」の割合が 18.2％、

「６～７時間未満」の割合が 17.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14－２ 問 14で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も

含む）におうかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が不

規則な場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。今休んでいる方

は、休みに入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（18：00）のよう

に、24時間制でお答えください。 

家を出る時間 

「８時台」の割合が 45.4％と最も高く、次いで

「７時台」の割合が 30.4％、「９時台」の割合が

11.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

帰宅時間 

「18 時台」の割合が 31.8％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 24.8％、「16時台」、「19時

以降」の割合が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 998 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.8

1.4

8.0

9.0

17.5

18.2

33.5

4.5

3.3

3.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 998 ％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

5.6

30.4

45.4

11.0

1.9

0.8

1.4

3.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 998 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

6.5

4.2

5.7

11.7

24.8

31.8

11.7

3.5

0 20 40 60 80 100
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問 15 封筒のあて名のお子さんの「父親」の働いている状況についておうかがいしま

す。自営業や自営業を手伝っている場合も含みます。あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「フルタイムで働いている」の割合が 96.8％と

最も高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回は「学生（専門学校生・大学生・大学院生など）」の選択肢がありました。 

※前回調査では、「パート・アルバイトなどで働いている」の選択肢は「パート・アルバイト・派遣などで働いている」、

「パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中）」の選択肢は「パート・アルバイト・

派遣などで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」となっていました。 

 

 

問 15－１ 問 15で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も

含む）におうかがいします。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あ

たりどのくらいの時間働きますか。枠内に具体的な数字を入れてください。不規則

な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでいる方は、休みに入

る前の状況についてお答えください。 

１週当たりの就労日数 

「５日」の割合が 61.1％と最も高く、次いで

「６日以上」の割合が 33.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムで働いている

フルタイムで働いている
が、今は休んでいる（育
休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んで
いる（育休・介護休業中）

以前は働いていたが、今は
働いていない

これまで働いたことがない

無回答

96.8

0.3

0.7

0.0

0.5

0.1

1.6

97.1

0.5

0.7

0.0

0.6

0.0

1.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,213）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）

回答者数 = 1,187 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.1

0.3

1.7

1.3

61.1

33.8

1.7

0 20 40 60 80 100
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１日当たりの就労時間 

「10 時間以上」の割合が 37.5％と最も高く、

次いで「８～９時間未満」の割合が 36.0％、「９

～10 時間未満」の割合が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15－２ 問 15で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も

含む）におうかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が不

規則な場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。今休んでいる方

は、休みに入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（18：00）のよう

に、24時間制でお答えください。 

家を出る時間 

「７時台」の割合が 42.5％と最も高く、次いで

「７時より前」の割合が 25.9％、「８時台」の割

合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

帰宅時間 

「19 時以降」の割合が 59.6％と最も高く、次

いで「18時台」の割合が 24.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,187 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.1

0.1

0.2

0.1

0.3

4.7

36.0

17.9

37.5

3.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,187 ％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

25.9

42.5

21.1

4.5

1.0

0.1

1.9

2.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,187 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

6.0

0.5

0.5

1.7

5.2

24.6

59.6

1.9

0 20 40 60 80 100
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問 16 問 14または問 15 で、「３．」または「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで

仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）におうかがいします。フルタイムへの転換

希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

「パート・アルバイトなどで働き続けることを

希望」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込み

はない」の割合が 23.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「パート・アル

バイトなどで働き続けることを希望」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

「パート・アルバイトなどで働き続けることを

希望」が３件となっています。「フルタイムへの

転換希望があり、実現できる見込みがある」、「フ

ルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込

みはない」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムへの転換希望が
あり、実現できる見込みが
ある

フルタイムへの転換希望は
あるが、実現できる見込み
はない

パート・アルバイトなどで
働き続けることを希望

パート・アルバイトなどを
やめて子育てや家事に専念
したい

無回答

7.8

23.6

38.5

4.5

25.5

7.1

26.6

48.5

4.1

13.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 423）

平成30年度調査

（回答者数 = 493）

回答者数 = 9 ％

フルタイムへの転換希望が
あり、実現できる見込みが
ある

フルタイムへの転換希望は
あるが、実現できる見込み
はない

パート・アルバイトなどで
働き続けることを希望

パート・アルバイトなどを
やめて子育てや家事に専念
したい

無回答

22.2

22.2

33.3

0.0

22.2

0 20 40 60 80 100
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問 17 問 14または問 15 で「５．」または「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方に

おうかがいします。働きたいという希望はありますか。あてはまる番号１つに○を

つけ、枠内に具体的な数字を入れてください。 

（１）母親 

「１年より先、一番下の子どもが、何歳になっ

たころに働きたい」の割合が 31.4％と最も高く、

次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に働きた

い」の割合が 20.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子育てや家事

などに専念したい（働く予定はない）」、「１年よ

り先、一番下の子どもが、何歳になったころに働

きたい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「子育てや家事などに専念したい（働く予定はない）」の選択肢は「子育てや家事などに専念したい（働

く、勉強する予定はない）」、「１年より先、一番下の子どもが、何歳になったころに働きたい」の選択肢は「１年よ

り先、一番下の子どもが、何歳になったころに働き・勉強したい」、「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」は

「すぐにでも、もしくは１年以内に働き・勉強したい」となっていました。 

 

母親が１年より先に働き・勉強したい時の一番下の子どもの年齢 

「３～４歳」の割合が 46.7％と最も高く、次い

で「７～９歳」の割合が 20.7％、「１～２歳」の

割合が 12.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「１～２歳」、

「７～９歳」の割合が増加しています。一方、「３

～４歳」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

子育てや家事などに専念し
たい（働く予定はない）

１年より先、一番下の子ど
もが、何歳になったころに
働きたい

すぐにでも、もしくは１年
以内に働きたい

無回答

9.9

31.4

20.8

37.9

17.1

43.3

21.6

18.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 293）

平成30年度調査

（回答者数 = 527）

％

１～２歳

３～４歳

５～６歳

７～９歳

10～12歳

13歳以上

無回答

12.0

46.7

10.9

20.7

4.3

1.1

4.3

6.1

53.9

15.4

14.0

5.3

0.4

4.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 92）

平成30年度調査

（回答者数 = 228）
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希望する働き方 

「フルタイム」の割合が 13.1％、「パートタイ

ム、アルバイトなど」の割合が 85.2％となってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

※前回調査では、「専門学校生、大学生、大学院生など」の選択肢がありました。 

※前回調査では、「パートタイム、アルバイトなど」の選択肢は「パートタイム、アルバイト、派遣など」となっていま

した。 

 

 

母親の１週当たりの希望就労日数 

「３日」の割合が 36.5％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 32.7％、「５日」の割合が 15.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１日当たりの希望就労時間 

「５～６時間未満」の割合が 34.6％と最も高

く、次いで「４～５時間未満」の割合が 28.8％、

「６～７時間未満」の割合が 11.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイム

パートタイム、アルバイト
など

無回答

13.1

85.2

1.6

10.5

81.6

7.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 61）

平成30年度調査

（回答者数 = 342）

回答者数 = 52 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.0

3.8

36.5

32.7

15.4

0.0

11.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

1.9

3.8

28.8

34.6

11.5

5.8

1.9

0.0

0.0

11.5

0 20 40 60 80 100
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（２）父親 

「子育てや家事などに専念したい（働く予定は

ない）」が３件となっています。「すぐにでも、も

しくは１年以内に働きたい」が１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

父親が１年より先に働き・勉強したい時の一番下の子どもの年齢 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

希望する働き方 

「パートタイム、アルバイトなど」が１件とな

っています。 

 

 

 

 

父親の１週当たりの希望就労日数 

「５日」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 7 ％

子育てや家事などに専念し
たい（働く予定はない）

１年より先、一番下の子ど
もが、何歳になったころに
働きたい

すぐにでも、もしくは１年
以内に働きたい

無回答

42.9

0.0

14.3

42.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1 ％

フルタイム

パートタイム、アルバイト
など

無回答

0.0

100.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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父親の１日当たりの希望就労時間 

「８～９時間未満」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17－１ 問 17の（１）または（２）で「２．」「３．」を選ばれた、今後働きたいと考

えておられる方におうかがいします。働きたい理由は何ですか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「将来への備えのため（子どもの教育費、老後

の備えなど）」の割合が 81.2％と最も高く、次い

で「働かないと、暮らしていけなくなるため」の

割合が 46.1％、「仕事を通じて、自分の能力を発

揮し、向上させたいため」の割合が 17.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 154 ％

働かないと、暮らしていけ
なくなるため

将来への備えのため（子ど
もの教育費、老後の備えな
ど）

仕事を通じて、自分の能力
を発揮し、向上させたいた
め

人間関係を広げたいため

その他

無回答

46.1

81.2

17.5

15.6

3.9

4.5

0 20 40 60 80 100
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（２）封筒のあて名のお子さんが、平日（月曜日から金曜日）に、定期的に

利用している幼稚園や保育所、認定こども園などについて 

問 18 平日（月曜日から金曜日）に、幼稚園や保育所、認定こども園などの子どもを預

かる施設（問 18―２に記載の施設）やサービスを「定期的に」利用されています

か。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「利用している」の割合が 74.6％、「利用して

いない」の割合が 25.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 74.6  25.4  － 

０歳 216 21.8  78.2  － 

１・２歳 408 69.1  30.9  － 

３～５歳 609 97.7  2.3  － 

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

74.6

25.4

0.0

74.1

25.7

0.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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問 18－１ 問 18で「２．利用していない」を選ばれた方におうかがいします。幼稚園

や保育所、認定こども園などの施設やサービスを利用していない理由は何ですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「ご自身や配偶者が子どもの面倒をみている

ため、利用する必要がない」の割合が 55.8％と最

も高く、次いで「子どもがまだ小さいため何歳く

らいになったら利用しようと考えている」の割合

が 35.8％、「利用したいが、幼稚園や保育所、認

定こども園などに空きがない」の割合が 16.1％と

なっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親、親せきがみている」の選択肢は「子どもの祖父母、親せきがみている」、「利

用したいが、幼稚園や保育所、認定こども園などに空きがない」の選択肢は「利用したいが、幼稚園や保育所などに空

きがない」、「利用したいが、サービスの質や場所などで納得できる幼稚園や保育所、認定こども園などがない」の選

択肢は「利用したいが、サービスの質や場所などで納得できる幼稚園や保育所などがない」となっていました。 

 

  

％

ご自身や配偶者が子どもの
面倒をみているため、利用
する必要がない

ご自身や配偶者の親、親せ
きがみている

近所の人や友人・知人がみ
ている

利用したいが、幼稚園や保
育所、認定こども園などに
空きがない

利用したいが、経済的な理
由で利用できない

利用したいが、延長・夜間
などの時間帯の条件が合わ
ない

利用したいが、サービスの
質や場所などで納得できる
幼稚園や保育所、認定こど
も園などがない

子どもがまだ小さいため何
歳くらいになったら利用し
ようと考えている

その他

無回答

55.8

10.3

0.3

16.1

5.5

0.9

3.3

35.8

12.7

2.4

58.3

13.2

0.2

18.9

7.2

1.0

2.5

40.7

8.9

5.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 330）

平成30年度調査

（回答者数 = 403）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、３～５歳で「ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用

する必要がない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 
 

回
答
者
数
（
件
） 

ご
自
身
や
配
偶
者
が
子
ど
も
の
面
倒
を

み
て
い
る
た
め
、
利
用
す
る
必
要
が
な

い ご
自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
が
み

て
い
る 

近
所
の
人
や
友
人
・
知
人
が
み
て
い
る 

利
用
し
た
い
が
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
空
き
が
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
経
済
的
な
理
由
で
利

用
で
き
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
延
長
・
夜
間
な
ど
の

時
間
帯
の
条
件
が
合
わ
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
場

所
な
ど
で
納
得
で
き
る
幼
稚
園
や
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
が
な
い 

子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
た
め
何
歳
く
ら

い
に
な
っ
た
ら
利
用
し
よ
う
と
考
え
て

い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 330 55.8  10.3  0.3  16.1  5.5  0.9  3.3  35.8  12.7  2.4  

０歳 169 47.9  8.9  0.6  13.6  3.6  0.6  1.8  40.2  13.6  4.1  

１・２歳 126 61.1  10.3  － 23.8  9.5  1.6  5.6  31.0  13.5  0.8  

３～５歳 14 85.7  14.3  － － － － 7.1  － 7.1  － 

 

 

利用を考えている子どもが大きくなったときの年齢 

「３歳」の割合が 44.1％と最も高く、次いで

「１歳」の割合が 30.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１歳」の割合

が増加しています。一方、「３歳」、「４歳」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

30.5

9.3

44.1

8.5

0.8

6.8

8.5

10.4

55.5

18.3

3.0

4.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 118）

平成30年度調査

（回答者数 = 164）
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問 18－２ 問 18で「１．利用している」を選ばれた方におうかがいします。封筒のあ

て名のお子さんは、現在、どのような施設やサービスを利用していますか。年間を

通じて平日（月曜日から金曜日）に定期的に利用されている施設やサービスについ

て、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「認定こども園」の割合が 41.5％と最も高く、

次いで「認可保育所」の割合が 26.9％、「幼稚園」

の割合が 16.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「認定こども園」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「幼稚園」、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」、「認可保育所」は、公立と民間に分けて聞いていたため比

較できませんでした。 

※前回調査では、「市が認証・認定した保育施設（認可外だが、市が定める基準を満たした施設）」の選択肢は「市役所が

認証・認定した保育施設（認可外だが、市役所が定める基準を満たした施設）」となっていました。 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

％

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり
保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

市が認証・認定した保育
施設

その他の認可外の保育施
設

居宅訪問型保育

地域子育て支援拠点など
子育ての仲間が集まる場

ファミリー・サポート・
センター

その他

無回答

16.4

10.7

26.9

41.5

1.0

0.0

2.1

2.0

1.6

0.0

0.8

0.0

1.9

0.4

－

－

－

25.6

0.7

0.0

2.3

0.7

0.9

0.0

0.8

0.0

0.5

0.5

0 20 40 60 80 100
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【地区別】 

地区別にみると、岸和田北部地域で「認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設）」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園 

幼
稚
園
＋
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育 

認
可
保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設 

家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

全  体 967 16.4  10.7  26.9  41.5  1.0  － 2.1  

都市中核地域 229 16.6  13.1  30.1  35.8  1.3  － 1.3  

岸和田北部地域 132 7.6  4.5  21.2  59.1  － － 2.3  

葛城の谷地域 156 25.0  12.2  28.2  30.1  0.6  － 0.6  

岸和田中部地域 134 13.4  10.4  35.8  33.6  0.7  － 4.5  

久米田地域 149 20.8  10.7  20.8  48.3  1.3  － 1.3  

牛滝の谷地域 91 16.5  12.1  18.7  46.2  2.2  － 4.4  
 

区分 

市
が
認
証
・
認
定
し
た

保
育
施
設 

そ
の
他
の
認
可
外
の

保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
な
ど
子
育
て
の
仲

間
が
集
ま
る
場 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2.0  1.6  － 0.8  － 1.9  0.4  

都市中核地域 0.9  0.9  － 1.3  － 2.2  0.4  

岸和田北部地域 1.5  1.5  － 0.8  － 2.3  1.5  

葛城の谷地域 3.8  1.3  － 0.6  － 2.6  0.6  

岸和田中部地域 2.2  2.2  － 1.5  － 2.2  － 

久米田地域 0.7  2.0  － 0.7  － 2.0  － 

牛滝の谷地域 2.2  2.2  － － － － － 
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、１・２歳で「認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設）」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園 

幼
稚
園
＋
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育 

認
可
保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設 

家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

全  体 967 16.4  10.7  26.9  41.5  1.0  － 2.1  

０歳 47 2.1  － 31.9  40.4  2.1  － 10.6  

１・２歳 282 5.3  2.1  29.8  48.2  3.2  － 4.3  

３～５歳 595 22.2  15.5  26.1  38.0  － － 0.5  
 

区分 

市
が
認
証
・
認
定
し
た

保
育
施
設 

そ
の
他
の
認
可
外
の

保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
な
ど
子
育
て
の
仲

間
が
集
ま
る
場 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2.0  1.6  － 0.8  － 1.9  0.4  

０歳 4.3  4.3  － 6.4  － － － 

１・２歳 1.8  3.2  － 1.8  － 2.8  － 

３～５歳 2.0  0.7  － － － 1.7  0.3  
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「幼稚園（通常の就園時間利用）」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園 

幼
稚
園
＋
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育 

認
可
保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設 

家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

全  体 967 16.4  10.7  26.9  41.5  1.0  － 2.1  

フルタイム（休業中

含む） 
461 2.4  4.6  37.7  48.2  0.9  － 3.0  

パート・アルバイ

ト・派遣（休業中含

む） 

356 16.0  19.4  21.9  41.0  1.7  － 1.7  

働いていない（学生

含む） 
145 62.1  8.3  4.8  21.4  － － － 

 

区分 

市
が
認
証
・
認
定
し
た

保
育
施
設 

そ
の
他
の
認
可
外
の

保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
な
ど
子
育
て
の
仲

間
が
集
ま
る
場 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2.0  1.6  － 0.8  － 1.9  0.4  

フルタイム（休業中

含む） 
2.4  1.7  － 0.9  － 0.7  0.7  

パート・アルバイ

ト・派遣（休業中含

む） 

2.0  1.7  － 0.3  － 2.0  － 

働いていない（学生

含む） 
0.7  0.7  － 2.1  － 5.5  0.7  
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問 18－３ 問 18で「１．利用している」を選ばれた方におうかがいします。現在利用

している幼稚園や保育所、認定こども園などの施設やサービスについて、もっとも

多いパターンとして、１週間に何日利用し、また、１日あたり何時間（何時から何

時まで）利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。枠

内に具体的な数字を入れてください。時間は、必ず（9:00～18:00）のように 24時

間制で記入してください。 

（１）現在 

１週当たりの利用日数 

「５日」の割合が 84.9％と最も高くなっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。一方、「６日以上」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用時間 

「８～９時間未満」の割合が 27.5％と最も高

く、次いで「10時間以上」の割合が 17.1％、「９

～10 時間未満」の割合が 16.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「７～８時間未

満」「８～９時間未満」の割合が増加しています。

一方、「６～７時間未満」、「10時間以上」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.8

0.3

0.8

2.5

84.9

8.3

2.4

0.8

0.5

0.9

1.0

75.8

17.3

3.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

1.2

1.4

0.9

9.8

7.1

13.9

27.5

16.0

17.1

5.0

0.9

0.7

1.1

6.8

15.1

7.1

21.1

15.7

25.5

5.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）
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利用開始時刻 

「８時台」の割合が 53.3％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 27.2％、「７時台」の割合が

12.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用終了時刻 

「16 時台」の割合が 29.6％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 27.4％、「18時台」の割合

が 19.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台」、「17

時台」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

（２）希望 

１週当たりの利用日数 

「５日」の割合が 49.4％と最も高く、次いで

「６日以上」の割合が 10.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。一方、「６日以上」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

12.2

53.3

27.2

1.6

0.0

1.8

4.0

0.2

14.1

53.2

25.1

2.1

0.0

0.6

4.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.2

0.5

0.8

1.8

49.4

10.2

37.0

0.1

0.3

0.5

0.3

38.7

15.8

44.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

1.4

13.2

3.6

29.6

27.4

19.0

1.6

4.1

1.2

17.1

6.9

24.0

21.3

22.1

2.7

4.7

0 20 40 60 80 100
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１日当たりの利用時間 

「８～９時間未満」の割合が 18.8％と最も高

く、次いで「10時間以上」の割合が 13.8％、「７

～８時間未満」の割合が 10.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８～９時間未

満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用開始時刻 

「８時台」の割合が 30.2％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 20.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「９時台」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.6

0.4

0.6

1.1

5.3

10.4

18.8

9.9

13.8

39.0

0.5

0.1

0.2

1.4

5.0

7.6

12.3

9.9

16.9

46.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.2

8.9

30.2

20.0

1.3

0.0

0.8

38.6

0.1

8.2

31.2

13.2

1.0

0.0

0.3

46.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）
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利用終了時刻 

「16 時台」の割合が 19.2％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 17.0％、「18時台」の割合

が 14.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18－４ 問 18で「１．利用している」を選ばれた方におうかがいします。現在、利

用されている施設などはどこにありますか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。「２．」を選択された方は、その市町村名についても枠内に記入してくださ

い。 

「住んでいる岸和田市内（自宅を訪問するサー

ビスも含む）」の割合が 88.0％、「他の市町村」の

割合が 7.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「住んでいる岸和田市内（自宅を訪問するサービスも含む）」の選択肢は「岸和田市内」となっていました。 

 

  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.5

2.1

4.2

19.2

17.0

14.1

4.3

38.6

0.2

3.2

5.9

13.2

14.2

13.8

3.5

46.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）

％

住んでいる岸和田市内（自
宅を訪問するサービスも含
む）

他の市町村

無回答

88.0

7.5

4.4

86.8

7.9

5.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）
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問 18－５ 問 18で「１．利用している」を選ばれた方におうかがいします。幼稚園や

保育所、認定こども園などの施設やサービスを利用されている理由について、もっ

ともあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「保護者が働いている」の割合が 77.2％と最も

高く、次いで「子どもの教育や発達のため」の割

合が 58.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子どもの教育

や発達のため」、「保護者が働いている」の割合が

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「保護者がご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている」の選択肢は「保護者が子どもの祖父母、親

せきの介護をしているため」となっていました。 

 

 

  

％

子どもの教育や発達のため

保護者が働いている

保護者が働く予定である、
または、仕事を探している

保護者がご自身や配偶者の
親、親せきの介護をしてい
る

保護者に病気や障がいがあ
る

保護者が学生である

その他

無回答

58.5

77.2

4.1

0.7

1.4

0.3

1.1

2.2

31.8

60.6

1.2

0.3

1.0

0.3

0.5

7.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）
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（３）封筒のあて名のお子さんが病気になったときの対応について（平日に

定期的に幼稚園や保育所、認定こども園などの施設やサービスを利用

している方のみ） 

問 19 平日に定期的に幼稚園や保育所、認定こども園などを利用していると答えた保護

者の方（問 18で１に○をつけた方）に、封筒のあて名のお子さんが病気になったと

きの対応についておうかがいします。この１年間に、封筒のあて名のお子さんが病

気やけがで、幼稚園や保育所、認定こども園などの施設やサービスを利用できなか

ったことはありますか。 

「あった」の割合が 90.1％、「なかった」の割

合が 8.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

全  体 967 90.1  8.9  1.0  

０歳 47 83.0  10.6  6.4  

１・２歳 282 93.6  5.0  1.4  

３～５歳 595 89.2  10.4  0.3  

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

全  体 967 90.1  8.9  1.0  

フルタイム（休業中含む） 461 93.3  5.6  1.1  

パート・アルバイト・派遣（休業中

含む） 
356 89.9  9.0  1.1  

働いていない（学生含む） 145 80.0  19.3  0.7  

 

  

％

あった

なかった

無回答

90.1

8.9

1.0

85.1

10.5

4.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 967）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,162）
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問 19－１ 問 19で「１．あった」を選ばれた方におうかがいします。この１年間で、

封筒のあて名のお子さんが病気で幼稚園や保育所、認定こども園などの施設やサー

ビスを利用できなかった場合の対処方法とその日数は何日くらいですか。あてはま

る番号すべてに○をつけ、その日数について枠内に具体的な数字を入れてくださ

い。（半日程度についても１日としてカウントしてください） 

「母親が仕事を休んだ」の割合が 78.1％と最も

高く、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、友

人・知人にみてもらった（同居している場合も含

む）」の割合が 39.8％、「父親が仕事を休んだ」の

割合が 30.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「父親が仕事を

休んだ」、「母親が仕事を休んだ」、「ご自身や配偶

者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同

居している場合も含む）」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ベビーシッターを利用した」の選択肢は「民間事業者による訪問型サービス（ベビーシッター）を利

用した」となっていました。 

 

 

  

％

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

ご自身や配偶者の親、親せ
き、友人・知人にみても
らった（同居している場合
も含む）

働いていない父親か母親が
子どもをみた

保育所や病院に併設する病
気の子どものための保育施
設を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・セ
ンターを利用した

仕方なく子どもだけで留守
番をさせた

その他

無回答

30.9

78.1

39.8

15.3

2.6

0.2

0.2

0.3

2.9

2.5

16.5

69.2

34.4

18.5

3.4

0.0

0.1

0.5

0.8

1.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 871）

平成30年度調査

（回答者数 = 989）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「母親が仕事を休んだ」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

ご
自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、

友
人
・
知
人
に
み
て
も
ら
っ
た
（
同

居
し
て
い
る
場
合
も
含
む
） 

働
い
て
い
な
い
父
親
か
母
親
が
子

ど
も
を
み
た 

保
育
所
や
病
院
に
併
設
す
る
病
気

の
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
施
設
を

利
用
し
た 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
た 

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で
留
守
番

を
さ
せ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 871 30.9  78.1  39.8  15.3  2.6  0.2  0.2  0.3  2.9  2.5  

０歳 39 35.9  87.2  43.6  7.7  2.6  2.6  2.6  2.6  － 7.7  

１・２歳 264 37.5  84.5  41.3  11.0  4.5  － － － 1.9  2.3  

３～５歳 531 27.7  75.0  39.0  17.5  1.9  － － 0.4  3.8  2.1  

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「働いていない父親か母親が子ども

をみた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

ご
自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、

友
人
・
知
人
に
み
て
も
ら
っ
た
（
同

居
し
て
い
る
場
合
も
含
む
） 

働
い
て
い
な
い
父
親
か
母
親
が
子

ど
も
を
み
た 

保
育
所
や
病
院
に
併
設
す
る
病
気

の
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
施
設
を

利
用
し
た 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
た 

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で
留
守
番

を
さ
せ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 871 30.9  78.1  39.8  15.3  2.6  0.2  0.2  0.3  2.9  2.5  

フルタイム

（休業中含

む） 

430 42.6  89.8  51.4  4.7  3.7  0.5  0.5  0.7  3.3  0.9  

パート・アル

バイト・派遣

（休業中含

む） 

320 22.5  87.2  33.4  6.9  2.2  － － － 1.9  4.4  

働いていない

（学生含む） 
116 11.2  11.2  15.5  77.6  － － － － 3.4  3.4  

 

  



 35 

１．父親が仕事を休んだ 

「３～５日」の割合が 39.8％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 24.2％、「６～10 日」の

割合が 20.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「６～10 日」の

割合が増加しています。一方、「１～２日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

２．母親が仕事を休んだ 

「６～10 日」の割合が 27.4％と最も高く、次

いで「３～５日」の割合が 21.3％、「11～20 日」

の割合が 20.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「11～20 日」の

割合が増加しています。一方、「１～２日」、「３～

５日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

３．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む） 

「３～５日」の割合が 31.4％と最も高く、次い

で「６～10日」の割合が 23.3％、「１～２日」の

割合が 17.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 269）

平成30年度調査

（回答者数 = 163）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

5.6

21.3

27.4

20.7

6.3

2.9

15.7

19.2

31.1

24.7

9.9

3.7

1.5

9.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 680）

平成30年度調査

（回答者数 = 684）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

17.0

31.4

23.3

11.2

3.2

0.6

13.3

21.8

34.7

20.0

7.9

2.4

0.3

12.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 347）

平成30年度調査

（回答者数 = 340）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

24.2

39.8

20.1

5.2

1.1

0.0

9.7

45.4

36.8

8.6

0.6

0.6

0.6

7.4

0 20 40 60 80 100
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４．働いていない父親か母親が子どもをみた 

「11～20 日」の割合が 24.8％と最も高く、次

いで「６～10 日」の割合が 18.8％、「３～５日」

の割合が 18.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「11～20 日」、

「21～30日」の割合が増加しています。一方、「１

～２日」、「３～５日」、「６～10日」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

５．保育所や病院に併設する病気の子どものための保育施設を利用した 

「３～５日」の割合が 43.5％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 30.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３～５日」の

割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

６．ベビーシッターを利用した 

「３～５日」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

6.8

18.0

18.8

24.8

8.3

3.8

19.5

15.8

32.2

24.0

8.2

3.3

1.6

14.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 133）

平成30年度調査

（回答者数 = 183）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

30.4

43.5

8.7

8.7

4.3

0.0

4.3

26.5

38.2

11.8

8.8

0.0

0.0

14.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 23）

平成30年度調査

（回答者数 = 34）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 2）

平成30年度調査

（回答者数 = 0）
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７．ファミリー・サポート・センターを利用した 

「３～５日」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

「６～10日」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．その他 

「３～５日」の割合が 24.0％と最も高く、次い

で「６～10 日」の割合が 20.0％、「１～２日」、

「11～20日」の割合が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 2）

平成30年度調査

（回答者数 = 1）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

66.7

80.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 3）

平成30年度調査

（回答者数 = 5）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

12.0

24.0

20.0

12.0

4.0

0.0

28.0

0.0

37.5

25.0

12.5

12.5

0.0

12.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 25）

平成30年度調査

（回答者数 = 8）
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問 19－２ 問 19－１で「１．」「２．」を選ばれた、子どもの病気のため仕事を休んだ方

におうかがいします。そのときに「できれば病気の子どものための保育施設などを

利用したい」と思われましたか。あてはまる番号１つに○をつけ、希望がある方は

枠内に具体的な数字を入れてください。なお、病気の子どものための保育施設など

の利用には、一定の利用料がかかり、また、利用前にかかりつけ医の診察を受け、

その診断書を施設に提出するなどの手続きが必要になる場合があります。 

「できれば病気の子どものための保育施設な

どを利用したい」の割合が 33.9％、「利用したい

と思わない」の割合が 65.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「できれば病気の子どものための保育施設などを利用したい」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
れ
ば
病
気
の
子

ど
も
の
た
め
の
保
育

施
設
な
ど
を
利
用
し

た
い 

利
用
し
た
い
と
思
わ

な
い 

無
回
答 

全  体 700 33.9  65.0  1.1  

０歳 34 50.0  50.0  － 

１・２歳 231 37.7  61.5  0.9  

３～５歳 409 30.3  68.5  1.2  

 

 

病児・病後児保育施設の利用希望日数 

「３～５日」の割合が 33.3％と最も高く、次い

で「６～10日」の割合が 20.7％、「１～２日」の

割合が 13.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

％

できれば病気の子どものた
めの保育施設などを利用し
たい

利用したいと思わない

無回答

33.9

65.0

1.1

36.0

60.4

3.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 700）

平成30年度調査

（回答者数 = 709）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

13.5

33.3

20.7

8.4

2.1

0.0

21.9

12.9

30.6

16.1

4.3

2.0

0.8

33.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 237）

平成30年度調査

（回答者数 = 255）
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問 19－３ 問 19－２で「１．できれば病気の子どものための保育施設などを利用した

い」を選ばれた方におうかがいします。利用する場合、下記のいずれのサービスが

望ましいと思われますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「幼稚園・保育所などに併設した施設で子ども

をみてくれるサービス」の割合が 80.2％と最も高

く、次いで「小児科に併設した施設で子どもをみ

てくれるサービス」の割合が 71.7％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「幼稚園・保育

所などに併設した施設で子どもをみてくれるサ

ービス」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ファミリー・サポート・センターに登録している協力会員が、その自宅などで子どもをみてくれるサ

ービス」の選択肢は「ファミリー・サポート・センターに登録している地域住民がその自宅などで子どもを預かるサー

ビス」、「民間事業者などが自宅を訪問し、子どもをみてくれるサービス」の選択肢は「ベビーシッターなどが利用者宅

を訪問し、子どもを保育するサービス」となっていました。 

 

 

  

％

幼稚園・保育所などに併設
した施設で子どもをみてく
れるサービス

小児科に併設した施設で子
どもをみてくれるサービス

ファミリー・サポート・セ
ンターに登録している協力
会員が、その自宅などで子
どもをみてくれるサービス

民間事業者などが自宅を訪
問し、子どもをみてくれる
サービス

その他

無回答

80.2

71.7

5.9

9.7

0.0

1.3

74.5

68.2

5.9

6.3

0.0

3.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 237）

平成30年度調査

（回答者数 = 255）



 40 

問 19－４ 問 19－２で「２．利用したいと思わない」を選ばれた方におうかがいしま

す。その理由について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「病気の子どもを家族以外の人にみてもらう

のは不安である」の割合が 62.9％と最も高く、次

いで「父母が仕事を休んで対応できるため」の割

合が 39.1％、「病気の子どもは家族がみるべきで

ある」の割合が 37.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「サービスの質

に不安がある」、「父母が仕事を休んで対応できる

ため」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

病気の子どもを家族以外の
人にみてもらうのは不安で
ある

病気の子どもは家族がみる
べきである

サービスの質に不安がある

施設のある場所や利用でき
る時間・日数など、サービ
スの使い勝手がよくない

利用料がかかる、高い

利用料がわからない

父母が仕事を休んで対応で
きるため

その他

特に理由はない

無回答

62.9

37.1

13.8

14.9

31.6

13.0

39.1

14.7

0.4

0.7

60.7

40.7

18.9

13.8

27.8

16.4

45.8

13.8

0.2

3.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 455）

平成30年度調査

（回答者数 = 428）
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【地区別】 

地区別にみると、牛滝の谷地域で「施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービスの

使い勝手がよくない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

病
気
の
子
ど
も
を
家
族
以
外
の

人
に
み
て
も
ら
う
の
は
不
安
で

あ
る 

病
気
の
子
ど
も
は
家
族
が
み
る

べ
き
で
あ
る 

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
不
安
が
あ
る 

施
設
の
あ
る
場
所
や
利
用
で
き

る
時
間
・
日
数
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

の
使
い
勝
手
が
よ
く
な
い 

利
用
料
が
か
か
る
、
高
い 

利
用
料
が
わ
か
ら
な
い 

父
母
が
仕
事
を
休
ん
で
対
応
で

き
る
た
め 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

全  体 455 62.9  37.1  13.8  14.9  31.6  13.0  39.1  14.7  0.4  0.7  

都市中核地域 98 63.3  35.7  11.2  19.4  35.7  10.2  33.7  13.3  1.0  1.0  

岸和田北部地域 66 71.2  40.9  15.2  15.2  28.8  15.2  37.9  22.7  － － 

葛城の谷地域 78 62.8  47.4  15.4  12.8  28.2  16.7  41.0  15.4  － － 

岸和田中部地域 66 60.6  39.4  16.7  10.6  31.8  7.6  45.5  15.2  － － 

久米田地域 69 53.6  34.8  8.7  7.2  27.5  11.6  37.7  15.9  － 2.9  

牛滝の谷地域 44 56.8  20.5  13.6  27.3  40.9  20.5  38.6  6.8  2.3  － 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、１・２歳で「父母が仕事を休んで対応できるため」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

病
気
の
子
ど
も
を
家
族
以
外
の

人
に
み
て
も
ら
う
の
は
不
安
で

あ
る 

病
気
の
子
ど
も
は
家
族
が
み
る

べ
き
で
あ
る 

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
不
安
が
あ
る 

施
設
の
あ
る
場
所
や
利
用
で
き

る
時
間
・
日
数
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

の
使
い
勝
手
が
よ
く
な
い 

利
用
料
が
か
か
る
、
高
い 

利
用
料
が
わ
か
ら
な
い 

父
母
が
仕
事
を
休
ん
で
対
応
で

き
る
た
め 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

全  体 455 62.9  37.1  13.8  14.9  31.6  13.0  39.1  14.7  0.4  0.7  

０歳 17 58.8  17.6  5.9  17.6  35.3  － 35.3  17.6  － － 

１・２歳 142 65.5  36.6  13.4  12.0  26.8  12.7  47.9  9.2  － 0.7  

３～５歳 280 61.8  38.6  14.3  16.8  34.3  13.6  35.0  17.9  0.7  0.7  

 

  



 42 

問 19－５ 問 19－１で「３．」から「９．」を選ばれた、仕事を休まずに対応された方に

おうかがいします。「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたい。」と

思われましたか。あてはまる番号１つに○をつけ、選ばれた「３．」から「９．」で

ご記入された日数のうち、仕事を休んでお子さんの看病をしたいと思われた日数に

ついて、枠内に具体的な数字を入れてください。 

「できれば仕事を休んで子どもをみたい」の割

合が 45.1％、「仕事を休んで子どもをみることは

非常にむずかしい」の割合が 16.1％となっていま

す。 

 

 

 

できれば仕事を休んで子どもをみたい日数 

「３～５日」の割合が 29.7％と最も高く、次い

で「６～10日」の割合が 23.0％、「１～２日」の

割合が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19－６ 問 19－５で「２．」を選ばれた、仕事を休まないで対応される方におうかが

いします。そう思われる理由について、あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

「子どもの看護を理由にして休みがとれない」

の割合が 39.2％と最も高く、次いで「子どもの看

護休暇の日数が足りないので休めない」の割合が

15.2％、「自営業なので休めない」の割合が 11.4％

となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 492 ％

できれば仕事を休んで子ど
もをみたい

仕事を休んで子どもをみる
ことは非常にむずかしい

無回答

45.1

16.1

38.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 222 ％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

15.3

29.7

23.0

10.8

4.5

0.5

16.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 79 ％

子どもの看護を理由にして
休みがとれない

自営業なので休めない

子どもの看護休暇の日数が
足りないので休めない

その他

無回答

39.2

11.4

15.2

48.1

0.0

0 20 40 60 80 100



 43 

（４）平日（月曜日から金曜日）に、封筒のあて名のお子さんに定期的に利

用させたい、あるいは、保護者が定期的に利用したいと考える施設や

サービスについて 

問 20 幼稚園や保育所、認定こども園などの施設やサービスを、現在利用している、利

用していないにかかわらず、平日（月曜日から金曜日）に封筒のあて名のお子さん

に「定期的に」利用させたい、あるいは、保護者が定期的に利用したいと考える施

設やサービスをお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。な

お、これらの施設やサービスを利用するためには、一定の利用料を支払う必要があ

ります。 

「認定こども園」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「認可保育所」の割合が 33.2％、「幼稚

園＋幼稚園の預かり保育」の割合が 25.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「認定こども園」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「幼稚園」、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」、「認可保育所」は公立と民間に分けて聞いていたため比較

できませんでした。 

※前回調査では、「市が認証・認定した保育施設（認可外だが、市が定める基準を満たした施設）」の選択肢は「市役所が

認証・認定した保育施設（認可外だが、市役所が定める基準を満たした施設）」となっていました。 

※前回調査では、「特になし」の選択肢はありませんでした。 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり
保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

市が認証・認定した保育
施設

22.1

25.4

33.2

46.8

4.5

1.3

5.6

4.9

－

－

－

31.6

3.1

1.3

5.0

2.0

0 20 40 60 80 100
％

その他の認可外の保育施
設

居宅訪問型保育

地域子育て支援拠点など
子育ての仲間が集まる場

ファミリー・サポート・
センター

特になし

その他

無回答

1.2

2.4

8.9

3.6

7.5

1.3

4.5

0.5

2.2

6.8

3.0

－

1.5

5.7

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設）」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園 

幼
稚
園
＋
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育 

認
可
保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設 

家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

全  体 1,297 22.1  25.4  33.2  46.8  4.5  1.3  5.6  

０歳 216 17.6  19.4  43.1  57.4  10.2  1.9  7.9  

１・２歳 408 23.0  27.0  37.7  51.5  5.9  1.5  5.6  

３～５歳 609 23.0  26.6  28.2  40.9  1.3  1.0  4.6  
 

区分 

市
が
認
証
・
認
定
し
た

保
育
施
設 

そ
の
他
の
認
可
外
の

保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
な
ど
子
育
て
の
仲

間
が
集
ま
る
場 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

特
に
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 4.9  1.2  2.4  8.9  3.6  7.5  1.3  4.5  

０歳 10.6  2.8  2.8  16.2  8.8  5.1  1.4  5.1  

１・２歳 5.4  1.5  2.9  9.8  3.7  6.9  1.2  4.7  

３～５歳 2.5  0.3  2.1  5.4  1.6  8.5  1.5  3.6  
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「幼稚園（通常の就園時間だけ利用）」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園 

幼
稚
園
＋
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育 

認
可
保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設 

家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

全  体 1,297 22.1  25.4  33.2  46.8  4.5  1.3  5.6  

フルタイム（休業

中含む） 
575 6.8  17.7  42.8  54.8  4.3  1.9  6.3  

パート・アルバイ

ト・派遣（休業中

含む） 

423 20.3  30.5  33.6  47.3  2.8  0.5  5.2  

働いていない（学

生含む） 
293 54.6  33.1  14.3  30.7  7.2  1.4  4.8  

 

区分 

市
が
認
証
・
認
定
し
た

保
育
施
設 

そ
の
他
の
認
可
外
の

保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
な
ど
子
育
て
の
仲

間
が
集
ま
る
場 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

特
に
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 4.9  1.2  2.4  8.9  3.6  7.5  1.3  4.5  

フルタイム（休業

中含む） 
4.7  1.4  2.3  9.2  4.7  8.2  1.2  3.3  

パート・アルバイ

ト・派遣（休業中

含む） 

4.3  0.9  3.3  5.4  2.6  6.9  1.4  4.3  

働いていない（学

生含む） 
6.5  1.0  1.4  13.3  3.1  7.2  1.4  7.5  
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問 20－１ 利用を希望している施設やサービスはどこにありますか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。「２．」を選択された方は、その市町村名についても枠内

に記入してください。 

「住んでいる岸和田市内」の割合が 83.0％、「他

の市町村」の割合が 3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

問 20－２ 問 20で「１．幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「２．幼稚園＋幼稚

園の預かり保育（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的に預か

ってもらっている）」に○をつけ、かつ３～12にも〇をつけた方にうかがいます。

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希

望しますか。当てはまる番号に○をつけてください。 

「はい」の割合が 69.1％、「いいえ」の割合が

25.6％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,297 ％

住んでいる岸和田市内

他の市町村

無回答

83.0

3.8

13.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 262 ％

はい

いいえ

無回答

69.1

25.6

5.3

0 20 40 60 80 100
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（５）封筒のあて名のお子さんについて、幼稚園や保育所、認定こども園な

どの土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中の定期的な利用希望について 

問 21 封筒のあて名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日に、幼稚園や保育所、

認定こども園などの利用希望がありますか。（仕事や介護などによる定期的な利用

で、一時的な利用は除きます。）あてはまる番号１つに○をつけてください。希望が

ある場合は、枠内に具体的な数字を入れてください。時間は、必ず（9:00～18:00）

のように 24時間制でご記入ください。なお、これらの施設などを利用するには、一

定の利用料が発生します。 

（１）土曜日 

「利用する必要はない」の割合が 60.1％と最も

高く、次いで「月に１～２回は利用したい」の割

合が 24.6％、「ほぼ毎週利用したい」の割合が

12.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「月に１

～２回は利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

※前回調査では、「月に１～２回は利用したい」の選択肢は「たまに利用したい」となっていました。 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、葛城の谷地域で「利用する必要はない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
す
る
必
要
は
な

い ほ
ぼ
毎
週
利
用
し
た

い 月
に
１
～
２
回
は
利

用
し
た
い 

無
回
答 

全  体 1,297 60.1  12.1  24.6  3.2  

都市中核地域 310 59.0  15.5  22.3  3.2  

岸和田北部地域 189 60.3  11.6  24.3  3.7  

葛城の谷地域 203 65.5  8.9  22.7  3.0  

岸和田中部地域 174 64.4  7.5  25.9  2.3  

久米田地域 196 57.1  10.2  28.6  4.1  

牛滝の谷地域 133 57.9  17.3  21.1  3.8  

 

  

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

60.1

12.1

24.6

3.2

50.5

14.3

30.6

4.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 46.5％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 27.4％、「７時台」の割合が

19.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「９時台」の割

合が増加しています。一方、「８時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「18 時台」の割合が 40.1％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 33.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 45.8％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 31.0％、「７時台」の割合が

13.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が増加しています。一方、「９時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

19.7

46.5

27.4

2.5

0.0

0.0

3.8

0.0

23.2

56.3

17.4

0.4

0.0

0.0

2.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 157）

平成30年度調査

（回答者数 = 224）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

1.3

1.9

2.5

9.6

33.8

40.1

7.0

3.8

1.3

0.4

4.0

14.3

24.1

43.8

9.4

2.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 157）

平成30年度調査

（回答者数 = 224）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

1.6

13.5

45.8

31.0

2.2

0.0

0.0

6.0

0.2

12.7

40.4

40.4

3.5

0.0

0.6

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 319）

平成30年度調査

（回答者数 = 480）
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“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 27.3％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 24.1％、「16時台」の割合

が 16.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日曜日・祝日 

「利用する必要はない」の割合が 78.6％と最も

高く、次いで「月に１～２回は利用したい」の割

合が 15.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「月に１～２回は利用したい」の選択肢は「たまに利用したい」となっていました。 

 

【地区別】 

地区別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
す
る
必
要
は
な

い ほ
ぼ
毎
週
利
用
し
た

い 月
に
１
～
２
回
は
利

用
し
た
い 

無
回
答 

全  体 1,297 78.6  2.1  15.0  4.3  

都市中核地域 310 78.1  1.9  16.5  3.5  

岸和田北部地域 189 78.8  1.1  14.8  5.3  

葛城の谷地域 203 81.8  2.5  10.8  4.9  

岸和田中部地域 174 81.0  0.6  14.9  3.4  

久米田地域 196 77.0  0.5  16.8  5.6  

牛滝の谷地域 133 76.7  6.0  13.5  3.8  

 

  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

9.7

3.8

5.6

16.6

27.3

24.1

6.9

6.0

7.5

3.8

7.9

20.0

26.7

27.9

4.2

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 319）

平成30年度調査

（回答者数 = 480）

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

78.6

2.1

15.0

4.3

70.1

2.3

20.0

7.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「９時台」の割合が 37.0％と最も高く、次いで

「７時台」、「８時台」の割合が 22.2％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「９時台」、「10

時台」の割合が増加しています。一方、「７時台」、

「８時台」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 40.7％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 37.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」の割

合が増加しています。一方、「19時以降」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 44.1％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 28.7％、「７時台」の割合が

17.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「９時台」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

22.2

22.2

37.0

7.4

0.0

3.7

7.4

0.0

30.6

41.7

25.0

0.0

0.0

0.0

2.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 27）

平成30年度調査

（回答者数 = 36）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

3.7

40.7

37.0

7.4

11.1

0.0

0.0

2.8

5.6

25.0

41.7

22.2

2.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 27）

平成30年度調査

（回答者数 = 36）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

2.6

17.4

44.1

28.7

2.6

0.0

0.0

4.6

0.0

14.4

42.5

37.4

2.9

0.0

1.3

1.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 195）

平成30年度調査

（回答者数 = 313）
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“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「18 時台」の割合が 35.4％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 26.2％、「16時台」の割合

が 10.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21－１ 問 21の（１）または（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」を選ばれ

た方におうかがいします。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。 

「月に数回仕事が入るため」の割合が 75.6％と

最も高く、次いで「平日にすませられない用事を

まとめてすませるため」の割合が 27.7％、「息抜

きのため」の割合が 24.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

5.6

3.1

4.6

10.8

26.2

35.4

9.7

4.6

3.5

1.9

8.9

15.3

24.9

39.0

4.8

1.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 195）

平成30年度調査

（回答者数 = 313）

回答者数 = 401 ％

月に数回仕事が入るため

平日にすませられない用事
をまとめてすませるため

ご自身や配偶者の親、親せ
きの介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

75.6

27.7

3.5

24.9

4.5

3.2

0 20 40 60 80 100
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問 22 封筒のあて名のお子さんが「幼稚園」を利用されている方におうかがいします。

夏休み・冬休みなど長期休暇中に、幼稚園の利用を希望しますか。あてはまる番号

に○をつけてください。希望がある場合は、枠内に具体的な数字を入れてくださ

い。時間は、必ず（9:00～18:00）のように 24時間制で記入してください。なお、

これらの施設などを利用するためには、一定の利用料が必要です。 

「利用する必要はない」の割合が 36.7％と最も

高く、次いで「休みの期間中、週に数日利用した

い」の割合が 32.9％、「休みの期間中、ほぼ毎日

使いたい」の割合が 24.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「休みの

期間中、週に数日利用したい」の割合が減少して

います。 

 

 

※前回調査では、「休みの期間中、ほぼ毎日使いたい」の選択肢は「ほぼ毎日利用したい」、「休みの期間中、週に数日利

用したい」の選択肢は「たまに利用したい」となっていました。 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、岸和田北部地域で「利用する必要はない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
す
る
必
要
は
な

い 休
み
の
期
間
中
、
ほ
ぼ

毎
日
使
い
た
い 

休
み
の
期
間
中
、
週
に

数
日
利
用
し
た
い 

無
回
答 

全  体 237 36.7  24.5  32.9  5.9  

都市中核地域 63 30.2  27.0  38.1  4.8  

岸和田北部地域 16 50.0  31.3  12.5  6.3  

葛城の谷地域 51 39.2  23.5  31.4  5.9  

岸和田中部地域 29 27.6  20.7  44.8  6.9  

久米田地域 40 45.0  17.5  35.0  2.5  

牛滝の谷地域 23 39.1  26.1  26.1  8.7  

 

  

％

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日使
いたい

休みの期間中、週に数日利
用したい

無回答

36.7

24.5

32.9

5.9

24.6

24.1

42.7

8.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 237）

平成30年度調査

（回答者数 = 386）
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“ほぼ毎日使いたい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 58.6％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 24.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ほぼ毎日使いたい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「16 時台」の割合が 27.6％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 25.9％、「18時台」の割合

が 24.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“週に数日利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「９時台」の割合が 57.7％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 33.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

5.2

58.6

24.1

1.7

0.0

0.0

10.3

0.0

5.4

64.5

29.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 58）

平成30年度調査

（回答者数 = 93）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

3.4

5.2

27.6

25.9

24.1

3.4

10.3

0.0

1.1

2.2

37.6

26.9

26.9

5.4

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 58）

平成30年度調査

（回答者数 = 93）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

0.0

33.3

57.7

2.6

0.0

1.3

5.1

0.0

3.0

32.7

56.4

6.1

0.0

0.0

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 78）

平成30年度調査

（回答者数 = 165）
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“週に数日利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「16 時台」の割合が 35.9％と最も高く、次い

で「15時台」の割合が 23.1％、「17時台」の割合

が 15.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「14時台」、「15

時台」の割合が増加しています。一方、「17時台」、

「18 時台」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22－１ 問 22で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」を選ばれた方におうか

がいします。毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「週に数回仕事が入るため」の割合が 62.8％と

最も高く、次いで「買い物などの用事をまとめて

すませるため」の割合が 56.4％、「息抜きのため」

の割合が 43.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

1.3

12.8

23.1

35.9

15.4

2.6

2.6

6.4

1.8

5.5

16.4

33.3

26.7

12.1

2.4

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 78）

平成30年度調査

（回答者数 = 165）

回答者数 = 78 ％

週に数回仕事が入るため

買い物などの用事をまとめ
てすませるため

ご自身や配偶者の親、親せ
きの介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

62.8

56.4

2.6

43.6

10.3

2.6

0 20 40 60 80 100
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（６）育児休業など、仕事と子育ての両立について 

問 23 封筒のあて名のお子さんが生まれたときに、母親、父親は育児休業を取りました

か。それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。父親につい

て、「２．」を選ばれた場合は、育児休暇を取得された、あるいは、取得予定の日数

について枠内に数字を入れてください。 

また、「３．」「４．」選ばれた場合は、その理由を枠内の選択肢の中からあてはまる

番号すべてを選び、その番号を記入してください。 

（１）母親 

「育児休業を取った、あるいは、今取っている」

の割合が 51.8％と最も高く、次いで「働いていな

かった」の割合が 31.9％、「育児休業を取らずに

離職した」の割合が 10.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「育児休業を取

った、あるいは、今取っている」の割合が増加し

ています。一方、「働いていなかった」の割合が減

少しています。 

 

 

  

％

働いていなかった

育児休業を取った、あるい
は、今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業を取らずに離職し
た

無回答

31.9

51.8

3.5

10.5

2.2

41.7

41.3

3.9

11.0

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）
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育児休業を取らずに働いた その理由 

「収入減となり、経済的に苦しくなる」の割合

が 23.9％と最も高く、次いで「仕事が忙しかった」

の割合が 19.6％、「職場に育児休業の制度がなか

った」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 46 ％

職場に育児休業を取りにく
い雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰し
たかった

仕事に戻るのが難しそう
だった

昇給・昇格などが遅れそう
だった

収入減となり、経済的に苦
しくなる

保育所などに預けることが
できた

配偶者が育児休業制度を利
用した

配偶者が無職である、ご自
身や配偶者の親などにみて
もらえるなど、制度を利用
する必要がなかった

子育てや家事に専念するた
め

職場に育児休業の制度がな
かった

有期雇用のため育児休業の
取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知
らなかった

産前産後の休暇（産前６週
間、産後８週間）を取得で
きることを知らなかった

その他

無回答

8.7

19.6

6.5

0.0

0.0

23.9

8.7

4.3

4.3

0.0

15.2

4.3

2.2

0.0

26.1

15.2

0 20 40 60 80 100
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育児休業を取らずに離職した その理由 

「子育てや家事に専念するため」の割合が

27.9％と最も高く、次いで「仕事に戻るのが難し

そうだった」の割合が 25.0％、「職場に育児休業

の制度がなかった」の割合が 19.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 136 ％

職場に育児休業を取りにく
い雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰し
たかった

仕事に戻るのが難しそう
だった

昇給・昇格などが遅れそう
だった

収入減となり、経済的に苦
しくなる

保育所などに預けることが
できた

配偶者が育児休業制度を利
用した

配偶者が無職である、ご自
身や配偶者の親などにみて
もらえるなど、制度を利用
する必要がなかった

子育てや家事に専念するた
め

職場に育児休業の制度がな
かった

有期雇用のため育児休業の
取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知
らなかった

産前産後の休暇（産前６週
間、産後８週間）を取得で
きることを知らなかった

その他

無回答

10.3

2.2

2.2

25.0

0.0

0.7

0.0

0.7

0.0

27.9

19.1

12.5

2.2

2.2

13.2

10.3

0 20 40 60 80 100
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（２）父親 

「育児休業を取らずに働いた」の割合が 77.3％

と最も高く、次いで「育児休業を取った、あるい

は、今取っている」の割合が 11.6％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「育児休業を取

った、あるいは、今取っている」の割合が増加し

ています。 

 

 

 

 

育児休業を取った、あるいは、今取っている日数 

「15 日以上」の割合が 44.4％と最も高く、次

いで「４～７日」の割合が 16.6％、「11～14 日」

の割合が 11.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「11～14 日」、

「15 日以上」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

  

％

働いていなかった

育児休業を取った、あるい
は、今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業を取らずに離職し
た

無回答

0.8

11.6

77.3

0.3

10.0

3.1

3.1

74.0

0.5

19.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）

％

１～３日

４～７日

８～10日

11～14日

15日以上

無回答

10.6

16.6

4.0

11.9

44.4

12.6

8.9

17.8

2.2

0.0

4.4

66.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 151）

平成30年度調査

（回答者数 = 45）
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育児休業を取らずに働いた その理由 

「仕事が忙しかった」の割合が 31.7％と最も高

く、次いで「収入減となり、経済的に苦しくなる」

の割合が 30.0％、「職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった」の割合が 26.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,002 ％

職場に育児休業を取りにく
い雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰し
たかった

仕事に戻るのが難しそう
だった

昇給・昇格などが遅れそう
だった

収入減となり、経済的に苦
しくなる

保育所などに預けることが
できた

配偶者が育児休業制度を利
用した

配偶者が無職である、ご自
身や配偶者の親などにみて
もらえるなど、制度を利用
する必要がなかった

子育てや家事に専念するた
め

職場に育児休業の制度がな
かった

有期雇用のため育児休業の
取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知
らなかった

産前産後の休暇（産前６週
間、産後８週間）を取得で
きることを知らなかった

その他

無回答

26.8

31.7

0.3

1.2

3.6

30.0

0.7

24.8

12.6

0.2

14.0

0.3

1.9

0.7

4.4

15.8

0 20 40 60 80 100
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育児休業を取らずに離職した その理由 

「仕事が忙しかった」が２件となっています。

「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」、

「収入減となり、経済的に苦しくなる」、「子育て

や家事に専念するため」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 4 ％

職場に育児休業を取りにく
い雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰し
たかった

仕事に戻るのが難しそう
だった

昇給・昇格などが遅れそう
だった

収入減となり、経済的に苦
しくなる

保育所などに預けることが
できた

配偶者が育児休業制度を利
用した

配偶者が無職である、ご自
身や配偶者の親などにみて
もらえるなど、制度を利用
する必要がなかった

子育てや家事に専念するた
め

職場に育児休業の制度がな
かった

有期雇用のため育児休業の
取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知
らなかった

産前産後の休暇（産前６週
間、産後８週間）を取得で
きることを知らなかった

その他

無回答

25.0

50.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 23－１ 子どもが１歳（一定の要件を満たす場合は１歳６ヶ月）になるまで育児休業

給付が支給される仕組み、子どもが３歳になるまでの育児休業などの期間について

健康保険や厚生年金の保険料が免除になる仕組みがありますが、知っていました

か。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知って

いた」の割合が 45.6％と最も高く、次いで「育児

休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」

の割合が 26.0％、「育児休業給付のみ知っていた」

の割合が 24.2％となっています。 

 

 

 

問 23－２ 問 23の（１）、（２）とも、または、どちらかで「２．」を選ばれた、育児休

業を取られた方におうかがいします。育児休業を取った後、職場に復帰しました

か。枠内の選択肢の中からあてはまる番号１つを選び、その番号を記入してくださ

い。（問 23で、片方が「２．」を選び、もう片方が「２．」以外を選んでいる場合、

もう片方については枠内を空白にしてください。） 

（１）母親 

「育児休業を取ったあと、職場に復帰した」の

割合が 68.3％と最も高く、次いで「現在も育児休

業中である」の割合が 18.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「現在も育児休

業中である」の割合が増加しています。一方、「育

児休業を取ったあと、職場に復帰した」の割合が

減少しています。 

 

 

 

（２）父親 

「育児休業を取ったあと、職場に復帰した」の

割合が 80.8％と最も高くなっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「育児休業を取

ったあと、職場に復帰した」の割合が増加してい

ます。一方、「現在も育児休業中である」の割合が

減少しています。 

 

 

  

回答者数 = 1,297 ％

育児休業給付、保険料免除
のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知ってい
た

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除
のいずれも知らなかった

無回答

45.6

24.2

1.4

26.0

2.8

0 20 40 60 80 100

％

育児休業を取ったあと、職
場に復帰した

現在も育児休業中である

育児休業中に仕事をやめた

無回答

68.3

18.8

4.6

8.3

78.0

13.6

7.1

1.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 672）

平成30年度調査

（回答者数 = 646）

％

育児休業を取ったあと、職
場に復帰した

現在も育児休業中である

育児休業中に仕事をやめた

無回答

80.8

0.7

0.0

18.5

66.7

6.7

4.4

22.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 151）

平成30年度調査

（回答者数 = 45）
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問 23－３ 問 23－２の（１）、（２）とも、または、どちらかで「１．」を選ばれた、育

児休業を取ったあと、職場復帰された方におうかがいします。育児休業から職場に

復帰されたのは、４月の保育所の一斉入所のときでしたか。あるいはそれ以外のと

きでしたか。枠内の選択肢の中からあてはまる番号１つを選び、その番号を記入し

てください。４月からの保育所入所の申し込みをしたうえで、１月～２月ごろに職

場に復帰して一時的に認可外保育施設に入所した場合は「１．」を選択してくださ

い。また、この場合で、実際には保育所に入れなかったという場合も「１．」を選択

してください。（問 23－２で、片方が「１．」を選び、もう片方が「１．」以外を選

んでいる場合、もう片方については枠内を空白にしてください。） 

（１）母親 

「４月の一斉入所のときだった」の割合が

69.9％、「それ以外だった」の割合が 21.1％とな

っています。 

 

 

 

 

（２）父親 

「４月の一斉入所のときだった」の割合が

7.4％、「それ以外だった」の割合が 77.0％となっ

ています。 

 

 

 

  

回答者数 = 459 ％

４月の一斉入所のときだっ
た

それ以外だった

無回答

69.9

21.1

8.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 122 ％

４月の一斉入所のときだっ
た

それ以外だった

無回答

7.4

77.0

15.6

0 20 40 60 80 100
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問 23－４ 問 23－２の（１）、（２）とも、または、どちらかで「１．」を選ばれた、育

児休業を取ったあと、職場復帰された方におうかがいします。育児休業を取ったあ

と、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、職場の育

児休業の制度の期間内でのことになりますが、「希望」としてはお子さんが何歳何ヶ

月のときまで育児休業を取りたかったですか。枠内に具体的な数字を入れ、あては

まる番号１つに○をつけてください。（問２３－２で、片方が「１．」を選び、もう

片方が「１．」以外を選んでいる場合、もう片方については枠内を空白にしてくださ

い。） 

（１）母親 

実際の取得期間 

「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」の割合が

39.0％と最も高く、次いで「０歳６ヶ月～１歳０

ヶ月未満」の割合が 25.9％、「１歳６ヶ月～２歳

０ヶ月未満」の割合が 15.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１歳０ヶ月～

１歳６ヶ月未満」の割合が増加しています。一方、

「０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未満」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

希望の取得期間 

「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」の割合が

24.8％と最も高く、次いで「２歳０ヶ月～２歳６

ヶ月未満」の割合が 14.6％、「３歳０ヶ月以上」

の割合が 14.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３歳０ヶ月以

上」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

％

０歳６ヶ月未満

０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未
満

１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未
満

１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未
満

２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未
満

２歳６ヶ月～３歳０ヶ月未
満

３歳０ヶ月以上

無回答

5.0

25.9

39.0

15.3

5.0

2.0

2.2

5.7

9.5

37.5

31.7

11.5

2.4

0.6

0.4

6.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 459）

平成30年度調査

（回答者数 = 504）

％

０歳６ヶ月未満

０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未
満

１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未
満

１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未
満

２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未
満

２歳６ヶ月～３歳０ヶ月未
満

３歳０ヶ月以上

無回答

0.9

3.5

24.8

11.3

14.6

2.4

14.4

28.1

0.8

5.0

26.8

15.3

11.1

1.6

9.1

30.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 459）

平成30年度調査

（回答者数 = 504）
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職場復帰のタイミング 

「出生後２度目の４月の一斉入所時」の割合が

30.5％と最も高く、次いで「満１歳まで」の割合

が 22.4％、「出生後最初の４月の一斉入所時」の

割合が 12.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

実際の取得期間 

「０歳６ヶ月未満」の割合が 60.7％と最も高く

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「０歳６ヶ月未

満」の割合が増加しています。一方、「０歳６ヶ月

～１歳０ヶ月未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

希望の取得期間 

「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」の割合が

26.2％と最も高く、次いで「０歳６ヶ月未満」の

割合が 19.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「０歳６ヶ月未

満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

満１歳まで

出生後最初の４月の一斉入
所時

出生後２度目の４月の一斉
入所時

その他

無回答

22.4

12.4

30.5

7.6

27.0

26.0

12.5

30.8

6.7

24.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 459）

平成30年度調査

（回答者数 = 504）

％

０歳６ヶ月未満

０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未
満

１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未
満

１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未
満

２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未
満

２歳６ヶ月～３歳０ヶ月未
満

３歳０ヶ月以上

無回答

60.7

7.4

8.2

0.0

0.0

0.0

0.8

23.0

30.0

20.0

10.0

3.3

3.3

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 122）

平成30年度調査

（回答者数 = 30）

％

０歳６ヶ月未満

０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未
満

１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未
満

１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未
満

２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未
満

２歳６ヶ月～３歳０ヶ月未
満

３歳０ヶ月以上

無回答

19.7

9.8

26.2

0.0

1.6

0.0

3.3

39.3

3.3

10.0

23.3

3.3

3.3

0.0

3.3

53.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 122）

平成30年度調査

（回答者数 = 30）
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職場復帰のタイミング 

「満１歳まで」の割合が 36.1％と最も高くなっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「満１歳まで」

の割合が増加しています。一方、「出生後２度目

の４月の一斉入所時」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 23－５ 問 23－２の（１）、（２）とも、または、どちらかで「１．」を選ばれた、育

児休業を取ったあと、職場復帰された方におうかがいします。職場に、育児のため

に３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが何歳何

ヶ月のときまで取りたかったですか。枠内に具体的な数字を入れてください。（問

23－２で、片方が「１．」を選び、もう片方が「１．」以外を選んでいる場合、もう

片方については枠内を空白にしてください。） 

（１）母親 

「３歳０ヶ月～３歳 11ヶ月」の割合が 33.8％

と最も高く、次いで「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未

満」の割合が 19.0％、「２歳０ヶ月～２歳６ヶ月

未満」の割合が 15.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

％

０歳６ヶ月未満

０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未
満

１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未
満

１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未
満

２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未
満

２歳６ヶ月～３歳０ヶ月未
満

３歳０ヶ月～３歳11ヶ月

無回答

0.4

2.2

19.0

8.5

15.7

2.4

33.8

18.1

0.0

2.0

16.1

9.1

15.7

4.2

32.9

20.0

0 20 40 60 80 100

％

満１歳まで

出生後最初の４月の一斉入
所時

出生後２度目の４月の一斉
入所時

その他

無回答

36.1

5.7

1.6

11.5

45.1

26.7

6.7

10.0

0.0

56.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 122）

平成30年度調査

（回答者数 = 30）

令和５年度調査

（回答者数 = 459）

平成30年度調査

（回答者数 = 504）
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（２）父親 

「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」の割合が

32.0％と最も高く、次いで「０歳６ヶ月未満」の

割合が 16.4％、「３歳０ヶ月～３歳 11ヶ月」の割

合が 13.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「０歳６ヶ月未

満」「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」の割合が増

加しています。一方、「３歳０ヶ月～３歳 11ヶ月」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 23－６ 問 23－４で実際の復帰と希望が異なる方におうかがいします。希望の時期に

職場復帰しなかった理由について、枠内の選択肢の中からあてはまる番号すべてを

選び、その番号を記入してください。（問 23－４で、片方が実際の復帰と希望が異

なり、もう片方が実際の復帰と希望が同じの場合、もう片方については枠内を空白

にしてください。） 

（１）「希望」より早く復帰した方 

ア．母親 

「希望する保育所に入るため」の割合が 55.8％

と最も高く、次いで「経済的な理由で早く復帰す

る必要があった」の割合が 30.8％、「人事異動や

業務の節目の時期に合わせるため」の割合が

20.2％となっています。 

 

 

 

  

％

０歳６ヶ月未満

０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未
満

１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未
満

１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未
満

２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未
満

２歳６ヶ月～３歳０ヶ月未
満

３歳０ヶ月～３歳11ヶ月

無回答

16.4

4.9

32.0

2.5

0.8

0.0

13.1

30.3

10.0

0.0

6.7

3.3

3.3

0.0

23.3

53.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 122）

平成30年度調査

（回答者数 = 30）

回答者数 = 208 ％

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があっ
たため

経済的な理由で早く復帰す
る必要があった

人事異動や業務の節目の時
期に合わせるため

その他

無回答

55.8

1.9

30.8

20.2

10.6

10.6

0 20 40 60 80 100



 67 

イ．父親 

「経済的な理由で早く復帰する必要があった」

の割合が 39.2％と最も高く、次いで「人事異動や

業務の節目の時期に合わせるため」の割合が

11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 

ア．母親 

「希望する保育所に入るため」の割合が 36.1％

と最も高く、次いで「子どもをみてくれる人がい

なかったため」の割合が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ．父親 

有効回答がありませんでした。 

  

回答者数 = 51 ％

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があっ
たため

経済的な理由で早く復帰す
る必要があった

人事異動や業務の節目の時
期に合わせるため

その他

無回答

0.0

0.0

39.2

11.8

9.8

47.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 36 ％

希望する保育所に入るため

自分や子どもなどの体調が
思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があっ
たため

職場の受け入れ態勢が整っ
ていなかったため

子どもをみてくれる人がい
なかったため

その他

無回答

36.1

2.8

0.0

8.3

19.4

19.4

30.6

0 20 40 60 80 100
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問 23－７ 問 23－２の（１）、（２）とも、または、どちらかで「１．」を選ばれた、育

児休業を取ったあと、職場復帰された方におうかがいします。育児休業を終え、職

場復帰するときに、短時間勤務制度を利用しましたか。枠内の選択肢の中からあて

はまる番号 1つを選び、その番号を記入してください。（問 23－２で、片方が

「１．」を選び、もう片方が「１．」以外を選んでいる場合、もう片方については枠

内を空白にしてください。） 

（１）母親 

「利用した」の割合が 45.3％と最も高く、次い

で「利用したかったが、利用しなかった（利用で

きなかった）」の割合が 23.5％、「利用する必要が

なかった（フルタイムで働きたかった、もともと

短時間勤務だった）」の割合が 22.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

「利用する必要がなかった（フルタイムで働き

たかった、もともと短時間勤務だった）」の割合

が 55.7％と最も高く、次いで「利用したかったが、

利用しなかった（利用できなかった）」の割合が

20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 459 ％

利用する必要がなかった
（フルタイムで働きたかっ
た、もともと短時間勤務
だった）

利用した

利用したかったが、利用し
なかった（利用できなかっ
た）

無回答

22.2

45.3

23.5

8.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 122 ％

利用する必要がなかった
（フルタイムで働きたかっ
た、もともと短時間勤務
だった）

利用した

利用したかったが、利用し
なかった（利用できなかっ
た）

無回答

55.7

4.1

20.5

19.7

0 20 40 60 80 100
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問 23－８ 問 23－７の（１）、（２）とも、または、どちらかで「３．利用したかった

が、利用しなかった（利用できなかった）」を選ばれた方におうかがいします。利用

しなかった理由について、枠内の選択肢の中からあてはまる番号すべてを選び、そ

の番号を記入してください。（問 23－７で、片方が「２．」を選び、もう片方が

「２．」以外を選んでいる場合、もう片方については枠内を空白にしてください。） 

（１）母親 

「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気

があった」の割合が 33.3％と最も高く、次いで

「短時間勤務にすると給与が減額される」の割合

が 24.1％、「職場に短時間勤務制度がなかった」

の割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 108 ％

職場に短時間勤務制度を取
りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が
減額される

短時間勤務にすると保育所
の入所申請の優先順位が下
がる

配偶者が育児休業制度や短
時間勤務制度を利用した

配偶者が無職である、祖父
母などにみてもらえるな
ど、子どもをみてくれる人
がいた

子育てや家事に専念するた
め退職した

職場に短時間勤務制度がな
かった

短時間勤務制度を利用でき
ることを知らなかった

その他

無回答

33.3

9.3

24.1

6.5

0.0

0.9

0.0

13.9

2.8

3.7

44.4

0 20 40 60 80 100
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（２）父親 

「短時間勤務にすると給与が減額される」の割

合が 68.0％と最も高く、次いで「職場に短時間勤

務制度を取りにくい雰囲気があった」の割合が

56.0％、「仕事が忙しかった」の割合が 52.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 25 ％

職場に短時間勤務制度を取
りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が
減額される

短時間勤務にすると保育所
の入所申請の優先順位が下
がる

配偶者が育児休業制度や短
時間勤務制度を利用した

配偶者が無職である、祖父
母などにみてもらえるな
ど、子どもをみてくれる人
がいた

子育てや家事に専念するた
め退職した

職場に短時間勤務制度がな
かった

短時間勤務制度を利用でき
ることを知らなかった

その他

無回答

56.0

52.0

68.0

8.0

16.0

16.0

0.0

16.0

8.0

0.0

12.0

0 20 40 60 80 100
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問 23－９ 問 23－２の（１）、（２）とも、または、どちらかで「２．現在も育児休業中

である」を選ばれた方におうかがいします。封筒のあて名のお子さんが１歳になっ

たときに必ず保育所などに預けることができれば、１歳になるまで育児休業を取り

ますか。または、保育所などに預けられたとしても１歳になる前に復帰しますか。

あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。（問 23－２で、片方が「２．」を

選び、もう片方が「２．」以外を選んでいる場合、もう片方については枠内を空白に

してください。） 

（１）母親 

「１歳になるまで育児休業を取りたい」の割合

が 86.5％、「１歳になる前に復帰したい」の割合

が 8.7％となっています。 

 

 

 

 

 

（２）父親 

「１歳になるまで育児休業を取りたい」が１件、

「１歳になる前に復帰したい」が０件となってい

ます。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 126 ％

１歳になるまで育児休業を
取りたい

１歳になる前に復帰したい

無回答

86.5

8.7

4.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1 ％

１歳になるまで育児休業を
取りたい

１歳になる前に復帰したい

無回答

100.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 24 １日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。１週間の平均的な

時間をお答えください。また、その時間は十分だと思いますか。枠内の選択肢の中

から選び、その番号を１つだけ記入してください。 

（１）母親 

ア．平日 子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間 

「12 時間以上」の割合が 42.6％と最も高く、

次いで「３～６時間未満」の割合が 27.4％、「６

～12 時間未満」の割合が 21.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

その時間は十分だと思うか 

「十分だと思う」の割合が 43.3％と最も高く、

次いで「まあまあ十分だと思う」の割合が 20.8％、

「不十分だと思う」の割合が 14.6％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

イ．休日 子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間 

「12 時間以上」の割合が 85.4％と最も高くな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0

2.5

27.4

21.0

42.6

6.4

0.0

2.3

25.7

23.5

43.3

5.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）

％

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

無回答

43.3

20.8

12.6

14.6

2.5

6.0

44.0

22.8

14.3

12.3

2.2

4.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0

0.5

1.3

4.6

85.4

8.1

0.0

0.4

1.3

5.7

84.7

7.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）
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その時間は十分だと思うか 

「十分だと思う」の割合が 76.6％と最も高くな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

ア．平日 子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間 

「３～６時間未満」の割合が 37.2％と最も高

く、次いで「１～３時間未満」の割合が 28.9％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～３時間未

満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その時間は十分だと思うか 

「不十分だと思う」の割合が 31.3％と最も高

く、次いで「あまり十分だと思わない」の割合が

22.4％、「まあまあ十分だと思う」の割合が 18.1％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「まあまあ十分

だと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

無回答

76.6

8.8

2.1

1.8

1.2

9.6

78.8

11.2

1.1

1.2

1.7

6.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

3.6

28.9

37.2

9.4

9.1

11.8

6.3

34.5

34.7

9.6

8.3

6.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,213）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）

％

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

無回答

12.2

18.1

22.4

31.3

4.9

11.0

12.4

24.3

21.7

31.3

4.0

6.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,213）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）
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イ．休日 子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間 

「12 時間以上」の割合が 66.4％と最も高く、

次いで「６～12 時間未満」の割合が 12.4％とな

っています。 

平成 30年度調査と比較すると、「12時間以上」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

その時間は十分だと思うか 

「十分だと思う」の割合が 55.6％と最も高く、

次いで「まあまあ十分だと思う」の割合が 17.2％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

0.5

2.6

6.3

12.4

66.4

11.7

0.8

2.7

8.4

17.3

61.3

9.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,213）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）

％

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

無回答

55.6

17.2

5.3

7.3

2.9

11.7

52.9

19.3

9.4

8.6

2.9

7.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,213）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）
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問 25 １日当たりの家事を何時間くらいしますか。１週間の平均的な時間を記入してく

ださい。 

（１）母親 

「３～６時間未満」の割合が 49.6％と最も高

く、次いで「１～３時間未満」の割合が 18.7％、

「６～12 時間未満」の割合が 15.8％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～３時間未

満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、フルタイム（休業中含む）で「１～３時間未満」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
時
間
未
満 

１
～
３
時
間
未
満 

３
～
６
時
間
未
満 

６
～
12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

全  体 1,297 0.2  18.7  49.6  15.8  10.5  5.2  

フルタイム（休業中含

む） 
575 0.2  24.7  48.2  12.7  9.0  5.2  

パート・アルバイト・

派遣（休業中含む） 
423 0.2  16.1  53.4  16.8  9.7  3.8  

働いていない（学生含

む） 
293 － 10.9  47.1  20.8  14.3  6.8  

 

  

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

0.2

18.7

49.6

15.8

10.5

5.2

0.1

13.6

53.7

18.5

8.4

5.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,563）
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（２）父親 

「１～３時間未満」の割合が 53.7％と最も高

く、次いで「１時間未満」の割合が 20.4％となっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「１時間未満」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【父親の就労状況別】 

父親の就労状況別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
時
間
未
満 

１
～
３
時
間
未
満 

３
～
６
時
間
未
満 

６
～
12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

全  体 1,213 20.4  53.7  8.9  2.0  1.2  13.8  

フルタイム（休業中含

む） 
1,178 20.5  54.5  8.7  2.0  1.2  13.0  

パート・アルバイト・

派遣（休業中含む） 
9 11.1  33.3  33.3  － － 22.2  

働いていない（学生含

む） 
7 28.6  28.6  － － 14.3  28.6  

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,213）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,459）

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

20.4

53.7

8.9

2.0

1.2

13.8

34.7

48.8

4.9

1.0

0.3

10.3

0 20 40 60 80 100
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問 26 仕事と子育てを両立させる上での課題と思うことは何ですか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「子どもや自分が病気やけがをしたときに代

わりに子どもをみてくれる人がいないこと」の割

合が 52.4％と最も高く、次いで「子どもと接する

時間が少ないこと」の割合が 37.7％、「残業や出

張が入ること」の割合が 35.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「職場に子育て

を支援する制度がないこと（育児休業、子どもの

看護休暇、短時間勤務など）」「職場の理解や協力

が得られないこと」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

残業や出張が入ること

子どもや自分が病気やけが
をしたときに代わりに子ど
もをみてくれる人がいない
こと

配偶者の協力が得られない
こと

ご自身や配偶者の親などの
理解が得られないこと

職場に子育てを支援する制
度がないこと（育児休業、
子どもの看護休暇、短時間
勤務など）

職場の理解や協力が得られ
ないこと

子どものほかにご自身や配
偶者の親などの介護をしな
ければならないこと

子どもを預かってくれる保
育所などがみつからないこ
と

子どもと接する時間が少な
いこと

その他

無回答

35.7

52.4

20.9

4.5

20.3

21.2

3.9

14.8

37.7

5.4

8.5

36.2

50.4

25.6

6.3

25.8

26.4

5.3

15.7

38.2

5.6

8.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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（７）封筒のあて名のお子さんが５歳以上である方に、 

小学校就学後の放課後の過ごし方について 
（※前回調査では、４歳以上となっていました） 

問 27 小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれの希望する１週間の利用日数について、枠内に具体的な数字を入れてくだ

さい。 

「チビッコホーム（放課後児童クラブ）」を選択された場合には、利用を希望する時

間についても枠内に具体的な数字を入れてください。時間は必ず（18:00）のように

24時間制で記入してください。 

「チビッコホーム（放課後児童クラブ）」の割

合が 59.9％と最も高く、次いで「自宅」の割合が

42.2％、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾など）」の割合が 27.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「その他（公民

館、公園など）」の割合が増加しています。一方、

「自宅」「ご自身や配偶者の親・親せきの家、友

人・知人の家」「放課後子ども教室」「習い事（ピ

アノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家」の選択肢が「自身や配偶者の親・親せきの家、友

人・知人の家」、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）」の選択肢が「放課後児童クラブ（チビッコホーム）」でした。 

※前回調査では、「児童館」の選択肢はありませんでした。 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 192）

平成30年度調査

（回答者数 = 507）

％

自宅

ご自身や配偶者の親・親せ
きの家、友人・知人の家

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）

放課後子ども教室

児童館

習い事（ピアノ教室、ス
ポーツクラブ、学習塾な
ど）

ファミリー・サポート・セ
ンター

その他（公民館、公園な
ど）

無回答

42.2

8.3

59.9

2.1

0.0

27.6

0.0

7.3

4.2

51.5

22.7

55.4

8.7

－

38.5

0.2

0.8

3.2

0 20 40 60 80 100
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１．自宅 

「５日」の割合が 42.0％と最も高く、次いで

「２日」の割合が 14.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。一方、「３日」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

２．ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家 

「１日」の割合が 56.3％と最も高く、次いで

「２日」、「５日」の割合が 12.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１日」の割合

が増加しています。一方、「２日」「３日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

３．チビッコホーム（放課後児童クラブ） 

「５日」の割合が 62.6％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 13.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「４日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

0.0

2.6

7.0

13.9

62.6

13.9

0.7

2.8

8.9

8.2

62.3

17.1

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

56.3

12.5

0.0

6.3

12.5

12.5

29.6

22.6

7.0

2.6

17.4

20.9

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

9.9

14.8

6.2

6.2

42.0

21.0

8.8

12.6

14.9

8.0

29.5

26.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 81）

平成30年度調査

（回答者数 = 261）

令和５年度調査

（回答者数 = 16）

平成30年度調査

（回答者数 = 115）

令和５年度調査

（回答者数 = 115）

平成30年度調査

（回答者数 = 281）
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チビッコホーム（放課後児童クラブ）の利用希望終了時刻 

「17 時台まで」の割合が 41.7％と最も高く、

次いで「18時台（～18時 30分）まで」の割合が

24.3％、「16 時台まで」の割合が 15.7％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台まで」

「17 時台まで」「18時台（18時 30分より後）ま

で」の割合が増加しています。一方、「18時台（～

18 時 30分）まで」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

４．放課後子ども教室 

「１日」、「２日」、「５日」が１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．児童館 

有効回答がありませんでした。 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

25.0

25.0

0.0

0.0

25.0

25.0

38.6

15.9

13.6

0.0

9.1

22.7

0 20 40 60 80 100

％

16時台まで

17時台まで

18時台（～18時30分）まで

18時台（18時30分より後）
まで

19時台まで

20時台まで

無回答

15.7

41.7

24.3

6.1

2.6

0.0

9.6

6.0

29.5

43.8

0.4

7.5

1.4

11.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 115）

平成30年度調査

（回答者数 = 281）

令和５年度調査

（回答者数 = 4）

平成30年度調査

（回答者数 = 44）



 81 

６．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） 

「１日」の割合が 41.5％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 24.5％、「２日」の割合が 22.6％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１日」「３日」

の割合が増加しています。一方、「２日」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

７．ファミリー・サポート・センター 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

８．その他（公民館、公園など） 

「２日」の割合が 42.9％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 21.4％、「１日」、「３日」の割

合が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

14.3

42.9

14.3

21.4

7.1

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

25.0

25.0

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

41.5

22.6

24.5

7.5

1.9

1.9

26.7

41.0

14.4

4.1

1.0

12.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 53）

平成30年度調査

（回答者数 = 195）

令和５年度調査

（回答者数 = 14）

平成30年度調査

（回答者数 = 4）
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問 28 小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのように場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつ

け、それぞれの希望する１週間の利用日数について、枠内に具体的な数字を入れて

ください。 

「チビッコホーム（放課後児童クラブ）」を選択された場合には、利用を希望する時

間についても枠内に具体的な数字を入れてください。時間は必ず（18:00）のように

24時間制で記入してください。 ※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイ

メージでお答えください。 

「自宅」の割合が 69.3％と最も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾

など）」の割合が 42.2％、「チビッコホーム（放課

後児童クラブ）」の割合が 17.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「その他（公民

館、公園など）」の割合が増加しています。一方、

「自宅」「ご自身や配偶者の親・親せきの家、友

人・知人の家」「放課後子ども教室」「習い事（ピ

アノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家」の選択肢が「自身や配偶者の親・親せきの家、友

人・知人の家」、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）」の選択肢が「放課後児童クラブ（チビッコホーム）」でした。 

※前回調査では、「児童館」の選択肢はありませんでした。 

 

 

１．自宅 

「５日」の割合が 42.9％と最も高く、次いで

「２日」の割合が 12.8％、「３日」の割合が 10.5％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

5.3

12.8

10.5

9.0

42.9

19.5

8.5

16.0

14.7

5.7

25.8

19.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 192）

平成30年度調査

（回答者数 = 507）

令和５年度調査

（回答者数 = 133）

平成30年度調査

（回答者数 = 388）

％

自宅

ご自身や配偶者の親・親せ
きの家、友人・知人の家

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）

放課後子ども教室

児童館

習い事（ピアノ教室、ス
ポーツクラブ、学習塾な
ど）

ファミリー・サポート・セ
ンター

その他（公民館、公園な
ど）

無回答

69.3

14.6

17.2

1.0

0.0

42.2

0.0

12.5

8.3

76.5

28.0

21.3

8.1

－

59.2

0.2

1.4

3.2

0 20 40 60 80 100
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２．ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家 

「２日」の割合が 50.0％と最も高く、次いで

「１日」、「５日」の割合が 17.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「２日」の割合

が増加しています。一方、「１日」「３日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

３．チビッコホーム（放課後児童クラブ） 

「５日」の割合が 54.5％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 12.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

チビッコホーム（放課後児童クラブ）の利用希望終了時刻 

「17 時台まで」の割合が 30.3％と最も高く、

次いで「18時台（～18時 30分）まで」の割合が

27.3％、「16 時台まで」の割合が 15.2％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台まで」

「17 時台まで」の割合が増加しています。一方、

「18 時台（～18時 30 分）まで」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

6.1

9.1

12.1

9.1

54.5

9.1

1.9

7.4

12.0

4.6

50.9

23.1

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

17.9

50.0

0.0

7.1

17.9

7.1

23.9

26.8

9.9

2.1

14.1

23.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 28）

平成30年度調査

（回答者数 = 142）

令和５年度調査

（回答者数 = 33）

平成30年度調査

（回答者数 = 108）

％

16時台まで

17時台まで

18時台（～18時30分）まで

18時台（18時30分より後）
まで

19時台まで

20時台まで

無回答

15.2

30.3

27.3

3.0

12.1

0.0

12.1

2.8

14.8

48.1

0.0

10.2

3.7

20.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 33）

平成30年度調査

（回答者数 = 108）
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４．放課後子ども教室 

「２日」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．児童館 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

６．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） 

「２日」の割合が 33.3％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 28.4％、「１日」の割合が 22.2％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

７．ファミリー・サポート・センター 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

８．その他（公民館、公園など） 

「２日」の割合が 50.0％と最も高く、次いで

「５日」の割合が 20.8％、「３日」の割合が 16.7％

となっています。 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

8.3

50.0

16.7

4.2

20.8

0.0

0.0

42.9

14.3

0.0

14.3

28.6

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

22.2

33.3

28.4

7.4

2.5

6.2

13.7

36.7

25.7

6.3

2.0

15.7

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

34.1

12.2

26.8

0.0

12.2

14.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 2）

平成30年度調査

（回答者数 = 41）

令和５年度調査

（回答者数 = 81）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）

令和５年度調査

（回答者数 = 24）

平成30年度調査

（回答者数 = 7）
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問 29 問 27または問 28 で「３．チビッコホーム（放課後児童クラブ）」を選ばれた方

におうかがいします。土曜日、日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はあ

りますか。それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。また、

利用したい時間帯を、枠内に（9:00～18:00）のように 24時間制で入れてくださ

い。なお、サービスの利用にあたっては、利用料が発生します。 

（１）土曜日 

「利用する必要はない」の割合が 52.6％と最も

高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用

したい」の割合が 22.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「低学年

（１～３年生）の間は利用したい」「高学年（４～

６年生）になっても利用したい」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、岸和田中部地域で「利用する必要はない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

低
学
年
（
１
～
３
年
生
）

の
間
は
利
用
し
た
い 

高
学
年
（
４
～
６
年
生
）

に
な
っ
て
も
利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全  体 116 22.4  7.8  52.6  17.2  

都市中核地域 25 28.0  8.0  44.0  20.0  

岸和田北部地域 15 20.0  20.0  40.0  20.0  

葛城の谷地域 22 13.6  9.1  54.5  22.7  

岸和田中部地域 20 5.0  － 85.0  10.0  

久米田地域 20 25.0  10.0  50.0  15.0  

牛滝の谷地域 9 33.3  － 55.6  11.1  

 

  

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

22.4

7.8

52.6

17.2

28.7

19.4

39.1

12.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 116）

平成30年度調査

（回答者数 = 289）
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“低学年の間は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 65.4％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 23.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が増加しています。一方、「９時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

“低学年の間は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 50.0％と最も高く、次い

で「16時台」、「18時台」の割合が 19.2％となっ

ています。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台」「17

時台」の割合が増加しています。一方、「18 時台」

「19 時以降」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「18 時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

“高学年になっても利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」が４件となっています。「７時台」、

「９時台」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

3.8

65.4

23.1

0.0

0.0

0.0

7.7

－

8.4

47.0

33.7

1.2

0.0

1.2

8.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 26）

平成30年度調査

（回答者数 = 83）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

3.8

19.2

50.0

19.2

3.8

3.8

1.2

1.2

3.6

8.4

24.1

43.4

9.6

8.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 26）

平成30年度調査

（回答者数 = 83）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

22.2

44.4

22.2

0.0

0.0

0.0

11.1

－

17.9

60.7

17.9

0.0

0.0

0.0

3.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 9）

平成30年度調査

（回答者数 = 56）
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“高学年になっても利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「18 時台」が５件となっています。「17 時台」

が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「18 時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

（２）日曜日・祝日 

「利用する必要はない」の割合が 75.0％と最も

高くなっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

【地区別】 

地区別にみると、岸和田中部地域で「利用する必要はない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

低
学
年
（
１
～
３
年
生
）
の

間
は
利
用
し
た
い 

高
学
年
（
４
～
６
年
生
）
に

な
っ
て
も
利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全  体 116 8.6  2.6  75.0  13.8  

都市中核地域 25 8.0  － 80.0  12.0  

岸和田北部地域 15 6.7  6.7  73.3  13.3  

葛城の谷地域 22 － 4.5  72.7  22.7  

岸和田中部地域 20 5.0  － 85.0  10.0  

久米田地域 20 10.0  5.0  75.0  10.0  

牛滝の谷地域 9 22.2  － 66.7  11.1  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

55.6

0.0

11.1

0.0

0.0

1.8

7.1

25.0

48.2

14.3

3.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 9）

平成30年度調査

（回答者数 = 56）

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

8.6

2.6

75.0

13.8

9.7

6.9

66.1

17.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 116）

平成30年度調査

（回答者数 = 289）
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“低学年の間は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 60.0％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 20.0％、「７時台」の割合が

10.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が増加しています。一方、「９時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

“低学年の間は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 40.0％と最も高く、次い

で「16時台」の割合が 30.0％、「18時台」の割合

が 20.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「16時台」「17

時台」の割合が増加しています。一方、「15 時台」

「18 時台」「19時以降」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「18 時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

“高学年になっても利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「９時台」が２件となっています。「７時台」が

１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

10.0

60.0

20.0

0.0

0.0

0.0

10.0

－

7.1

50.0

39.3

0.0

0.0

0.0

3.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 10）

平成30年度調査

（回答者数 = 28）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

30.0

40.0

20.0

0.0

10.0

0.0

3.6

7.1

10.7

17.9

46.4

10.7

3.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 10）

平成30年度調査

（回答者数 = 28）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

33.3

0.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

－

20.0

60.0

10.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 3）

平成30年度調査

（回答者数 = 20）
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“高学年になっても利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」が２件となっています。「18 時台」

が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「18 時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

 

 

問 30 問 27または問 28 で「３．チビッコホーム（放課後児童クラブ）」を選ばれた方

におうかがいします。お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後

児童クラブの利用希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

また、利用したい時間帯を、枠内に（9:00～18:00）のように 24時間制で入れてく

ださい。なお、サービスの利用にあたっては、利用料が発生します。 

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」の

割合が 56.9％と最も高く、次いで「高学年（４～

６年生）になっても利用したい」の割合が 22.4％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」の割合が増加してい

ます。一方、「高学年（４～６年生）になっても利

用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

60.0

20.0

10.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 3）

平成30年度調査

（回答者数 = 20）

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

56.9

22.4

4.3

16.4

49.1

36.0

2.4

12.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 116）

平成30年度調査

（回答者数 = 289）
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【地区別】 

地区別にみると、岸和田北部地域で「高学年（４～６年生）になっても利用したい」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

低
学
年
（
１
～
３
年
生
）
の

間
は
利
用
し
た
い 

高
学
年
（
４
～
６
年
生
）
に

な
っ
て
も
利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全  体 116 56.9  22.4  4.3  16.4  

都市中核地域 25 60.0  16.0  4.0  20.0  

岸和田北部地域 15 46.7  40.0  － 13.3  

葛城の谷地域 22 45.5  27.3  9.1  18.2  

岸和田中部地域 20 60.0  15.0  5.0  20.0  

久米田地域 20 55.0  25.0  － 20.0  

牛滝の谷地域 9 77.8  22.2  － － 

 

 

“低学年の間は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 66.7％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 18.2％、「７時台」の割合が

10.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が増加しています。一方、「９時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

10.6

66.7

18.2

0.0

0.0

1.5

3.0

－

7.0

60.6

25.4

0.7

0.0

0.7

5.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 66）

平成30年度調査

（回答者数 = 142）
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“低学年の間は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 43.9％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 33.3％、「16時台」の割合

が 13.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」の割

合が増加しています。一方、「18時台」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「18 時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

“高学年になっても利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 69.2％と最も高く、次いで

「７時台」、「９時台」の割合が 11.5％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が増加しています。一方、「７時台」「９時台」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「７時より前」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「８時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。 

 

“高学年になっても利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17時台」、「18 時台」の割合が 42.3％と最も

高くなっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」の割

合が増加しています。一方、「16時台」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「18 時台」が 30 分毎で分けられていたため合算した数値となっております。  

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

3.0

13.6

43.9

33.3

3.0

3.0

0.0

0.7

3.5

9.9

35.9

38.7

5.6

5.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 66）

平成30年度調査

（回答者数 = 142）

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

11.5

69.2

11.5

0.0

0.0

3.8

3.8

－

19.2

57.7

17.3

1.0

0.0

0.0

4.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 26）

平成30年度調査

（回答者数 = 104）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

3.8

42.3

42.3

7.7

3.8

0.0

1.0

1.9

9.6

23.1

47.1

12.5

4.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 26）

平成30年度調査

（回答者数 = 104）
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（８）封筒のあて名のお子さんの幼稚園や保育所、認定こども園などの 

不定期な利用や宿泊を伴う一時預かりなどの利用について 

問 31 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを預

かるサービスを「不定期に」利用しましたか。（幼稚園や保育所、認定こども園など

の定期的な利用や子どもが病気のときの保育施設などの利用は除きます。）あてはま

る番号すべてに○をつけ、１年間のおおよその利用日数について枠内に具体的な数

字を入れてください。 

「利用していない」の割合が 79.6％と最も高く

なっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ファミリー・サポート・センター」の選択肢が「ファミリー・サポート・センターを利用した」、「夜間

看護事業：トワイライトステイ」の選択肢が「トワイライトステイを利用した」、「ベビーシッター」の選択肢が「ベビ

ーシッターを利用した」でした。 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、岸和田北部地域で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

一
時
預
か
り 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

夜
間
看
護
事
業
：
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー 

そ
の
他 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 4.7  5.2  0.4  0.2  0.1  0.2  79.6  10.6  

都市中核地域 310 4.5  6.5  0.3  0.6  － － 78.7  10.0  

岸和田北部地域 189 5.3  2.1  － － － － 85.7  6.9  

葛城の谷地域 203 3.9  8.4  － － － － 77.8  11.3  

岸和田中部地域 174 6.9  2.9  0.6  － － － 81.0  8.6  

久米田地域 196 4.1  5.1  1.0  － 0.5  0.5  81.1  9.2  

牛滝の谷地域 133 5.3  5.3  － － － － 77.4  12.8  

 

  

％

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・セ
ンター

夜間看護事業：トワイライ
トステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

4.7

5.2

0.4

0.2

0.1

0.2

79.6

10.6

5.0

8.2

0.3

0.0

0.1

0.4

79.8

6.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

一
時
預
か
り 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

夜
間
看
護
事
業
：
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー 

そ
の
他 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 4.7  5.2  0.4  0.2  0.1  0.2  79.6  10.6  

０歳 216 5.1  － 0.5  － 0.5  － 86.6  7.9  

１・２歳 408 6.1  2.5  － 0.2  － 0.5  78.2  13.2  

３～５歳 609 3.1  9.2  0.7  － － － 78.8  9.0  

 

 

 

１．一時預かり 

「１～２日」の割合が 26.2％と最も高く、次い

で「３～５日」、「31 日以上」の割合が 16.4％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「31日以上」の

割合が増加しています。一方、「１～２日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

２．幼稚園の預かり保育 

「６～10 日」の割合が 20.9％と最も高く、次

いで「３～５日」の割合が 19.4％、「11～20日」、

「31 日以上」の割合が 14.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「６～10 日」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

26.2

16.4

13.1

8.2

4.9

16.4

14.8

35.4

20.3

17.7

8.9

2.5

8.9

6.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 61）

平成30年度調査

（回答者数 = 79）

令和５年度調査

（回答者数 = 67）

平成30年度調査

（回答者数 = 129）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

9.0

19.4

20.9

14.9

1.5

14.9

19.4

14.0

16.3

27.9

11.6

4.7

16.3

9.3

0 20 40 60 80 100
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３．ファミリー・サポート・センター 

「６～10日」が２件となっています。「１～２

日」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．夜間看護事業：トワイライトステイ 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

５．ベビーシッター 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

６．その他 

「21～30 日」、「31 日以上」が１件となってい

ます。 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

20.0

0.0

40.0

0.0

0.0

0.0

40.0

80.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 5）

平成30年度調査

（回答者数 = 5）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0

16.7

16.7

0.0

33.3

16.7

0.0

16.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 2）

平成30年度調査

（回答者数 = 6）
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問 31－１ 問 31で「７．利用していない」を選ばれた方におうかがいします。現在利

用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「特に利用する必要がない」の割合が 76.3％と

最も高く、次いで「利用料がかかる、高い」の割

合が 15.3％、「手続きなどサービスの利用方法が

わからない」の割合が 14.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、１年間に何

日くらい保育所などで実施されている「一時預かり」を利用したいと思いますか。

利用したいか、する必要がないかについて、どちらか１つに○をつけてください。

利用したいに○をつけた場合、利用したい目的ごとに枠内に日数を記入し、合計の

枠内についても記入してください。なお、サービスの利用にあたっては、一定の利

用料が発生します。 

「利用したい」の割合が 30.6％、「利用する必

要はない」の割合が 58.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,032 ％

特に利用する必要がない

利用したいサービスが近く
にない

サービスの質に不安がある

施設のある場所や利用でき
る時間・日数など、サービ
スの使い勝手がよくない

利用料がかかる、高い

利用料がわからない

ご自身がサービスの対象に
なるのかどうかがわからな
い

手続きなどサービスの利用
方法がわからない

その他

無回答

76.3

7.6

8.5

9.1

15.3

6.7

10.9

14.2

4.1

1.6

0 20 40 60 80 100

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

30.6

58.2

11.2

37.9

55.4

6.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【地区別】 

地区別にみると、岸和田中部地域で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 30.6  58.2  11.2  

都市中核地域 310 29.4  59.0  11.6  

岸和田北部地域 189 33.9  57.7  8.5  

葛城の谷地域 203 31.0  57.6  11.3  

岸和田中部地域 174 35.6  58.0  6.3  

久米田地域 196 30.6  59.7  9.7  

牛滝の谷地域 133 29.3  56.4  14.3  

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 30.6  58.2  11.2  

０歳 216 38.0  53.7  8.3  

１・２歳 408 31.9  53.7  14.5  

３～５歳 609 27.8  62.9  9.4  

 

 

 

利用目的 

「買物、子どもたちやご自身の習い事、リフレ

ッシュ」の割合が 69.8％と最も高く、次いで「冠

婚葬祭、学校行事、子どもたちや親の通院など」

の割合が 52.1％、「不定期な仕事」の割合が

32.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

  

％

買物、子どもたちやご自身
の習い事、リフレッシュ

冠婚葬祭、学校行事、子ど
もたちや親の通院など

不定期な仕事

その他

無回答

69.8

52.1

32.2

4.8

6.5

66.5

56.6

31.1

6.1

7.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 397）

平成30年度調査

（回答者数 = 594）
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利用したい日数の合計 

「11～20 日」の割合が 20.2％と最も高く、次

いで「６～10 日」の割合が 16.9％、「３～５日」

の割合が 14.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．買物、子どもたちやご自身の習い事、リフレッシュ 

「11～20 日」の割合が 27.1％と最も高く、次

いで「３～５日」の割合が 23.1％、「６～10 日」

の割合が 20.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「11～20 日」の

割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子どもたちや親の通院など 

「３～５日」の割合が 33.3％と最も高く、次い

で「６～10日」の割合が 25.1％、「１～２日」の

割合が 14.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「11～20 日」の

割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

5.5

14.1

16.9

20.2

10.8

8.8

23.7

6.1

13.8

15.7

20.2

10.1

10.4

23.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 397）

平成30年度調査

（回答者数 = 594）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

11.6

23.1

20.6

27.1

5.1

4.0

8.7

12.9

23.0

21.0

20.0

5.8

4.8

12.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 277）

平成30年度調査

（回答者数 = 395）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

14.5

33.3

25.1

12.1

1.4

1.4

12.1

17.3

29.2

26.5

5.1

3.3

0.3

18.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 207）

平成30年度調査

（回答者数 = 336）
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ウ．不定期な仕事 

「３～５日」の割合が 24.2％と最も高く、次い

で「６～10日」の割合が 20.3％、「１～２日」の

割合が 14.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～２日」の

割合が増加しています。一方、「11～20日」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．その他 

「１～２日」の割合が 26.3％と最も高く、次い

で「６～10 日」の割合が 21.1％、「11～20 日」の

割合が 15.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～２日」「11

～20 日」「21～30 日」の割合が増加しています。

一方、「３～５日」「６～10 日」の割合が減少して

います。 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

14.1

24.2

20.3

10.9

3.1

10.2

17.2

8.1

20.0

21.6

16.2

4.9

7.0

22.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 128）

平成30年度調査

（回答者数 = 185）

令和５年度調査

（回答者数 = 19）

平成30年度調査

（回答者数 = 36）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

26.3

10.5

21.1

15.8

5.3

10.5

10.5

16.7

22.2

30.6

5.6

0.0

11.1

13.9

0 20 40 60 80 100
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問 32－１ 問 32で「１．利用したい」を選ばれた方におうかがいします。問 32の目的

でお子さんを預ける場合、下記のいずれの子育て支援サービスが望ましいと思われ

ますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。なお、サービスの利

用にあたっては、一定の利用料が発生します。 

「幼稚園・保育所などの施設で子どもをみてく

れるサービス」の割合が 92.7％と最も高く、次い

で「地域子育て支援拠点などの小規模な施設で子

どもをみてくれるサービス」の割合が 33.5％とな

っています。 

平成 30年度調査と比較すると、「幼稚園・保育

所などの施設で子どもをみてくれるサービス」の

割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「幼稚園・保育所などの施設で子どもをみてくれるサービス」の選択肢が「幼稚園・保育所などの大規模

な施設で子どもを保育するサービス」、「地域子育て支援拠点などの小規模な施設で子どもをみてくれるサービス」の選

択肢が「小規模な施設で子どもを保育するサービス」、「ファミリー・サポート・センターに登録している協力会員がそ

の自宅などで子どもをみてくれるサービス」の選択肢が「ファミリー・サポート・センターに登録している地域住民が

その自宅などで子どもを預かるサービス」、「民間事業者などが自宅を訪問し、子どもをみてくれるサービス」の選択肢

が「ベビーシッターなどが利用者宅を訪問し、子どもを保育するサービス」でした。 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「地域子育て支援拠点などの小規模な施設で子どもをみてく

れるサービス」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
施
設

で
子
ど
も
を
み
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス 

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど
の

小
規
模
な
施
設
で
子
ど
も
を
み

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
協
力
会

員
が
そ
の
自
宅
な
ど
で
子
ど
も

を
み
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

民
間
事
業
者
な
ど
が
自
宅
を
訪

問
し
、
子
ど
も
を
み
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 397 92.7  33.5  8.1  6.8  1.5  1.8  

０歳 82 93.9  47.6  14.6  9.8  2.4  － 

１・２歳 130 92.3  40.0  10.0  7.7  － 3.1  

３～５歳 169 93.5  22.5  4.1  5.3  1.8  1.2  

  

％

幼稚園・保育所などの施設
で子どもをみてくれるサー
ビス

地域子育て支援拠点などの
小規模な施設で子どもをみ
てくれるサービス

ファミリー・サポート・セ
ンターに登録している協力
会員がその自宅などで子ど
もをみてくれるサービス

民間事業者などが自宅を訪
問し、子どもをみてくれる
サービス

その他

無回答

92.7

33.5

8.1

6.8

1.5

1.8

66.7

36.2

8.1

5.9

1.3

22.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 397）

平成30年度調査

（回答者数 = 594）
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問 33 封筒のあて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄

弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何泊くら

い家族以外に預ける必要があると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保

護する事業）を利用したいか、利用する必要はないかについて、どちらか１つに○

をつけてください。利用したいに○をつけた場合、利用したい目的ごとに必要な泊

数をご記入ください。（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳泊数を枠内に具体的

な数字を入れてください。） 

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

「利用したい」の割合が 8.6％、「利用する必要

はない」の割合が 80.8％となっています。 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「利用する必要はない」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 8.6  80.8  10.6  

フルタイム（休業中含む） 575 10.3  76.3  13.4  

パート・アルバイト・派遣（休業

中含む） 
423 7.6  82.3  10.2  

働いていない（学生含む） 293 7.2  87.7  5.1  

 

 

 

保護者の用事 

「保護者や家族の育児疲れ・不安」の割合が

60.7％と最も高く、次いで「保護者や家族の病気」

の割合が 46.4％、「冠婚葬祭」の割合が 33.9％と

なっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 1,297 ％

利用したい

利用する必要はない

無回答

8.6

80.8

10.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 112 ％

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・
不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

33.9

60.7

46.4

6.3

11.6

0 20 40 60 80 100
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利用したい泊数の合計 

「６～10 泊」の割合が 15.2％と最も高く、次

いで「１～２泊」の割合が 13.4％、「３～５泊」

の割合が 11.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．冠婚葬祭 

「１～２泊」の割合が 76.3％と最も高く、次い

で「３～５泊」の割合が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 

「１～２泊」の割合が 42.6％と最も高く、次い

で「３～５泊」の割合が 32.4％、「11～20 泊」の

割合が 10.3％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 112 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

13.4

11.6

15.2

9.8

0.9

1.8

47.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 38 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

76.3

15.8

2.6

2.6

0.0

0.0

2.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 68 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

42.6

32.4

5.9

10.3

2.9

0.0

5.9

0 20 40 60 80 100
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ウ．保護者や家族の病気 

「１～２泊」の割合が 44.2％と最も高く、次い

で「３～５泊」の割合が 32.7％、「６～10 泊」の

割合が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．その他 

「１～２泊」、「３～５泊」、「６～10泊」、「11～

20 泊」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 52 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

44.2

32.7

11.5

1.9

0.0

1.9

7.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 7 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

14.3

14.3

14.3

14.3

0.0

14.3

28.6

0 20 40 60 80 100
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（９）封筒のあて名のお子さんの地域の子育て支援サービスの利用状況に 

ついて 

問 34 地域子育て支援拠点事業についておうかがいします。現在、地域子育て支援拠点

事業を利用していますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、おおよその利用回数

について、枠内に具体的な数字を入れてください。 

「利用していない」の割合が 86.0％と最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、３～５歳で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業 

そ
の
他
市
が
実
施
し

て
い
る
類
似
の
事
業 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 7.2  1.2  86.0  6.2  

０歳 216 16.2  0.5  81.0  2.8  

１・２歳 408 11.0  2.9  80.1  7.4  

３～５歳 609 1.8  0.5  92.1  5.7  

 

 

 

１．地域子育て支援拠点事業 

現在利用している１ヶ月あたりの利用回数 

「１回」の割合が 41.9％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 22.6％、「４回」の割合が 14.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,297 ％

地域子育て支援拠点事業

その他市が実施している類
似の事業

利用していない

無回答

7.2

1.2

86.0

6.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 93 ％

１回

２回

３回

４回

５～９回

10～14回

15回以上

無回答

41.9

22.6

7.5

14.0

2.2

3.2

3.2

5.4

0 20 40 60 80 100
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２．その他市が実施している類似の事業 

現在利用している１ヶ月あたりの利用回数 

「４回」の割合が 37.5％と最も高く、次いで

「１回」の割合が 31.3％、「２回」の割合が 12.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば利用した

い、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつ

け、希望がある方は枠内に具体的な数字を入れてください。なお、事業の内容によ

っては、一定の利用料が発生する場合があります。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたりし

たいとは思わない」の割合が 72.7％と最も高く、

次いで「利用していないが、今後利用したい」の

割合が 14.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用していな

いが、今後利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「利用していないが、今後利用したい」の選択肢が「現在、利用していないが、今後は利用したい」、

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」の選択肢が「現在、利用している」、「新たに利用したり、利用

日数を増やしたりしたいとは思わない」の選択肢が「現在、利用していないし、今後も利用しない」でした。 

 

  

回答者数 = 16 ％

１回

２回

３回

４回

５～９回

10～14回

15回以上

無回答

31.3

12.5

6.3

37.5

0.0

6.3

6.3

0.0

0 20 40 60 80 100

％

利用していないが、今後利
用したい

すでに利用しているが、今
後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日
数を増やしたりしたいとは
思わない

無回答

14.7

3.8

72.7

8.8

23.7

6.4

69.4

0.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「利用していないが、今後利用したい」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
な
い
が
、

今
後
利
用
し
た
い 

す
で
に
利
用
し
て
い

る
が
、
今
後
利
用
日
数

を
増
や
し
た
い 

新
た
に
利
用
し
た
り
、

利
用
日
数
を
増
や
し

た
り
し
た
い
と
は
思

わ
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 14.7  3.8  72.7  8.8  

０歳 216 23.6  9.3  61.1  6.0  

１・２歳 408 14.0  5.9  71.3  8.8  

３～５歳 609 11.3  0.8  79.5  8.4  

 

１．利用していないが、今後利用したい 

１ヶ月あたりの利用希望回数 

「１回」の割合が 42.9％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 19.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１回」「２回」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

１ヶ月あたりの利用希望回数 

「４回」の割合が 34.7％と最も高く、次いで

「２回」、「５～９回」の割合が 14.3％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「２回」「３回」

「４回」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

１回

２回

３回

４回

５～９回

10～14回

15回以上

無回答

42.9

19.4

6.3

9.9

6.3

1.6

1.0

12.6

25.3

12.1

4.3

11.3

3.2

2.4

1.3

39.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 191）

平成30年度調査

（回答者数 = 371）

％

１回

２回

３回

４回

５～９回

10～14回

15回以上

無回答

10.2

14.3

12.2

34.7

14.3

6.1

8.2

0.0

10.0

5.0

3.0

14.0

10.0

9.0

6.0

43.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 49）

平成30年度調査

（回答者数 = 100）
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問 35－１ 問 35で「１．」、「２．」を選ばれた、地域子育て支援拠点事業を利用したい

方やすでに利用している方におうかがいします。地域子育て支援拠点事業を利用す

るにあたって、どのようなサービスを利用したいですか。利用したいサービスを３

つまで○をつけてください。なお、事業の内容によっては、一定の利用料が発生す

る場合があります。 

「常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の提

供」の割合が 75.8％と最も高く、次いで「子育て

に関する相談・援助」の割合が 36.3％、「地域の

子育て関連情報の提供」の割合が 24.2％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「常設の子育て

親子の交流の場・遊びの場の提供」の割合が増加

しています。一方、「地域の子育て関連情報の提

供」「子育てに関する講習」「地域に出向いての交

流の場の提供（出張ひろば）」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の提供」の選択肢が「常設の子育て親子の交流の場の提供」

でした。 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、１・２歳で「保育所や幼稚園の入所・利用に関する相談」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

常
設
の
子
育
て
親
子
の

交
流
の
場
・
遊
び
の
場
の

提
供 

子
育
て
に
関
す
る
相
談
・

援
助 

地
域
の
子
育
て
関
連
情

報
の
提
供 

子
育
て
に
関
す
る
講
習 

地
域
に
出
向
い
て
の
交

流
の
場
の
提
供
（
出
張
ひ

ろ
ば
） 

保
育
所
や
幼
稚
園
の
入

所
・
利
用
に
関
す
る
相
談 

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
と
の

交
流
の
場
の
提
供 

家
庭
へ
の
訪
問
支
援 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 240 75.8  36.3  24.2  12.1  6.3  21.3  12.1  2.5  － 10.0  

０歳 71 78.9  29.6  15.5  18.3  4.2  23.9  11.3  2.8  － 12.7  

１・２歳 81 82.7  35.8  28.4  4.9  7.4  28.4  11.1  1.2  － 6.2  

３～５歳 74 64.9  41.9  25.7  16.2  8.1  10.8  13.5  2.7  － 12.2  

 

  

％

常設の子育て親子の交流の
場・遊びの場の提供

子育てに関する相談・援助

地域の子育て関連情報の提
供

子育てに関する講習

地域に出向いての交流の場
の提供（出張ひろば）

保育所や幼稚園の入所・利
用に関する相談

さまざまな世代との交流の
場の提供

家庭への訪問支援

その他

無回答

75.8

36.3

24.2

12.1

6.3

21.3

12.1

2.5

0.0

10.0

44.6

38.0

32.9

17.6

13.0

21.0

15.9

1.9

2.1

27.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 240）

平成30年度調査

（回答者数 = 471）
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問 36 子育て支援サービスの認知度・利用度についておうかがいします。下記のサービ

スで知っているものや、これまでに利用したことがあるものはありますか。また、

今後、利用したいと思うものはありますか。サービスごとに、「はい」、「いいえ」の

どちらかに○をつけてください。 

知っている 

『④保育所や幼稚園の園庭などの開放』で「はい」の割合が高くなっています。一方、『③家庭

教育に関する学級・講座』『⑧養育支援家庭訪問事業』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,297

①母親・父親学級、両親学級、
　育児学級

②保健センターの情報・相談
　サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所や幼稚園の
　園庭などの開放

⑤児童館・青少年会館
　（センター）

⑥子育ての総合相談窓口

⑦自治体が発行する
　子育て支援情報誌

⑧養育支援家庭訪問事業

70.9

73.6

27.0

80.8

55.4

54.8

42.3

20.4

19.7

17.0

64.5

10.1

35.3

36.7

49.7

71.4

9.3

9.3

8.6

9.1

9.3

8.5

8.0

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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利用したことがある 

『④保育所や幼稚園の園庭などの開放』で「はい」の割合が高くなっています。一方、『③家庭

教育に関する学級・講座』『⑧養育支援家庭訪問事業』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後利用したい 

『④保育所や幼稚園の園庭などの開放』で「はい」の割合が高くなっています。一方、『⑧養育

支援家庭訪問事業』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 = 1,297

①母親・父親学級、両親学級、
　育児学級

②保健センターの情報・相談
　サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所や幼稚園の
　園庭などの開放

⑤児童館・青少年会館
　（センター）

⑥子育ての総合相談窓口

⑦自治体が発行する
　子育て支援情報誌

⑧養育支援家庭訪問事業

31.5

27.4

3.9

39.0

17.0

5.9

13.6

1.6

54.7

58.2

78.4

47.0

67.9

77.6

70.0

81.3

13.9

14.4

17.7

14.0

15.0

16.4

16.4

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

回答者数 = 1,297

①母親・父親学級、両親学級、
　育児学級

②保健センターの情報・相談
　サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所や幼稚園の
　園庭などの開放

⑤児童館・青少年会館
　（センター）

⑥子育ての総合相談窓口

⑦自治体が発行する
　子育て支援情報誌

⑧養育支援家庭訪問事業

18.3

32.5

22.0

37.9

32.5

27.6

30.1

10.2

61.8

48.6

59.5

44.6

49.7

54.2

51.7

71.9

20.0

19.0

18.5

17.6

17.8

18.2

18.3

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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子育て支援サービスの認知度 

「④保育所や幼稚園の園庭などの開放」の割合

が 80.8％と最も高く、次いで「②保健センターの

情報・相談サービス」の割合が 73.6％、「①母親・

父親学級、両親学級、育児学級」の割合が 70.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「①母親・父親学級、両親学級、育児学級」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

①
母
親
・
父
親
学
級
、
両

親
学
級
、
育
児
学
級 

②
保
健
セ
ン
タ
ー
の
情

報
・
相
談
サ
ー
ビ
ス 

③
家
庭
教
育
に
関
す
る

学
級
・
講
座 

④
保
育
所
や
幼
稚
園
の

園
庭
な
ど
の
開
放 

⑤
児
童
館
・
青
少
年
会

館
（
セ
ン
タ
ー
） 

⑥
子
育
て
の
総
合
相
談

窓
口 

⑦
自
治
体
が
発
行
す
る

子
育
て
支
援
情
報
誌 

⑧
養
育
支
援
家
庭
訪
問

事
業 

無
回
答 

全  体 1,297 70.9  73.6  27.0  80.8  55.4  54.8  42.3  20.4  9.6  

０歳 216 81.9  81.9  28.7  80.1  56.9  55.6  40.3  24.5  5.1  

１・２歳 408 74.5  75.0  27.0  83.1  56.6  53.9  43.6  21.3  8.1  

３～５歳 609 65.5  70.0  26.3  80.8  55.0  54.8  43.3  18.6  11.2  

 

 

  

回答者数 = 1,297 ％

①母親・父親学級、両親学
級、育児学級

②保健センターの情報・相
談サービス

③家庭教育に関する学級・
講座

④保育所や幼稚園の園庭な
どの開放

⑤児童館・青少年会館（セ
ンター）

⑥子育ての総合相談窓口

⑦自治体が発行する子育て
支援情報誌

⑧養育支援家庭訪問事業

無回答

70.9

73.6

27.0

80.8

55.4

54.8

42.3

20.4

9.6

0 20 40 60 80 100
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子育て支援サービスの利用度 

「④保育所や幼稚園の園庭などの開放」の割合

が 39.0％と最も高く、次いで「①母親・父親学級、

両親学級、育児学級」の割合が 31.5％、「②保健

センターの情報・相談サービス」の割合が 27.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「②保健センターの情報・相談サービス」の割合が高くなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

①
母
親
・
父
親
学
級
、
両

親
学
級
、
育
児
学
級 

②
保
健
セ
ン
タ
ー
の
情

報
・
相
談
サ
ー
ビ
ス 

③
家
庭
教
育
に
関
す
る

学
級
・
講
座 

④
保
育
所
や
幼
稚
園
の

園
庭
な
ど
の
開
放 

⑤
児
童
館
・
青
少
年
会

館
（
セ
ン
タ
ー
） 

⑥
子
育
て
の
総
合
相
談

窓
口 

⑦
自
治
体
が
発
行
す
る

子
育
て
支
援
情
報
誌 

⑧
養
育
支
援
家
庭
訪
問

事
業 

無
回
答 

全  体 1,297 31.5  27.4  3.9  39.0  17.0  5.9  13.6  1.6  36.2  

０歳 216 34.7  36.1  2.8  24.1  13.9  6.9  13.4  2.3  35.6  

１・２歳 408 29.7  24.0  3.2  39.2  18.4  5.6  15.0  1.2  36.3  

３～５歳 609 31.9  26.9  4.8  44.8  17.9  6.2  13.3  1.6  35.0  

  

回答者数 = 1,297 ％

①母親・父親学級、両親学
級、育児学級

②保健センターの情報・相
談サービス

③家庭教育に関する学級・
講座

④保育所や幼稚園の園庭な
どの開放

⑤児童館・青少年会館（セ
ンター）

⑥子育ての総合相談窓口

⑦自治体が発行する子育て
支援情報誌

⑧養育支援家庭訪問事業

無回答

31.5

27.4

3.9

39.0

17.0

5.9

13.6

1.6

36.2

0 20 40 60 80 100



 111 

子育て支援サービス利用希望 

「④保育所や幼稚園の園庭などの開放」の割合

が 37.9％と最も高く、次いで「⑤児童館・青少年

会館（センター）」の割合が 32.5％、「②保健セン

ターの情報・相談サービス」の割合が 32.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「④保育所や幼稚園の園庭などの開放」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

①
母
親
・
父
親
学
級
、
両

親
学
級
、
育
児
学
級 

②
保
健
セ
ン
タ
ー
の
情

報
・
相
談
サ
ー
ビ
ス 

③
家
庭
教
育
に
関
す
る

学
級
・
講
座 

④
保
育
所
や
幼
稚
園
の

園
庭
な
ど
の
開
放 

⑤
児
童
館
・
青
少
年
会

館
（
セ
ン
タ
ー
） 

⑥
子
育
て
の
総
合
相
談

窓
口 

⑦
自
治
体
が
発
行
す
る

子
育
て
支
援
情
報
誌 

⑧
養
育
支
援
家
庭
訪
問

事
業 

無
回
答 

全  体 1,297 18.3  32.5  22.0  37.9  32.5  27.6  30.1  10.2  40.9  

０歳 216 24.1  43.1  28.2  58.3  43.1  36.6  34.7  13.4  27.8  

１・２歳 408 20.6  30.4  20.1  41.9  33.6  27.5  31.9  9.6  38.0  

３～５歳 609 14.3  29.9  20.7  27.9  28.4  24.0  27.3  8.9  46.1  

 

  

回答者数 = 1,297 ％

①母親・父親学級、両親学
級、育児学級

②保健センターの情報・相
談サービス

③家庭教育に関する学級・
講座

④保育所や幼稚園の園庭な
どの開放

⑤児童館・青少年会館（セ
ンター）

⑥子育ての総合相談窓口

⑦自治体が発行する子育て
支援情報誌

⑧養育支援家庭訪問事業

無回答

18.3

32.5

22.0

37.9

32.5

27.6

30.1

10.2

40.9

0 20 40 60 80 100
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（10）市への要望について 

問 37 岸和田市における子育て環境や子育て支援への満足度について当てはまる番号１

つに○をつけてください。 

「３」の割合が 31.4％と最も高く、次いで「２」

の割合が 30.4％、「１ 満足度が低い」の割合が

26.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 市に対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支援サービスを充

実してほしいですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」

の割合が 66.9％と最も高く、次いで「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」

の割合が 63.8％、「小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」の割

合が 54.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」

「親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす」「子連れでも安心して出か

けられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや、歩道の段差解消などの「子育ての

バリアフリー化」に取り組む」「保育所やチビッコホーム（放課後児童クラブ）など子どもを預け

る施設を増やす」「小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」「育児

休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」の割合が

増加しています。 

  

回答者数 = 1,297 ％

１　満足度が低い

２

３

４

５　満足度が高い

無回答

26.0

30.4

31.4

6.9

1.6

3.7

0 20 40 60 80 100
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※前回調査では、「家事支援などのヘルパー派遣を充実する」「子どもが家庭や家族の大切さを学ぶことができる場を充

実する」の選択肢はありませんでした。 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

親子が安心して集まれる公園な
どの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所
や幼稚園の運動場の開放を増や
す

親子が安心して集まれるつどい
の広場などの屋内の施設を整備
する

子連れでも安心して出かけられ
るよう、オムツ替えや授乳のた
めのスペースづくりや、歩道の
段差解消などの「子育てのバリ
アフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制
を充実する

子育て支援に関する情報提供を
充実する

家事支援などのヘルパー派遣を
充実する

子どもが家庭や家族の大切さを
学ぶことができる場を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子
育ての知識や技能の取得に役立
つ親子教室の開催回数の増加と
内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を
充実する

保育所やチビッコホーム（放課
後児童クラブ）など子どもを預
ける施設を増やす

63.8

26.4

45.7

50.3

20.6

21.4

12.2

17.0

13.3

7.2

43.8

56.6

20.3

44.2

44.4

15.8

17.9

－

－

14.4

7.3

38.2

0 20 40 60 80 100
％

幼稚園における早朝、夕方の預
かり保育の延長や夏休みなどの
預かり保育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用
できるＮＰＯなどによる子育て
支援サービスに対する支援を行
う

小児救急など安心して子どもが
医療機関を利用できる体制を整
備する

子どもの安全を確保する対策を
充実する

児童虐待やいじめなどに対する
対策を充実する

子育ての講座など子育てについ
て学べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当の拡
充、扶養控除の維持などの子育
て世帯への経済的援助の拡充

公営住宅の優先入居など住宅面
での配慮や支援に取り組む

その他

特になし

無回答

31.7

16.3

54.4

41.7

45.5

10.8

66.9

12.0

7.2

2.2

4.2

30.0

13.2

44.5

39.6

－

8.5

61.1

11.3

3.8

3.1

2.3

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳

のためのスペースづくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
公
園
な
ど
の
屋
外
の
施
設
を

整
備
す
る 

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
保
育
所
や
幼
稚
園
の
運
動
場

の
開
放
を
増
や
す 

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
つ
ど
い
の
広
場
な
ど
の
屋
内

の
施
設
を
整
備
す
る 

子
連
れ
で
も
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
オ
ム
ツ
替

え
や
授
乳
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
や
、
歩
道
の
段
差

解
消
な
ど
の
「
子
育
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
に
取
り
組
む 

子
育
て
に
困
っ
た
と
き
の
相
談
体
制
を
充
実
す
る 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
を
充
実
す
る 

家
事
支
援
な
ど
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
充
実
す
る 

子
ど
も
が
家
庭
や
家
族
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

場
を
充
実
す
る 

子
育
て
中
の
親
の
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て
の
知
識
や
技
能

の
取
得
に
役
立
つ
親
子
教
室
の
開
催
回
数
の
増
加
と
内
容

の
充
実
を
図
る 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
を
充
実
す
る 

保
育
所
や
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
な
ど

子
ど
も
を
預
け
る
施
設
を
増
や
す 

全  体 1,297 63.8  26.4  45.7  50.3  20.6  21.4  12.2  17.0  13.3  7.2  43.8  

０歳 216 69.0  29.6  57.9  73.1  21.3  25.5  12.5  16.7  17.1  7.4  45.8  

１・２歳 408 68.9  28.4  49.3  54.2  20.3  20.8  12.3  16.2  14.2  8.1  46.1  

３～５歳 609 59.1  23.2  39.2  39.9  20.4  21.2  12.0  17.7  11.5  6.7  42.5  
 

区分 

幼
稚
園
に
お
け
る
早
朝
、
夕
方
の
預
か
り
保
育
の
延
長
や

夏
休
み
な
ど
の
預
か
り
保
育
な
ど
を
充
実
す
る 

専
業
主
婦
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

に
よ
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
支
援
を
行
う 

小
児
救
急
な
ど
安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療
機
関
を
利
用
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る 

子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
対
策
を
充
実
す
る 

児
童
虐
待
や
い
じ
め
な
ど
に
対
す
る
対
策
を
充
実
す
る 

子
育
て
の
講
座
な
ど
子
育
て
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会
を
つ

く
る 

育
児
休
業
給
付
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
扶
養
控
除
の
維
持
な

ど
の
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
援
助
の
拡
充 

公
営
住
宅
の
優
先
入
居
な
ど
住
宅
面
で
の
配
慮
や
支
援
に

取
り
組
む 

そ
の
他 

特
に
な
し 

無
回
答 

全  体 31.7  16.3  54.4  41.7  45.5  10.8  66.9  12.0  7.2  2.2  4.2  

０歳 33.3  20.8  59.3  51.4  45.8  11.1  76.4  15.3  8.3  1.9  1.4  

１・２歳 32.8  18.9  57.6  43.6  45.8  10.8  69.6  12.7  8.1  1.7  3.9  

３～５歳 31.2  14.0  51.1  37.6  45.3  10.5  63.1  10.7  6.9  2.6  5.1  
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（11）封筒のあて名のお子さんの生活習慣について 

問 39 お子さんの生活習慣について、それぞれあてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

（１）朝ごはんを食べますか。 

「毎日食べる」の割合が 88.0％と最も高くなっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

（２）１日１回は家族と一緒に食事をしますか。 

「する」の割合が 93.8％、「しない」の割合が

2.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

（３）平日のテレビ・ビデオ（ゲームを含む）の１日あたり平均視聴時間は何時間ですか。 

「２時間以上」の割合が 29.1％と最も高く、次

いで「２時間以内」の割合が 26.4％、「１時間以

内」の割合が 15.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「視聴しない」の選択肢がありました。 

 

  

％

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い

ほとんど食べない

無回答

88.0

4.8

2.0

1.2

4.0

88.6

5.9

2.6

0.6

2.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

する

しない

無回答

93.8

2.4

3.8

96.0

1.7

2.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

30分以内

１時間以内

１時間30分以内

２時間以内

２時間以上

無回答

9.6

15.9

14.0

26.4

29.1

5.1

7.8

17.5

11.9

27.0

30.4

2.7

0 20 40 60 80 100
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（４）就寝時刻は何時ですか。 

「21時～21時半」の割合が 28.1％と最も高く、

次いで「21時半～22時」の割合が 23.5％、「20時

半～21時」の割合が 22.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

20時半より前

20時半～21時

21時～21時半

21時半～22時

22時～23時

23時以降

無回答

7.4

22.1

28.1

23.5

13.0

1.7

4.2

5.2

19.5

30.4

26.0

15.1

1.6

2.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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（12）子育てを支援する生活環境の整備や子どもの安全の確保について 

問 40 封筒のあて名のお子さんと外出されるときに、困ること、困ったことはあります

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や

信号がない道路が多いので心配」の割合が 46.1％

と最も高く、次いで「買い物や用事などの合間の

気分転換に子どもを遊ばせる場所がない」の割合

が 43.3％、「小さな子どもとの食事に配慮された

場所（店）が少ない」の割合が 33.6％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「自動車の通行

が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が

多いので心配」「歩道の段差などがベビーカーや

自転車での通行の妨げになっている」「トイレが

オムツ替えや親子での利用に配慮されていない」

「買い物や用事などの合間の気分転換に子ども

を遊ばせる場所がない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がない
道路が多いので心配

歩道の段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いない

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
い

授乳する場所や必要な設備
がない

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
い

買い物や用事などの合間の
気分転換に子どもを遊ばせ
る場所がない

緑や広い歩道が少ないなど
街並みにゆとりとうるおい
がない

周囲の人が子ども連れを迷
惑そうに見る

荷物や子どもに手をとられ
て困っているときに手を貸
してくれる人が少ない

特にない

その他

無回答

46.1

31.5

20.8

32.5

22.6

33.6

43.3

31.8

9.1

15.3

12.4

4.0

3.4

39.7

21.6

16.0

27.2

18.2

29.7

33.7

28.6

7.5

14.9

17.2

4.5

5.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【地区別】 

地区別にみると、久米田地域で「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が

多いので心配」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
動
車
の
通
行
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
歩
道

や
信
号
が
な
い
道
路
が
多
い
の
で
心
配 

歩
道
の
段
差
な
ど
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
自
転
車
で

の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る 

交
通
機
関
や
建
物
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
移
動
に

配
慮
さ
れ
て
い
な
い 

ト
イ
レ
が
オ
ム
ツ
替
え
や
親
子
で
の
利
用
に
配

慮
さ
れ
て
い
な
い 

授
乳
す
る
場
所
や
必
要
な
設
備
が
な
い 

小
さ
な
子
ど
も
と
の
食
事
に
配
慮
さ
れ
た
場
所

（
店
）
が
少
な
い 

買
い
物
や
用
事
な
ど
の
合
間
の
気
分
転
換
に
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
所
が
な
い 

緑
や
広
い
歩
道
が
少
な
い
な
ど
街
並
み
に
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
が
な
い 

周
囲
の
人
が
子
ど
も
連
れ
を
迷
惑
そ
う
に
見
る 

荷
物
や
子
ど
も
に
手
を
と
ら
れ
て
困
っ
て
い
る

と
き
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,297 46.1  31.5  20.8  32.5  22.6  33.6  43.3  31.8  9.1  15.3  12.4  4.0  3.4  

都市中核

地域 
310 41.9  32.9  21.6  31.6  25.2  32.6  43.5  34.2  6.8  15.5  13.5  5.8  1.9  

岸和田北

部地域 
189 42.3  36.0  27.0  40.2  24.9  31.7  34.9  33.3  7.4  17.5  14.8  2.6  3.2  

葛城の谷

地域 
203 42.9  29.1  16.7  27.6  17.7  33.0  41.9  31.0  9.4  16.3  13.8  3.0  2.5  

岸和田中

部地域 
174 53.4  28.7  20.1  29.9  21.8  40.2  47.7  23.6  13.2  16.1  9.2  5.7  1.7  

久米田地

域 
196 56.1  35.2  19.4  35.2  23.0  34.7  43.9  34.2  13.8  13.8  8.2  4.6  6.6  

牛滝の谷

地域 
133 46.6  28.6  22.6  33.8  25.6  37.6  50.4  33.1  7.5  12.8  13.5  3.0  3.0  

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「授乳する場所や必要な設備がない」の割合が高くなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
動
車
の
通
行
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
歩
道

や
信
号
が
な
い
道
路
が
多
い
の
で
心
配 

歩
道
の
段
差
な
ど
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
自
転
車
で

の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る 

交
通
機
関
や
建
物
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
移
動
に

配
慮
さ
れ
て
い
な
い 

ト
イ
レ
が
オ
ム
ツ
替
え
や
親
子
で
の
利
用
に
配

慮
さ
れ
て
い
な
い 

授
乳
す
る
場
所
や
必
要
な
設
備
が
な
い 

小
さ
な
子
ど
も
と
の
食
事
に
配
慮
さ
れ
た
場
所

（
店
）
が
少
な
い 

買
い
物
や
用
事
な
ど
の
合
間
の
気
分
転
換
に
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
所
が
な
い 

緑
や
広
い
歩
道
が
少
な
い
な
ど
街
並
み
に
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
が
な
い 

周
囲
の
人
が
子
ど
も
連
れ
を
迷
惑
そ
う
に
見
る 

荷
物
や
子
ど
も
に
手
を
と
ら
れ
て
困
っ
て
い
る

と
き
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,297 46.1  31.5  20.8  32.5  22.6  33.6  43.3  31.8  9.1  15.3  12.4  4.0  3.4  

０歳 216 43.1  47.2  28.2  44.4  39.4  46.8  46.8  34.3  8.8  16.2  8.8  3.2  1.4  

１・２歳 408 41.9  31.9  22.5  37.3  23.8  38.2  48.8  31.6  9.8  16.2  12.7  4.7  2.7  

３～５歳 609 50.1  25.9  17.2  25.0  15.6  26.3  39.6  31.4  9.5  14.6  13.6  3.9  3.8  
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問 41 お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。あてはまる

番号１つに○をつけてください。 

「満足していない」の割合が 43.8％と最も高

く、次いで「どちらとも思わない」の割合が 36.3％、

「満足している」の割合が 10.6％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「満足していな

い」の割合が増加しています。一方、「満足してい

る」の割合が減少しています。 

 

 

※前回調査では、「どちらとも思わない」の選択肢が「どちらともいえない」でした。 

 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、牛滝の谷地域で「満足していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 10.6  43.8  36.3  6.3  2.9  

都市中核地域 310 10.3  45.5  35.8  6.1  2.3  

岸和田北部地域 189 13.2  50.3  29.1  4.8  2.6  

葛城の谷地域 203 7.4  45.8  37.9  5.9  3.0  

岸和田中部地域 174 11.5  39.7  42.0  5.7  1.1  

久米田地域 196 9.7  38.3  38.8  8.7  4.6  

牛滝の谷地域 133 11.3  50.4  26.3  9.8  2.3  

 

  

％

満足している

満足していない

どちらとも思わない

わからない

無回答

10.6

43.8

36.3

6.3

2.9

18.0

35.3

36.4

5.3

5.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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問 42 お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

「雨の日に遊べる場所がない」の割合が 69.0％

と最も高く、次いで「遊具などの種類が充実して

いない」の割合が 53.6％、「公園など遊び場のト

イレがおむつ替えや親子での利用に配慮されて

いない」の割合が 45.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「遊具などの種

類が充実していない」「遊具などの設備が古くて

危険である」「遊び場やその周辺の環境が悪くて

安心して遊べない」の割合が増加しています。一

方、「いつも閑散としていて寂しい感じがする」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な
広さがない

遊具などの種類が充実して
いない

不衛生である

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

遊具などの設備が古くて危
険である

緑や水辺など子どもが自然
にふれあう場が少ない

遊び場やその周辺の環境が
悪くて安心して遊べない

公園など遊び場のトイレが
おむつ替えや親子での利用
に配慮されていない

遊び場周辺の道路が危険で
ある

遊び場に行っても子どもと
同じ歳くらいの遊び仲間が
いない

その他

特に感じることはない

無回答

27.7

69.0

25.6

53.6

34.2

12.6

34.5

24.9

19.4

45.0

23.7

10.6

5.9

6.9

2.9

25.1

65.9

23.1

44.1

33.0

19.3

24.7

25.6

13.6

44.5

28.6

15.1

5.0

8.5

4.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【地区別】 

地区別にみると、牛滝の谷地域で「近くに遊び場がない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

近
く
に
遊
び
場
が
な
い 

雨
の
日
に
遊
べ
る
場
所
が

な
い 

思
い
切
り
遊
ぶ
た
め
に
十

分
な
広
さ
が
な
い 

遊
具
な
ど
の
種
類
が
充
実

し
て
い
な
い 

不
衛
生
で
あ
る 

い
つ
も
閑
散
と
し
て
い
て

寂
し
い
感
じ
が
す
る 

遊
具
な
ど
の
設
備
が
古
く

て
危
険
で
あ
る 

全  体 1,297 27.7  69.0  25.6  53.6  34.2  12.6  34.5  

都市中核地域 310 24.5  70.6  27.1  56.5  40.0  12.6  42.9  

岸和田北部地域 189 24.9  66.1  23.3  55.6  38.6  16.9  41.3  

葛城の谷地域 203 38.4  70.9  33.0  53.7  27.6  11.8  29.1  

岸和田中部地域 174 21.3  67.8  19.0  44.3  32.2  7.5  23.0  

久米田地域 196 24.0  70.4  26.0  56.1  32.1  7.7  33.7  

牛滝の谷地域 133 39.1  70.7  27.8  57.9  30.1  21.1  35.3  
 

区分 

緑
や
水
辺
な
ど
子
ど
も
が

自
然
に
ふ
れ
あ
う
場
が
少

な
い 

遊
び
場
や
そ
の
周
辺
の
環

境
が
悪
く
て
安
心
し
て
遊

べ
な
い 

公
園
な
ど
遊
び
場
の
ト
イ

レ
が
お
む
つ
替
え
や
親
子

で
の
利
用
に
配
慮
さ
れ
て

い
な
い 

遊
び
場
周
辺
の
道
路
が
危

険
で
あ
る 

遊
び
場
に
行
っ
て
も
子
ど

も
と
同
じ
歳
く
ら
い
の
遊

び
仲
間
が
い
な
い 

そ
の
他 

特
に
感
じ
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全  体 24.9  19.4  45.0  23.7  10.6  5.9  6.9  2.9  

都市中核地域 31.0  23.5  47.7  22.6  10.3  4.8  6.1  2.3  

岸和田北部地域 33.3  23.3  51.9  25.4  11.1  4.8  4.8  2.1  

葛城の谷地域 24.1  16.3  39.4  20.2  8.9  5.4  8.9  3.4  

岸和田中部地域 14.9  20.7  36.8  23.6  7.5  10.9  9.2  1.1  

久米田地域 23.5  17.3  47.4  29.6  11.7  7.7  6.1  4.6  

牛滝の谷地域 18.0  13.5  52.6  27.1  16.5  3.8  6.8  1.5  
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（13）子育てに対する意識について 

問 43 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人は

いますか。 

「いる」の割合が 61.7％、「いない」の割合が

35.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「いない」の割

合が増加しています。一方、「いる」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 61.7  35.5  2.8  

０歳 216 58.3  40.7  0.9  

１・２歳 408 60.0  38.0  2.0  

３～５歳 609 64.4  32.0  3.6  

 

 

問 44 ご自身にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつら

いと感じることが多いと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

71.0％と最も高く、次いで「楽しいと感じること

とつらいと感じることが同じくらい」の割合が

22.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

いる

いない

無回答

61.7

35.5

2.8

69.6

25.7

4.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）

％

楽しいと感じることの方が
多い

楽しいと感じることとつら
いと感じることが同じくら
い

つらいと感じることの方が
多い

わからない

その他

無回答

71.0

22.0

2.1

2.3

0.1

2.5

67.2

22.9

1.9

2.9

0.0

5.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と

の
方
が
多
い 

楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と

と
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ

と
が
同
じ
く
ら
い 

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と

の
方
が
多
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,297 71.0  22.0  2.1  2.3  0.1  2.5  

フルタイム（休業中含

む） 
575 73.4  19.8  2.1  2.1  － 2.6  

パート・アルバイト・

派遣（休業中含む） 
423 70.0  24.8  0.9  1.7  0.2  2.4  

働いていない（学生含

む） 
293 68.3  21.8  3.8  3.8  － 2.4  

 

問 44－１ 問 44で「１．」を選ばれた、子育てを楽しいと感じる方におうかがいしま

す。子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはま

る番号に３つまで○をつけてください。 

「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の

整備」の割合が 35.8％と最も高く、次いで「子育

てしやすい住居・まちの環境面での充実」の割合

が 30.8％、「保育サービスの充実」の割合が

25.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「地域における

子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」

「保育サービスの充実」「地域における子どもの

活動拠点の充実（児童館など）」「子どもの教育環

境」「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の

整備」「子どもを対象にした犯罪・事故の軽減」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

地域における子育て支援の
充実（一時預かり、育児相
談など）

保育サービスの充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実（児童館など）

訪問型の支援サービスの充
実

健やかな妊娠・出産に対す
る支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立がで
きる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

援護を要する子どもに対す
る支援

その他

無回答

17.8

25.3

5.0

12.7

1.4

15.2

24.2

30.8

35.8

20.0

2.3

4.3

16.4

23.8

33.8

6.0

23.1

2.6

17.9

30.9

34.2

43.7

30.5

5.8

3.0

5.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 921）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,054）
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問 44－２ 問 44で「２．」「３．」を選ばれた方におうかがいします。あなたにとって子

育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は何ですか。あてはまる番号に３

つまで○をつけてください。 

「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の

整備」の割合が 39.7％と最も高く、次いで「保育

サービスの充実」の割合が 27.9％、「子育てしや

すい住居・まちの環境面での充実」の割合が

26.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「地域における

子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」

「保育サービスの充実」「健やかな妊娠・出産に

対する支援」「子育てしやすい住居・まちの環境

面での充実」「仕事と家庭生活の両立ができる労

働環境の整備」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

地域における子育て支援の
充実（一時預かり、育児相
談など）

保育サービスの充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実（児童館など）

訪問型の支援サービスの充
実

健やかな妊娠・出産に対す
る支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立がで
きる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

援護を要する子どもに対す
る支援

その他

無回答

26.3

27.9

7.1

8.3

3.5

10.9

14.7

26.6

39.7

14.1

5.4

4.5

14.4

19.5

16.7

8.7

12.9

3.6

5.7

13.1

20.3

33.7

14.7

4.9

3.6

41.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 312）

平成30年度調査

（回答者数 = 389）
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「地域における子育て支援の充実（一

時預かり、育児相談など）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
（
一
時

預
か
り
、
育
児
相
談
な
ど
） 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動
拠
点
の
充
実

（
児
童
館
な
ど
） 

訪
問
型
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
支
援 

子
ど
も
の
教
育
環
境 

子
育
て
し
や
す
い
住
居
・
ま
ち
の
環
境
面
で

の
充
実 

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
が
で
き
る
労
働
環

境
の
整
備 

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
犯
罪
・
事
故
の
軽
減 

援
護
を
要
す
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 312 26.3  27.9  7.1  8.3  3.5  10.9  14.7  26.6  39.7  14.1  5.4  4.5  14.4  

フルタイム

（休業中含

む） 

126 19.8  32.5  8.7  5.6  3.2  10.3  15.1  27.0  51.6  17.5  5.6  3.2  13.5  

パート・ア

ルバイト・

派遣（休業

中含む） 

109 24.8  25.7  7.3  6.4  5.5  11.9  17.4  29.4  34.9  12.8  4.6  4.6  15.6  

働いていな

い（学生含

む） 

75 38.7  24.0  4.0  16.0  1.3  10.7  10.7  22.7  28.0  10.7  6.7  5.3  14.7  
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問 45 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。それ

ぞれあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（１）子どもに関すること 

「食事や栄養に関すること」の割合が 38.0％と

最も高く、次いで「子どもの教育に関すること」

の割合が 35.5％、「病気や発育発達に関すること」

の割合が 32.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「病気や発育発達に関

すること」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「食事や栄養に関すること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

病
気
や
発
育
発
達
に
関

す
る
こ
と 

食
事
や
栄
養
に
関
す
る

こ
と 

子
ど
も
と
の
接
し
方
に

自
信
が
持
て
な
い
こ
と 

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間

が
十
分
取
れ
な
い
こ
と 

子
ど
も
の
教
育
に
関
す

る
こ
と 

子
ど
も
の
友
だ
ち
づ
き

あ
い
に
関
す
る
こ
と 

子
ど
も
の
登
所
・
登
園

拒
否
や
不
登
校
な
ど 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,297 32.8  38.0  18.8  22.8  35.5  25.6  7.5  21.8  2.2  4.1  

０歳 216 35.6  47.7  18.1  14.8  32.9  17.6  5.6  25.5  3.2  2.8  

１・２歳 408 34.3  43.9  21.8  24.0  36.8  20.8  6.1  19.9  2.0  3.2  

３～５歳 609 30.4  30.4  16.9  25.9  35.5  32.5  9.0  22.0  1.8  4.9  

 

  

％

病気や発育発達に関するこ
と

食事や栄養に関すること

子どもとの接し方に自信が
持てないこと

子どもと過ごす時間が十分
取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあいに
関すること

子どもの登所・登園拒否や
不登校など

特にない

その他

無回答

32.8

38.0

18.8

22.8

35.5

25.6

7.5

21.8

2.2

4.1

25.3

33.7

14.8

21.4

32.6

22.3

3.8

24.4

2.0

2.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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（２）ご自身に関すること 

「子育てにかかる出費がかさむこと」の割合が

49.9％と最も高く、次いで「仕事や自分のやりた

いことなど自分の時間が十分取れないこと」の割

合が 38.2％、「子育てによる身体の疲れが大きい

こと」の割合が 30.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子育てによる

身体の疲れが大きいこと」「子育てにかかる出費

がかさむこと」の割合が増加しています。一方、

「特にない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子育てに関して配偶者の協
力が少ないこと

配偶者と子育てに関して意
見が合わないこと

子育てが大変なことを、ご
自身や配偶者の親、親せ
き、近隣の人、職場など周
りの人が理解してくれない
こと

ご自身の子育てについて、
ご自身や配偶者の親、親せ
き、近隣の人、職場など周
りの見る目が気になること

子育てに関して話し相手や
相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいこと
など自分の時間が十分取れ
ないこと

配偶者以外に子育てを手
伝ってくれる人がいないこ
と

子育てのストレスなどから
子どもにきつくあたってし
まうこと

子育てによる身体の疲れが
大きいこと

子育てにかかる出費がかさ
むこと

住居がせまいこと

特にない

その他

無回答

12.6

10.3

5.0

6.6

4.6

38.2

7.6

25.9

30.1

49.9

15.9

16.5

2.2

4.7

16.6

7.8

5.3

7.5

2.8

37.7

6.1

27.0

24.9

35.5

14.5

21.7

3.4

3.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、０歳で「子育てによる身体の疲れが大きいこと」の割合が高くなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
育
て
に
関
し
て
配
偶
者
の
協

力
が
少
な
い
こ
と 

配
偶
者
と
子
育
て
に
関
し
て
意

見
が
合
わ
な
い
こ
と 

子
育
て
が
大
変
な
こ
と
を
、
ご
自

身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、
近

隣
の
人
、
職
場
な
ど
周
り
の
人
が

理
解
し
て
く
れ
な
い
こ
と 

ご
自
身
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
ご

自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、

近
隣
の
人
、
職
場
な
ど
周
り
の
見

る
目
が
気
に
な
る
こ
と 

子
育
て
に
関
し
て
話
し
相
手
や

相
談
相
手
が
い
な
い
こ
と 

仕
事
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

な
ど
自
分
の
時
間
が
十
分
取
れ

な
い
こ
と 

配
偶
者
以
外
に
子
育
て
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と 

全  体 1,297 12.6  10.3  5.0  6.6  4.6  38.2  7.6  

０歳 216 12.5  10.6  4.6  5.1  6.5  38.4  4.6  

１・２歳 408 10.3  10.0  5.6  7.8  4.4  42.4  9.3  

３～５歳 609 14.3  10.0  4.8  6.1  4.3  36.5  7.7  
 

区分 

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら

子
ど
も
に
き
つ
く
あ
た
っ
て
し

ま
う
こ
と 

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ
が

大
き
い
こ
と 

子
育
て
に
か
か
る
出
費
が
か
さ

む
こ
と 

住
居
が
せ
ま
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 25.9  30.1  49.9  15.9  16.5  2.2  4.7  

０歳 17.1  36.6  54.6  20.4  15.3  2.8  4.2  

１・２歳 27.9  33.1  46.1  15.7  17.9  1.7  4.7  

３～５歳 27.9  26.6  51.1  14.1  15.8  2.1  4.4  

 

  



 129 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「子育てによる身体の疲れが大きい

こと」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
育
て
に
関
し
て
配
偶
者
の
協
力
が
少
な
い

こ
と 

配
偶
者
と
子
育
て
に
関
し
て
意
見
が
合
わ
な

い
こ
と 

子
育
て
が
大
変
な
こ
と
を
、
ご
自
身
や
配
偶
者

の
親
、
親
せ
き
、
近
隣
の
人
、
職
場
な
ど
周
り

の
人
が
理
解
し
て
く
れ
な
い
こ
と 

ご
自
身
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
ご
自
身
や
配
偶

者
の
親
、
親
せ
き
、
近
隣
の
人
、
職
場
な
ど
周

り
の
見
る
目
が
気
に
な
る
こ
と 

子
育
て
に
関
し
て
話
し
相
手
や
相
談
相
手
が

い
な
い
こ
と 

仕
事
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
な
ど
自
分
の

時
間
が
十
分
取
れ
な
い
こ
と 

配
偶
者
以
外
に
子
育
て
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
こ
と 

全  体 1,297 12.6  10.3  5.0  6.6  4.6  38.2  7.6  

フルタイム（休業中含む） 575 10.8  11.7  5.2  6.6  4.3  41.2  6.1  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
423 12.5  8.7  5.7  6.4  3.5  34.3  7.3  

働いていない（学生含む） 293 15.7  9.9  3.8  6.1  6.5  38.2  10.6  
 

区分 

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
子
ど
も
に
き

つ
く
あ
た
っ
て
し
ま
う
こ
と 

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ
が
大
き
い
こ
と 

子
育
て
に
か
か
る
出
費
が
か
さ
む
こ
と 

住
居
が
せ
ま
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 25.9  30.1  49.9  15.9  16.5  2.2  4.7  

フルタイム（休業中含む） 24.7  29.6  50.8  14.1  13.4  2.8  5.6  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
28.1  26.5  51.1  17.5  18.9  2.4  3.5  

働いていない（学生含む） 24.9  36.2  46.8  17.1  19.1  1.0  4.4  

 

  



 130 

問 46 ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。あてはまる番号に

１つだけ○をつけてください。感じる場合は、特に誰から支えられていると感じま

すか。感じない場合は、特に誰から支えてほしいと感じますか。枠内の選択肢の中

からあてはまるものをすべて選び、その番号を記入してください。 

「感じる」の割合が 62.8％、「感じない」の割

合が 33.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「感じない」の

割合が増加しています。一方、「感じる」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

感
じ
な
い 

無
回
答 

全  体 1,297 62.8  33.4  3.8  

都市中核地域 310 63.5  32.6  3.9  

岸和田北部地域 189 65.6  31.2  3.2  

葛城の谷地域 203 63.5  32.0  4.4  

岸和田中部地域 174 67.2  32.2  0.6  

久米田地域 196 60.7  34.2  5.1  

牛滝の谷地域 133 58.6  38.3  3.0  

 

  

％

感じる

感じない

無回答

62.8

33.4

3.8

74.4

21.5

4.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,297）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,568）
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支えられている人 

「幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの

職員」の割合が 65.5％と最も高く、次いで「同じ

世代の子どもを持つ保護者」の割合が 44.9％、

「近所の人」の割合が 32.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「同じ世代の子

どもを持つ保護者」「幼稚園、保育所、地域子育て

支援拠点などの職員」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「市の職員」の選択肢が「市役所の職員」でした。 

 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

近
所
の
人 

同
じ
世
代
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

自
治
会
、
子
ど
も
会
な
ど

の
地
域
団
体
の
人 

地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
人 

幼
稚
園
、
保
育
所
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
な
ど

の
職
員 

市
の
職
員 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 815 32.4  44.9  7.1  1.3  65.5  3.2  2.8  6.0  

都市中核地域 197 34.0  46.7  9.1  2.5  64.0  3.0  3.6  7.6  

岸和田北部地域 124 33.9  43.5  5.6  － 69.4  0.8  5.6  4.0  

葛城の谷地域 129 28.7  42.6  4.7  0.8  66.7  3.9  3.9  9.3  

岸和田中部地域 117 29.1  43.6  8.5  3.4  60.7  1.7  0.9  7.7  

久米田地域 119 29.4  49.6  6.7  0.8  64.7  3.4  0.8  5.0  

牛滝の谷地域 78 37.2  42.3  9.0  － 60.3  7.7  2.6  2.6  

 

  

％

近所の人

同じ世代の子どもを持つ保
護者

民生委員・児童委員、自治
会、子ども会などの地域団
体の人

地域活動を行っているＮＰ
Ｏなどの人

幼稚園、保育所、地域子育
て支援拠点などの職員

市の職員

その他

無回答

32.4

44.9

7.1

1.3

65.5

3.2

2.8

6.0

34.6

59.9

9.5

3.8

74.8

3.1

2.9

1.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 815）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,166）
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支えてほしい人 

「同じ世代の子どもを持つ保護者」の割合が

16.9％と最も高く、次いで「幼稚園、保育所、地

域子育て支援拠点などの職員」の割合が 16.6％、

「近所の人」の割合が 10.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「近所の人」「同

じ世代の子どもを持つ保護者」「民生委員・児童

委員、自治会、子ども会などの地域団体の人」「地

域活動を行っているＮＰＯなどの人」「幼稚園、

保育所、地域子育て支援拠点などの職員」「市の

職員」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「市の職員」の選択肢が「市役所の職員」でした。 

 

 

 

【地区別】 

地区別にみると、岸和田北部地域で「幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの職員」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

近
所
の
人 

同
じ
世
代
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

自
治
会
、
子
ど
も
会
な

ど
の
地
域
団
体
の
人 

地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
人 

幼
稚
園
、
保
育
所
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
な
ど

の
職
員 

市
の
職
員 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 433 10.2  16.9  7.4  4.2  16.6  9.9  6.2  52.9  

都市中核地域 101 11.9  19.8  7.9  6.9  20.8  7.9  11.9  42.6  

岸和田北部地域 59 8.5  20.3  6.8  5.1  22.0  8.5  5.1  47.5  

葛城の谷地域 65 10.8  18.5  3.1  1.5  12.3  7.7  3.1  61.5  

岸和田中部地域 56 5.4  10.7  14.3  3.6  16.1  10.7  1.8  55.4  

久米田地域 67 10.4  14.9  6.0  3.0  14.9  14.9  4.5  55.2  

牛滝の谷地域 51 13.7  15.7  9.8  5.9  15.7  11.8  7.8  52.9  

 

  

％

近所の人

同じ世代の子どもを持つ保
護者

民生委員・児童委員、自治
会、子ども会などの地域団
体の人

地域活動を行っているＮＰ
Ｏなどの人

幼稚園、保育所、地域子育
て支援拠点などの職員

市の職員

その他

無回答

10.2

16.9

7.4

4.2

16.6

9.9

6.2

52.9

17.5

22.8

15.7

10.4

28.8

16.0

9.5

33.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 433）

平成30年度調査

（回答者数 = 337）
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（14）封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんが３人以上いる、 

もしくは多胎（双子や三つ子）のお子さんがいる方 

問 47 どのような支援やサービスがあれば、子育ての負担を軽減するのに有効だと思わ

れますか。もっとも有効だと思われる番号１つに○をつけてください。 

「幼稚園や保育所、認定こども園などに通園す

るのに必要な食材料、日用品、その他諸費用など

無償化の対象とならない経費への支援」の割合が

37.7％と最も高く、次いで「育児用品（紙おむつ、

２人乗せベビーカーなど）への経済的支援」の割

合が 30.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 395 ％

育児用品（紙おむつ、２人
乗せベビーカーなど）への
経済的支援

外出時のタクシー利用への
支援

家事・育児等への訪問サー
ビス支援

同じ境遇にある母親や父親
との交流

多子・多胎育児経験者によ
る相談支援

幼稚園や保育所、認定こど
も園などに通園するのに必
要な食材料、日用品、その
他諸費用など無償化の対象
とならない経費への支援

理由を問わず子どもを一時
的に預かってくれるサービ
ス

電車やバスなどの乗車時、
エレベーター乗降時などの
優先利用の仕組み

その他

無回答

30.9

1.5

2.3

0.5

0.3

37.7

8.1

0.3

1.0

17.5

0 20 40 60 80 100
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問 47－１ ２番目に有効だと思われる番号に１つ○をつけてください。 

「育児用品（紙おむつ、２人乗せベビーカーな

ど）への経済的支援」の割合が 30.4％と最も高く、

次いで「幼稚園や保育所、認定こども園などに通

園するのに必要な食材料、日用品、その他諸費用

など無償化の対象とならない経費への支援」の割

合が 25.3％、「理由を問わず子どもを一時的に預

かってくれるサービス」の割合が 12.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 395 ％

育児用品（紙おむつ、２人
乗せベビーカーなど）への
経済的支援

外出時のタクシー利用への
支援

家事・育児等への訪問サー
ビス支援

同じ境遇にある母親や父親
との交流

多子・多胎育児経験者によ
る相談支援

幼稚園や保育所、認定こど
も園などに通園するのに必
要な食材料、日用品、その
他諸費用など無償化の対象
とならない経費への支援

理由を問わず子どもを一時
的に預かってくれるサービ
ス

電車やバスなどの乗車時、
エレベーター乗降時などの
優先利用の仕組み

その他

無回答

30.4

4.1

3.5

2.0

0.8

25.3

12.4

2.0

0.8

18.7

0 20 40 60 80 100
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２ 小学生児童調査 

（１）ご家族の構成や保護者の働いている状況などについて 

問１ お住まいの小学校区について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「常盤」の割合が 8.6％と最も高くなっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

中央

城内

浜

朝陽

東光

旭

太田

修斉

常盤

天神山

東葛城

春木

大芝

大宮

城北

新条

八木北

八木

八木南

光明

山直北

城東

山直南

山滝

無回答

1.5

5.8

0.8

4.1

4.9

6.4

4.3

2.4

8.6

0.7

0.6

3.6

3.1

6.0

2.7

4.4

4.9

4.1

5.3

6.8

7.2

1.7

2.5

0.8

6.9

2.1

6.8

1.5

4.9

5.8

6.4

4.3

1.9

8.5

1.9

0.7

3.5

5.1

5.7

4.3

3.9

4.4

4.1

4.8

6.5

6.8

2.2

2.2

0.8

0.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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居住地域 

「都市中核地域」の割合が 23.1％と最も高く、

次いで「岸和田中部地域」の割合が 15.4％、「葛

城の谷地域」の割合が 14.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。封筒のあて名のお子さんからみ

た関係で、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「母親」の割合が 90.7％、「父親」の割合が

8.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

問３ 封筒のあて名のお子さんの生年月について、「平成」か「西暦」に○をつけ、枠内

に数字を入れてください。 

「小学４年生」の割合が 17.4％と最も高く、次

いで「小学２年生」の割合が 15.9％、「小学５年

生」、「小学６年生」の割合が 15.7％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

都市中核地域

岸和田北部地域

葛城の谷地域

岸和田中部地域

久米田地域

牛滝の谷地域

無回答

23.1

13.8

14.4

15.4

14.2

12.2

6.9

26.8

16.9

15.2

15.0

13.3

12.0

0.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

母親

父親

その他

無回答

90.7

8.1

0.4

0.8

91.8

7.1

0.5

0.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

無回答

15.1

15.9

15.2

17.4

15.7

15.7

5.0

17.8

16.3

16.8

14.9

15.1

16.2

3.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問４ 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２

人以上いらっしゃる場合、末子の年齢（令和５年４月１日現在の年齢）を記入して

ください。 

「２人」の割合が 45.2％と最も高く、次いで

「３人」の割合が 30.3％、「１人」の割合が 14.8％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「２人」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

子どもが２人以上いる場合の末子の年齢 

「８歳」の割合が 13.5％と最も高く、次いで

「７歳」の割合が 12.4％、「９歳」の割合が 11.6％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「６歳」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１人

２人

３人

４人以上

無回答

14.8

45.2

30.3

7.8

2.0

13.4

54.5

25.9

5.5

0.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

無回答

2.9

2.6

4.2

4.7

7.5

8.0

7.7

12.4

13.5

11.6

8.9

6.6

9.3

2.2

2.7

3.7

5.6

6.3

7.0

15.1

13.8

11.8

12.1

8.6

6.8

4.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,189）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,505）
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問５ 封筒のあて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所に祖

父母が住んでいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。選択肢はあ

て名のお子さんからみた関係です。 

「父と母と一緒に住んでいる」の割合が 86.1％

と最も高く、次いで「祖母が近所に住んでいる」

の割合が 29.2％、「祖父が近所に住んでいる」の

割合が 24.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「祖父が近所に

住んでいる」「祖母が近所に住んでいる」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 封筒のあて名のお子さんの子育てや教育を主に行っている方はどなたですか。あ

てはまる番号１つに○をつけてください。選択肢はあて名のお子さんからみた関係

です。 

「父母ともに」の割合が 56.8％と最も高く、次

いで「主に母親」の割合が 41.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「父母ともに」

の割合が増加しています。一方、「主に母親」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

父と母と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父
子家庭）

母と一緒に住んでいる（母
子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

その他

無回答

86.1

0.7

10.9

7.4

11.5

24.7

29.2

3.0

0.4

88.1

0.8

11.0

8.0

12.6

41.1

49.3

0.2

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

56.8

41.0

0.6

0.6

0.4

0.7

51.0

46.4

0.6

1.3

0.2

0.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問７ 日頃、お子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

「緊急時もしくは用事のときにはご自身や配

偶者の親、親せきにみてもらえる」の割合が

57.9％と最も高く、次いで「日常的にご自身や配

偶者の親、親せきにみてもらえる」の割合が

45.9％、「緊急のときや用事があるときに子ども

をみてもらえる友人や知人がいる」の割合が

12.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「日常的にご自

身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」の割合

が増加しています。一方、「緊急時もしくは用事

のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみても

らえる」「緊急のときや用事があるときに子ども

をみてもらえる友人や知人がいる」の割合が減少

しています。 

 

※前回調査では、「日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」の選択肢は「日常的に子どもの祖父母、親せ

きにみてもらえる」、「緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」の選択肢は「緊急

時もしくは用事のときには子どもの祖父母、親せきにみてもらえる」となっていました。 

 

 

問７－１ 問７で「１．」または「２．」を選ばれた、お子さんをご自身や配偶者の親、

親せきにみてもらっている方におうかがいします。子どもをみてもらっていること

に対する気持ちとして、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「ご自身や配偶者の親、親せきなので、安心し

て子どもをみてもらえる」の割合が 81.2％と最も

高く、次いで「自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい」の割合が 20.6％、

「ご自身や配偶者の親、親せきの身体的負担が大

きく心配である」の割合が 20.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

％

日常的にご自身や配偶者の
親、親せきにみてもらえる

緊急時もしくは用事のとき
にはご自身や配偶者の親、
親せきにみてもらえる

日常的に子どもをみてもら
える友人や知人がいる

緊急のときや用事があると
きに子どもをみてもらえる
友人や知人がいる

いずれもいない

無回答

45.9

57.9

5.0

12.3

10.3

0.9

34.3

64.2

5.6

20.7

9.3

0.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

回答者数 = 1,240 ％

ご自身や配偶者の親、親せ
きなので、安心して子ども
をみてもらえる

ご自身や配偶者の親、親せ
きの身体的負担が大きく心
配である

ご自身や配偶者の親、親せ
きの時間的制約が大きく心
配である

ご自身や配偶者の親、親せ
きの精神的な負担が大きく
心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心
苦しい

子どもの教育や発達にふさ
わしい環境であるか、少し
不安がある

その他

無回答

81.2

20.6

12.7

8.1

20.6

4.5

1.3

0.7

0 20 40 60 80 100
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問７－２ 問７で「３．」または「４．」を選ばれた、お子さんを友人や知人にみてもら

っている方におうかがいします。子どもをみてもらっていることに対する気持ちと

して、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「友人や知人なので、安心して子どもをみても

らえる」の割合が 68.6％と最も高く、次いで「自

分たち親の立場として、負担をかけていることが

心苦しい」の割合が 19.6％、「友人や知人の時間

的制約が大きく心配である」の割合が 18.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「いる／ある」の割合が 92.5％、「いない／な

い」の割合が 6.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

※前回調査では、「いる／ある」の選択肢は「ある」、「いない／ない」の選択肢は「ない」となっていました。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 194 ％

友人や知人なので、安心し
て子どもをみてもらえる

友人や知人の身体的負担が
大きく心配である

友人や知人の時間的制約が
大きく心配である

友人や知人の精神的な負担
が大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心
苦しい

子どもの教育や発達にふさ
わしい環境であるか、少し
不安がある

その他

無回答

68.6

6.7

18.6

10.3

19.6

1.0

1.0

13.4

0 20 40 60 80 100

％

いる／ある

いない／ない

無回答

92.5

6.6

0.9

97.3

1.9

0.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問８－１ 問８で「いる／ある」を選ばれた方におうかがいします。気軽に相談できる

人や場所などについて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「配偶者」の割合が 77.3％と最も高く、次いで

「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）

家族」の割合が 76.7％、「友人や知人」の割合が

68.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「配偶者」の選択肢は「子どもの祖父母、親せき、（同居している）家族」、「チビッコホーム（放課後児

童クラブ）の支援員」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）の支援員」、「児童館などの子育て支援施設や

ＮＰＯなどの子育て支援団体」の選択肢は「子育て支援センターや NPO などの子育て支援団体」、「ピアノ教室、サッカ

ークラブ、学習塾などの習い事の先生」の選択肢は「ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾などの習い事の先生」、「市

の教育相談の窓口」の選択肢は「市役所の子育て支援担当の窓口」となっていました。 

 

  

％

配偶者

ご自身や配偶者の親、親せ
き、（同居している）家族

友人や知人

近所の人

小学校の先生

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）の支援員

児童館などの子育て支援施
設やＮＰＯなどの子育て支
援団体

ピアノ教室、サッカークラ
ブ、学習塾などの習い事の
先生

民生委員・児童委員、主任
児童委員

かかりつけの医師

市の教育相談の窓口

携帯電話やインターネット
の交流サイト

その他

無回答

77.3

76.7

68.4

12.8

25.1

4.3

1.1

7.8

0.4

7.3

0.7

1.0

3.2

2.0

78.0

73.5

67.0

15.9

26.1

4.3

1.2

9.4

0.0

4.8

0.5

1.1

0.8

0.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,321）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,704）
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問９ 封筒のあて名のお子さんの「母親」の働いている状況についておうかがいしま

す。自営業や自営業を手伝っている場合も含みます。あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「パート・アルバイトなどで働いている」の割

合が 41.4％と最も高く、次いで「フルタイムで働

いている」の割合が 37.2％、「以前は働いていた

が、今は働いていない」の割合が 14.9％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「フルタイムで

働いている」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「フルタイムで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」の選択肢は「フルタイムで

働いているが、今は休んでいる」、「パート・アルバイトなどで働いている」の選択肢は「パート・アルバイト・派遣な

どで働いている」、「パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」の選択肢

は「パート・アルバイト・派遣などで働いているが、今は休んでいる」となっていました。 

  

％

フルタイムで働いている

フルタイムで働いている
が、今は休んでいる（産
休・育休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んで
いる（産休・育休・介護休
業中）

以前は働いていたが、今は
働いていない

これまで働いたことがない

無回答

37.2

1.3

41.4

1.1

14.9

3.0

1.1

30.2

1.6

43.9

0.6

17.2

4.8

1.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,418）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,736）
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問９－１ 問９で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含

む）におうかがいします。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あた

りどのくらいの時間働きますか。枠内に具体的な数字を入れてください。不規則な

場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでいる方は、休みに入る

前の状況についてお答えください。 

１週当たりの就労日数 

「５日」の割合が 55.6％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 19.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの就労時間 

「８～９時間未満」の割合が 28.2％と最も高

く、次いで「７～８時間未満」の割合が 15.0％、

「５～６時間未満」の割合が 14.0％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「７～８時間未

満」「８～９時間未満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

1.0

2.5

9.9

19.8

55.6

8.4

2.6

0.3

1.9

8.1

14.8

40.1

8.9

25.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,149）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,327）

％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.8

3.8

11.6

14.0

13.4

15.0

28.2

5.3

4.7

3.2

0.9

3.2

8.8

13.5

10.5

9.9

22.1

2.5

2.4

26.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,149）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,327）
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問９－２ 問９で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含

む）に引き続きおうかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時

間が不規則な場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。今休んでい

る方は、休みに入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（18:00）のよ

うに、24時間制でお答えください。 

家を出る時間 

「８時台」の割合が 54.6％と最も高く、次いで

「７時台」の割合が 21.2％、「９時台」の割合が

13.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「７時台」「８

時台」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰宅時間 

「18 時台」の割合が 26.2％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 19.4％、「19時以降」の割

合が 13.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」「18

時台」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

2.5

21.2

54.6

13.2

2.4

0.3

2.3

3.4

1.5

14.5

37.5

10.7

2.0

0.8

1.5

31.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,149）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,327）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

9.0

8.5

9.3

10.5

19.4

26.2

13.5

3.6

7.4

6.6

7.9

8.8

11.4

16.4

10.0

31.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,149）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,327）
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問 10 封筒のあて名のお子さんの「父親」の働いている状況についておうかがいしま

す。自営業や自営業を手伝っている場合も含みます。あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「フルタイムで働いている」の割合が 96.1％と

最も高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「フルタイムで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」の選択肢は「フルタイムで

働いているが、今は休んでいる」、「パート・アルバイトなどで働いている」の選択肢は「パート・アルバイト・派遣な

どで働いている」、「パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中）」の選択肢

は「パート・アルバイト・派遣などで働いているが、今は休んでいる」となっていました。 

  

％

フルタイムで働いている

フルタイムで働いている
が、今は休んでいる（育
休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んで
いる（育休・介護休業中）

以前は働いていたが、今は
働いていない

これまで働いたことがない

無回答

96.1

0.4

0.8

0.0

0.9

0.2

1.7

96.7

0.3

1.0

0.0

0.6

0.0

1.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,272）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,558）
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問 10－１ 問 10で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も

含む）におうかがいします。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あ

たりどのくらいの時間働きますか。枠内に具体的な数字を入れてください。不規則

な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでいる方は、休みに入

る前の状況についてお答えください。 

１週当たりの就労日数 

「５日」の割合が 58.9％と最も高く、次いで

「６日以上」の割合が 37.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの就労時間 

「８～９時間未満」の割合が 38.7％と最も高

く、次いで「10時間以上」の割合が 36.2％、「９

～10 時間未満」の割合が 18.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８～９時間未

満」「９～10 時間未満」「10 時間以上」の割合が

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.0

0.2

1.0

0.8

58.9

37.8

1.3

0.1

0.2

0.6

0.3

38.5

34.9

25.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,237）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,526）

％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

0.1

0.3

0.0

0.6

2.3

38.7

18.4

36.2

3.4

0.0

0.0

0.0

0.1

0.3

1.0

31.0

10.7

27.8

29.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,237）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,526）
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問 10－２ 問 10で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も

含む）に引き続きおうかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。

時間が不規則な場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。今休んで

いる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（18:00）の

ように、24時間制でお答えください。 

家を出る時間 

「７時台」の割合が 40.0％と最も高く、次いで

「７時より前」の割合が 30.6％、「８時台」の割

合が 18.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「７時より前」

「７時台」「８時台」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

帰宅時間 

「19 時以降」の割合が 58.9％と最も高く、次

いで「18時台」の割合が 22.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」「18

時台」「19時以降」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

30.6

40.0

18.6

3.9

1.1

0.3

1.6

3.9

23.3

26.6

12.3

2.5

0.6

0.5

0.9

33.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,237）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,526）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

3.6

0.6

0.5

1.4

8.8

22.1

58.9

4.2

0.5

0.2

0.3

0.9

3.4

14.1

47.4

33.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,237）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,526）
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問 11 問９または問 10 で、「３．」または「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕

事をお持ちの方（休業中の方も含む）におうかがいします。フルタイムへの転換希

望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

「パート・アルバイトなどで働き続けることを

希望」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込み

はない」の割合が 16.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「パート・アル

バイトなどで働き続けることを希望」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」の割合が 40.0％と最も高く、次

いで「パート・アルバイトなどで働き続けること

を希望」の割合が 30.0％、「フルタイムへの転換

希望があり、実現できる見込みがある」の割合が

10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムへの転換希望が
あり、実現できる見込みが
ある

フルタイムへの転換希望は
あるが、実現できる見込み
はない

パート・アルバイトなどで
働き続けることを希望

パート・アルバイトなどを
やめて子育てや家事に専念
したい

無回答

7.5

16.9

38.5

4.8

32.2

8.5

17.7

52.8

3.1

17.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 602）

平成30年度調査

（回答者数 = 773）

回答者数 = 10 ％

フルタイムへの転換希望が
あり、実現できる見込みが
ある

フルタイムへの転換希望は
あるが、実現できる見込み
はない

パート・アルバイトなどで
働き続けることを希望

パート・アルバイトなどを
やめて子育てや家事に専念
したい

無回答

10.0

40.0

30.0

0.0

20.0

0 20 40 60 80 100
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問 12 問９または問 10 で「５．」または「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方に

おうかがいします。働きたいという希望はありますか。あてはまる番号１つに○を

つけ、枠内に具体的な数字を入れてください。 

（１）母親 

「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」

の割合が 24.9％と最も高く、次いで「子育てや家

事などに専念したい（働く予定はない）」の割合

が 23.3％、「１年より先、一番下の子どもが、何

歳になったころに働きたい」の割合が 12.6％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「１年より先、

一番下の子どもが、何歳になったころに働きたい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

※前回調査では、「子育てや家事などに専念したい（働く予定はない）」の選択肢は「子育てや家事などに専念したい（働

く、勉強する予定はない）」、「１年より先、一番下の子どもが、何歳になったころに働きたい」の選択肢は「１年より

先働き・勉強したい」、「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」の選択肢は「すぐにでも、もしくは１年以内に働

き・勉強したい」となっていました。 

 

 

 

就労したい時の一番下の子どもの年齢 

「７～９歳」の割合が 21.9％と最も高く、次い

で「５～６歳」の割合が 18.8％、「10～12 歳」の

割合が 15.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「５～６歳」の

割合が増加しています。一方、「３～４歳」「10～

12 歳」「13歳以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 253）

平成30年度調査

（回答者数 = 383）

％

１～２歳

３～４歳

５～６歳

７～９歳

10～12歳

13歳以上

無回答

3.1

12.5

18.8

21.9

15.6

9.4

18.8

1.7

19.2

10.8

21.7

23.3

16.7

6.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 32）

平成30年度調査

（回答者数 = 120）

％

子育てや家事などに専念
したい（働く予定はな
い）

１年より先、一番下の子
どもが、何歳になったこ
ろに働きたい

すぐにでも、もしくは１
年以内に働きたい

無回答

23.3

12.6

24.9

39.1

24.0

31.3

23.8

20.9

0 20 40 60 80 100
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希望する働き方 

「フルタイム」の割合が 6.3％、「パートタイム、

アルバイトなど」の割合が 87.3％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

※前回調査では、「パートタイム、アルバイトなど」の選択肢は「パートタイム、アルバイト、派遣など」となっていま

した。 

 

 

１週当たりの希望就労日数 

「４日」の割合が 32.7％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 30.9％、「５日」の割合が 14.5％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「２日」の割合

が増加しています。一方、「３日」「４日」「５日」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの希望就労時間 

「４～５時間未満」の割合が 36.4％と最も高

く、次いで「５～６時間未満」の割合が 23.6％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「４～５時間未

満」の割合が増加しています。一方、「５～６時間

未満」「６～７時間未満」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

  

％

フルタイム

パートタイム、アルバイト
など

無回答

6.3

87.3

6.3

4.7

91.0

3.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 63）

平成30年度調査

（回答者数 = 211）

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.0

7.3

30.9

32.7

14.5

0.0

14.5

0.0

2.1

37.1

39.2

20.1

0.0

1.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 55）

平成30年度調査

（回答者数 = 194）

％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

7.3

36.4

23.6

9.1

3.6

5.5

0.0

0.0

14.5

0.0

3.1

29.4

42.8

18.6

2.1

3.1

0.0

0.0

1.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 55）

平成30年度調査

（回答者数 = 194）
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（２）父親 

「子育てや家事などに専念したい（働く予定は

ない）」の割合が 42.9％と最も高く、次いで「す

ぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」の割合

が 21.4％、「１年より先、一番下の子どもが、何

歳になったころに働きたい」の割合が 14.3％とな

っています。 

 

 

 

 

就労したい時の一番下の子どもの年齢 

「10～12歳」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する働き方 

「フルタイム」が２件、「パートタイム、アルバ

イトなど」が０件となっています。 

 

 

 

 

父親の１週当たりの希望就労日数 

有効回答がありませんでした。 

 

父親の１日当たりの希望就労時間 

有効回答がありませんでした。 

  

回答者数 = 2 ％

１～２歳

３～４歳

５～６歳

７～９歳

10～12歳

13歳以上

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

50.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 3 ％

フルタイム

パートタイム、アルバイト
など

無回答

66.7

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 14 ％

子育てや家事などに専念
したい（働く予定はな
い）

１年より先、一番下の子
どもが、何歳になったこ
ろに働きたい

すぐにでも、もしくは１
年以内に働きたい

無回答

42.9

14.3

21.4

21.4

0 20 40 60 80 100
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問 12－１ 問 12の（１）または（２）で「２．」「３．」を選ばれた、今後働きたいと考

えておられる方におうかがいします。働きたい理由は何ですか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「将来への備えのため（子どもの教育費、老後

の備えなど）」の割合が 72.7％と最も高く、次い

で「働かないと、暮らしていけなくなるため」の

割合が 46.5％、「仕事を通じて、自分の能力を発

揮し、向上させたいため」の割合が 13.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 99 ％

働かないと、暮らしていけ
なくなるため

将来への備えのため（子ど
もの教育費、老後の備えな
ど）

仕事を通じて、自分の能力
を発揮し、向上させたいた
め

人間関係を広げたいため

その他

無回答

46.5

72.7

13.1

10.1

4.0

4.0

0 20 40 60 80 100
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（２）封筒のあて名のお子さんのチビッコホーム（放課後児童クラブ）の 

利用について 

問 13 平日（月曜日から金曜日）に、現在、チビッコホーム（放課後児童クラブ）を利

用されていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「利用している」の割合が 17.7％、「利用して

いない」の割合が 81.4％となっています。 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「利用している」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,428 17.7  81.4  0.9  

小学１年生 216 42.1  57.4  0.5  

小学２年生 227 29.1  69.2  1.8  

小学３年生 217 22.1  77.9  － 

小学４年生 248 8.9  90.3  0.8  

小学５年生 224 4.0  93.8  2.2  

小学６年生 224 1.8  98.2  － 

 

  

回答者数 = 1,428 ％

利用している

利用していない

無回答

17.7

81.4

0.9

0 20 40 60 80 100
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問 14 問 13で「１．利用している」を選ばれた方におうかがいします。現在利用して

いるチビッコホーム（放課後児童クラブ）について、もっとも多いパターンとし

て、１週間に何日利用し、また、１日あたり何時間（何時まで）利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。枠内に具体的な数字を入れ

てください。時間は、必ず（18:00）のように 24時間制で記入してください。 

（１）現在 

１週当たりの利用日数 

「５日」の割合が 60.5％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 14.6％、「３日」の割合が 10.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用時間 

「３時間未満」の割合が 45.5％と最も高く、次

いで「３～４時間未満」の割合が 28.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用終了時刻 

「17 時台」の割合が 42.7％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 24.1％、「16時台」の割合

が 22.9％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 253 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

1.2

4.0

10.3

14.6

60.5

7.5

2.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 253 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

45.5

28.1

7.5

2.0

0.4

0.0

0.4

0.4

0.0

15.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 253 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.4

0.4

4.3

22.9

42.7

24.1

0.8

4.3

0 20 40 60 80 100
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（２）希望 

１週当たりの利用日数 

「５日」の割合が 41.5％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用時間 

「３～４時間未満」の割合が 20.9％と最も高

く、次いで「３時間未満」の割合が 18.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用終了時刻 

「17 時台」の割合が 22.5％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 21.7％、「19時以降」の割

合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 253 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.4

0.4

5.1

7.1

41.5

8.3

37.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 253 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

18.2

20.9

9.5

3.2

0.4

0.0

0.4

0.4

0.4

46.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 253 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.4

0.0

1.2

5.1

22.5

21.7

13.0

36.0

0 20 40 60 80 100
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問 14－１ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。

チビッコホーム（放課後児童クラブ）を利用されている理由について、もっともあ

てはまる番号１つに○をつけてください。 

「保護者が働いている」の割合が 97.2％と最も

高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14－２ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。

土曜日、日曜日・祝日に、チビッコホーム（放課後児童クラブ）の利用希望があり

ますか。（仕事や介護などによる定期的な利用で、一時的な利用は除きます。）あて

はまる番号１つに○をつけてください。希望がある場合は、枠内に具体的な数字を

入れてください。時間は、必ず（18:00）のように 24時間制でご記入ください。な

お、利用にあたっては、一定の利用料が発生します。 

（１）土曜日 

「利用する必要はない」の割合が 60.1％と最も

高く、次いで「月に１～２回は利用したい」の割

合が 27.7％、「ほぼ毎週利用したい」の割合が

11.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「ほぼ毎

週利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

  

％

保護者が働いている

保護者が働く予定である、
または、仕事を探している

保護者がご自身や配偶者の
親、親せきの介護をしてい
る

保護者に病気や障がいがあ
る

保護者が学生である

その他

無回答

97.2

0.4

0.0

0.4

0.0

0.8

1.2

95.2

0.6

1.2

1.5

0.3

1.5

4.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 253）

平成30年度調査

（回答者数 = 331）

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

60.1

11.1

27.7

1.2

48.0

19.5

27.9

4.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 253）

平成30年度調査

（回答者数 = 344）
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“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台（８時 30分より前）」の割合が 39.3％

と最も高く、次いで「８時台（８時 30 分以降）」

の割合が 28.6％、「９時台」の割合が 21.4％とな

っています。 

平成 30年度調査と比較すると、「９時台」の割

合が増加しています。一方、「10時台」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「18時台（18時 30分まで）」の割合が 46.4％

と最も高く、次いで「17 時台」の割合が 39.3％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「17時台」「18

時台（18時 30分まで）」「18時台（18時 30分よ

り後）」の割合が増加しています。一方、「16時台」

「19 時以降」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時台

８時台（８時30分より前）

８時台（８時30分以降）

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

7.1

39.3

28.6

21.4

0.0

0.0

0.0

3.6

6.0

43.3

31.3

7.5

6.0

0.0

0.0

6.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 28）

平成30年度調査

（回答者数 = 67）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台（18時30分まで）

18時台（18時30分より後）

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

39.3

46.4

7.1

3.6

3.6

4.5

1.5

3.0

7.5

26.9

40.3

0.0

10.4

6.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 28）

平成30年度調査

（回答者数 = 67）
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“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台（８時 30分より前）」の割合が 41.4％

と最も高く、次いで「８時台（８時 30 分以降）」

の割合が 30.0％、「９時台」の割合が 11.4％とな

っています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台（８時

30 分以降）」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17時台」、「18時台（18時 30分まで）」の割

合が 25.7％と最も高く、次いで「16 時台」の割

合が 11.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「18 時台（18

時 30分より後）」の割合が増加しています。一方、

「17 時台」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 70）

平成30年度調査

（回答者数 = 96）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台（18時30分まで）

18時台（18時30分より後）

19時以降

無回答

4.3

2.9

5.7

11.4

25.7

25.7

5.7

8.6

10.0

3.1

3.1

3.1

8.3

35.4

26.0

0.0

12.5

8.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 70）

平成30年度調査

（回答者数 = 96）

％

７時台

８時台（８時30分より
前）

８時台（８時30分以降）

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

4.3

41.4

30.0

11.4

0.0

0.0

2.9

10.0

8.3

42.7

24.0

13.5

2.1

0.0

1.0

8.3

0 20 40 60 80 100



 159 

（２）日曜日・祝日 

「利用する必要はない」の割合が 86.2％と最も

高くなっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「月に１

～２回は利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「７時台」、「８時台（８時 30分より前）」、「８

時台（８時 30 分以降）」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ほぼ毎週利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「18 時台（18 時 30 分まで）」が２件となって

います。「17 時台」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

86.2

1.2

9.9

2.8

71.2

3.8

16.3

8.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 253）

平成30年度調査

（回答者数 = 344）

％

７時台

８時台（８時30分より前）

８時台（８時30分以降）

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

33.3

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

38.5

38.5

0.0

7.7

0.0

0.0

15.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 3）

平成30年度調査

（回答者数 = 13）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台（18時30分まで）

18時台（18時30分より後）

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

7.7

7.7

0.0

30.8

15.4

0.0

23.1

15.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 3）

平成30年度調査

（回答者数 = 13）
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“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台（８時 30分より前）」の割合が 48.0％

と最も高く、次いで「８時台（８時 30 分以降）」

の割合が 24.0％、「９時台」の割合が 12.0％とな

っています。 

平成 30年度調査と比較すると、「８時台（８時

30分より前）」「９時台」の割合が増加しています。

一方、「７時台」「８時台（８時 30 分以降）」「10

時台」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

“月に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「18時台（18時 30分まで）」の割合が 32.0％

と最も高く、次いで「17時台」の割合が 20.0％、

「19 時以降」の割合が 12.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「14時台」「18

時台（18時 30分より後）」の割合が増加していま

す。一方、「17時台」「18時台（18時 30分まで）」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

  

％

７時台

８時台（８時30分より前）

８時台（８時30分以降）

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

48.0

24.0

12.0

0.0

0.0

4.0

12.0

12.5

35.7

37.5

3.6

7.1

0.0

1.8

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 25）

平成30年度調査

（回答者数 = 56）

％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台（18時30分まで）

18時台（18時30分より後）

19時以降

無回答

0.0

8.0

0.0

8.0

20.0

32.0

8.0

12.0

12.0

3.6

0.0

1.8

3.6

33.9

44.6

0.0

10.7

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 25）

平成30年度調査

（回答者数 = 56）
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問 14－３ 問 14－２の（１）または（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」を選

ばれた方におうかがいします。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「月に数回仕事が入るため」の割合が 75.3％と

最も高く、次いで「平日にすませられない用事を

まとめてすませるため」の割合が 18.2％、「息抜

きのため」の割合が 11.7％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「息抜きのため」

の割合が増加しています。一方、「月に数回仕事

が入るため」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 14－４ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。

現在通っているチビッコホーム（放課後児童クラブ）にどのようなことを希望しま

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「朝の利用時間を延長する」の割合が 41.5％と

最も高く、次いで「特になし」の割合が 28.5％、

「施設や設備を改善する」の割合が 22.5％となっ

ています。 

平成 30年度調査と比較すると、「施設や設備を

改善する」「特になし」の割合が増加しています。

一方、「朝の利用時間を延長する」の割合が減少

しています。 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 77）

平成30年度調査

（回答者数 = 123）

％

月に数回仕事が入るため

平日にすませられない用事
をまとめてすませるため

ご自身や配偶者の親、親せ
きの介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

75.3

18.2

1.3

11.7

6.5

10.4

84.6

22.8

4.9

6.5

7.3

4.1

0 20 40 60 80 100

％

朝の利用時間を延長する

夕方の利用時間を延長する

施設や設備を改善する

指導内容を工夫する

その他

特になし

無回答

41.5

20.9

22.5

12.3

11.9

28.5

3.2

48.3

23.0

15.1

15.4

13.0

21.8

6.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 253）

平成30年度調査

（回答者数 = 331）
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問 14－５ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。

小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。「１．」を選択した場合は、枠内に具体的

な数字を入れてください。 

「チビッコホーム（放課後児童クラブ）を利用

したい」の割合が 56.5％と最も高く、次いで「ス

ポーツクラブや学習塾などの習い事をさせたい」

の割合が 34.4％、「子どもに自宅の留守番をして

もらう」の割合が 31.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

小学何年生までチビッコホーム（放課後児童クラブ）を利用したい 

「小学６年生」の割合が 42.0％と最も高く、次

いで「小学４年生」の割合が 30.1％、「小学５年

生」の割合が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 253 ％

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）を利用したい

放課後子ども教室を利用し
たい

スポーツクラブや学習塾な
どの習い事をさせたい

子どもに自宅の留守番をし
てもらう

その他

無回答

56.5

20.6

34.4

31.2

4.7

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 143 ％

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

無回答

0.0

0.7

0.7

30.1

16.8

42.0

9.8

0 20 40 60 80 100
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問 15 問 13で「２．利用していない」を選ばれた方におうかがいします。チビッコホ

ーム（放課後児童クラブ）を利用していない理由は何ですか。もっともあてはまる

番号１つに○をつけてください。 

「ご自身や配偶者が子どもの面倒をみている

ため、利用する必要がない」の割合が 40.4％と最

も高く、次いで「父母とも働いているが、放課後

の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うか

ら」の割合が 21.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「ご自身や配偶

者が子どもの面倒をみているため、利用する必要

がない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ご自身や配偶者が子どもの
面倒をみているため、利用
する必要がない

ご自身や配偶者の親、親せ
きがみている

近所の人や父母の友人・知
人がみている

父母とも働いていて利用し
たいが、放課後児童クラブ
に空きがない

父母とも働いていて利用し
たいが、延長・夜間などの
時間帯の条件が合わない

父母とも働いていて利用し
たいが、利用料がかかるた
め、経済的な理由で利用で
きない

父母とも働いているが、子
どもは放課後に習い事をし
ているため、利用する必要
がない

父母とも働いているが、放
課後の短時間なら子どもだ
けでも大丈夫だと思うから

その他

無回答

40.4

9.5

0.0

0.3

0.9

2.1

6.2

21.9

12.7

6.0

27.5

13.5

0.7

2.4

0.4

1.6

7.4

17.4

10.6

19.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,162）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,653）
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問 15－１ 問 13で「２．利用していない」を選ばれた方に引き続きおうかがいしま

す。封筒のあて名のお子さんについて、今後、父母とも働く予定があるなどの理由

で、チビッコホーム（放課後児童クラブ）を利用したいとお考えですか。あてはま

る番号１つに○をつけてください。希望がある場合は、枠内に具体的な数字を入れ

てください。時間は、必ず（18:00）のように 24時間制でご記入ください。なお、

利用にあたっては、一定の利用負担金が発生します。 

「利用したい」の割合が 6.1％、「今後も利用し

ない」の割合が 91.5％となっています。 

 

 

 

 

 

１週当たりの利用希望日数 

「５日」の割合が 47.9％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 22.5％、「２日」の割合が 11.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用希望時間 

「３～４時間未満」の割合が 39.4％と最も高

く、次いで「３時間未満」の割合が 26.8％、「４

～５時間未満」の割合が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,162 ％

利用したい

今後も利用しない

無回答

6.1

91.5

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 71 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

1.4

11.3

22.5

7.0

47.9

5.6

4.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 71 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

26.8

39.4

11.3

1.4

0.0

1.4

4.2

1.4

0.0

14.1

0 20 40 60 80 100
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希望終了時刻 

「18 時台」の割合が 33.8％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 29.6％、「16時台」の割合

が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の利用希望 

「ある」の割合が 23.9％、「ない」の割合が

56.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用希望時間 

「９～10 時間未満」の割合が 29.4％と最も高

く、次いで「５～６時間未満」の割合が 23.5％、

「３～４時間未満」、「７～８時間未満」の割合が

11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 71 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

2.8

16.9

29.6

33.8

4.2

12.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 71 ％

ある

ない

無回答

23.9

56.3

19.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 17 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

11.8

0.0

23.5

5.9

11.8

5.9

29.4

5.9

5.9

0 20 40 60 80 100
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希望終了時刻 

「18 時台」の割合が 35.3％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 23.5％、「16時台」の割合

が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日・祝日の利用希望 

「ある」の割合が 12.7％、「ない」の割合が

62.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用希望時間 

「３～４時間未満」、「８～９時間未満」、「９～

10 時間未満」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 17 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

5.9

5.9

5.9

17.6

23.5

35.3

5.9

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 71 ％

ある

ない

無回答

12.7

62.0

25.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 9 ％

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

22.2

0.0

0.0

11.1

11.1

22.2

22.2

11.1

0.0

0 20 40 60 80 100
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希望終了時刻 

「18 時台」が４件となっています。「17 時台」

が２件、「15時台」、「16時台」が１件となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15－２ 長期休暇（夏休み、冬休み、春休み）中に、チビッコホーム（放課後児童ク

ラブ）の利用希望がありますか。（仕事や介護などによる定期的な利用で、一時的な

利用は除きます。）あてはまる番号１つに○をつけてください。希望がある場合は、

枠内に具体的な数字を入れてください。時間は、必ず（18:00）のように 24時間制

でご記入ください。なお、利用にあたっては、一定の利用負担金が発生します。 

「利用する必要はない」の割合が 64.1％と最も

高く、次いで「ほぼ毎日利用したい」の割合が

20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「ほぼ毎日利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
す
る
必
要
は
な
い 

ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
た
い 

長
期
休
暇
中
、
１
～
２

回
は
利
用
し
た
い 

長
期
休
暇
中
、
週
に
１

～
２
回
は
利
用
し
た
い 

無
回
答 

全  体 1,428 64.1  20.4  1.9  9.5  4.1  

小学１年生 216 36.1  45.4  3.2  11.6  3.7  

小学２年生 227 47.6  31.7  2.6  12.3  5.7  

小学３年生 217 57.6  25.8  0.5  12.9  3.2  

小学４年生 248 77.0  11.7  2.0  6.0  3.2  

小学５年生 224 79.5  5.8  1.3  8.0  5.4  

小学６年生 224 87.1  3.1  0.4  5.4  4.0  

 

  

回答者数 = 9 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

11.1

11.1

22.2

44.4

0.0

11.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,428 ％

利用する必要はない

ほぼ毎日利用したい

長期休暇中、１～２回は利
用したい

長期休暇中、週に１～２回
は利用したい

無回答

64.1

20.4

1.9

9.5

4.1

0 20 40 60 80 100
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“ほぼ毎日利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 73.9％と最も高く、次いで

「７時台」の割合が 11.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ほぼ毎日利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 34.4％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 28.2％、「16時台」の割合

が 14.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“長期休暇中、１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 51.9％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 291 ％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

11.0

73.9

9.3

0.0

0.0

0.3

5.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 291 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.7

3.4

3.8

14.1

34.4

28.2

7.9

5.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 27 ％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

0.0

51.9

33.3

3.7

0.0

0.0

11.1

0 20 40 60 80 100
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“長期休暇中、１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 29.6％と最も高く、次い

で「15時台」の割合が 22.2％、「16時台」の割合

が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“長期休暇中、週に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望開始時刻 

「８時台」の割合が 51.5％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 36.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“長期休暇中、週に１～２回は利用したい”と回答した人の利用希望終了時刻 

「17 時台」の割合が 28.7％と最も高く、次い

で「15時台」、「16時台」の割合が 20.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 27 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

7.4

22.2

18.5

29.6

7.4

3.7

11.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 136 ％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

0.7

51.5

36.8

2.2

0.0

2.2

6.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 136 ％

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

5.9

5.9

20.6

20.6

28.7

11.0

0.7

6.6

0 20 40 60 80 100
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問 15－３ 問 15－２で、「３．長期休暇中、１～２回は利用したい」を選ばれた方にお

うかがいします。長期休暇中、１～２回利用したい理由は何ですか。あてはまる番

号すべてに○をつけてください。 

「長期休暇中に数回仕事が入るため」の割合が

63.0％と最も高く、次いで「普段、すませられな

い用事をまとめてすませるため」、「息抜きのため」

の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15－４ 問 15－２で、「４．長期期間中、週に１～２回は利用したい」を選ばれた方

におうかがいします。長期休暇中、週に１～２回利用したい理由は何ですか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。 

「長期期間中、週に数回仕事が入るため」の割

合が 57.4％と最も高く、次いで「普段、すませら

れない用事をまとめてすませるため」、「息抜きの

ため」の割合が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 27 ％

長期休暇中に数回仕事が入
るため

普段、すませられない用事
をまとめてすませるため

ご自身や配偶者の親、親せ
きの介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

63.0

11.1

0.0

11.1

25.9

3.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 136 ％

長期期間中、週に数回仕事
が入るため

普段、すませられない用事
をまとめてすませるため

ご自身や配偶者の親、親せ
きの介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

57.4

17.6

3.7

17.6

20.6

7.4

0 20 40 60 80 100
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（３）封筒のあて名のお子さんが病気になったときの対応や、 

不定期な一時預かりについて 

問 16 封筒のあて名のお子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。

この１年間に、封筒のあて名のお子さんが病気やけがで、小学校を休まなければな

らなかったことはありますか。 

「あった」の割合が 89.6％、「なかった」の割

合が 9.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「あった」の割

合が増加しています。一方、「なかった」の割合が

減少しています。 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

全  体 1,428 89.6  9.8  0.6  

小学１年生 216 88.9  10.2  0.9  

小学２年生 227 89.0  10.6  0.4  

小学３年生 217 87.6  12.0  0.5  

小学４年生 248 89.9  10.1  － 

小学５年生 224 91.5  8.0  0.4  

小学６年生 224 93.3  5.8  0.9  

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

全  体 1,418 89.5  9.9  0.6  

フルタイム（休業中含む） 547 89.6  10.1  0.4  

パート・アルバイト・派遣（休業

中含む） 
602 90.2  9.3  0.5  

働いていない（学生含む） 253 87.7  11.5  0.8  

 

  

％

あった

なかった

無回答

89.6

9.8

0.6

65.3

32.0

2.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 16－１ 問 16で「１．あった」を選ばれた方におうかがいします。この１年間で、

封筒のあて名のお子さんが病気で小学校を休まなければならなかった場合の対処方

法とその日数は何日くらいですか。あてはまる番号すべてに○をつけ、その日数に

ついて枠内に具体的な数字を入れてください。（半日程度についても１日としてカウ

ントしてください） 

「母親が仕事を休んだ」の割合が 68.9％と最も

高く、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、友

人・知人にみてもらった（同居している場合も含

む）」の割合が 27.2％、「働いていない父親か母親

が子どもをみた」の割合が 17.2％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「父親が仕事を

休んだ」「母親が仕事を休んだ」「仕方なく子ども

だけで留守番をさせた」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む）」の選択肢は「ご

自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」、「家事育児代行サービスを利用した」の選択肢は「民間事業

者による訪問型サービス（ベビーシッター）を利用した」となっていました。 

 

  

％

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

ご自身や配偶者の親、親せ
き、友人・知人にみても
らった（同居している場合
も含む）

働いていない父親か母親が
子どもをみた

保育所や病院に併設する病
気の子どものための保育施
設を利用した

家事育児代行サービスを利
用した

ファミリー・サポート・セ
ンターを利用した

仕方なく子どもだけで留守
番をさせた

その他

無回答

16.3

68.9

27.2

17.2

0.4

0.1

0.0

14.5

3.2

1.1

8.5

58.9

25.7

18.8

0.2

0.0

0.1

5.1

1.1

3.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,279）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,144）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学５年生で「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

ご
自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、

友
人
・
知
人
に
み
て
も
ら
っ
た
（
同

居
し
て
い
る
場
合
も
含
む
） 

働
い
て
い
な
い
父
親
か
母
親
が
子

ど
も
を
み
た 

保
育
所
や
病
院
に
併
設
す
る
病
気

の
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
施
設
を

利
用
し
た 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
た 

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で
留
守
番

を
さ
せ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,279 16.3  68.9  27.2  17.2  0.4  0.1  － 14.5  3.2  1.1  

小学１年生 192 21.4  71.4  32.3  21.4  0.5  － － 7.3  2.1  1.6  

小学２年生 202 16.8  72.8  30.2  16.3  0.5  － － 7.4  3.5  2.0  

小学３年生 190 18.4  66.3  23.2  23.2  1.1  － － 16.8  2.1  － 

小学４年生 223 18.4  68.2  25.6  17.9  － － － 12.1  4.5  0.4  

小学５年生 205 12.7  66.3  25.4  15.6  0.5  0.5  － 22.0  3.4  0.5  

小学６年生 209 10.5  68.4  23.9  10.0  － － － 21.5  4.3  2.4  

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「働いていない父親か母親が子ども

をみた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ 

ご
自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、

友
人
・
知
人
に
み
て
も
ら
っ
た
（
同

居
し
て
い
る
場
合
も
含
む
） 

働
い
て
い
な
い
父
親
か
母
親
が
子

ど
も
を
み
た 

保
育
所
や
病
院
に
併
設
す
る
病
気

の
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
施
設
を

利
用
し
た 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
た 

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で
留
守
番

を
さ
せ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,269 16.0  69.4  26.9  17.3  0.4  0.1  － 14.6  3.2  1.1  

フルタイム（休業

中含む） 
490 26.1  82.7  41.0  1.8  0.6  － － 17.6  2.4  0.6  

パート・アルバイ

ト・派遣（休業中

含む） 

543 11.8  83.1  20.1  5.9  0.4  － － 16.4  4.2  1.1  

働いていない（学

生含む） 
222 4.5  8.6  13.5  79.3  － 0.5  － 3.6  1.8  1.4  
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１．父親が仕事を休んだ 

「１～２日」の割合が 43.8％と最も高く、次い

で「３～５日」の割合が 42.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３～５日」「６

～10 日」の割合が増加しています。一方、「１～

２日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

２．母親が仕事を休んだ 

「３～５日」の割合が 37.2％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 22.4％、「６～10 日」の

割合が 18.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３～５日」「６

～10 日」「11～20 日」の割合が増加しています。

一方、「１～２日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

３．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む） 

「３～５日」の割合が 33.9％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 26.7％、「６～10 日」の

割合が 21.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「６～10 日」の

割合が増加しています。一方、「１～２日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

43.8

42.8

7.2

1.4

0.0

0.0

4.8

77.3

16.5

2.1

0.0

0.0

0.0

4.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 208）

平成30年度調査

（回答者数 = 97）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

22.4

37.2

18.3

8.2

0.6

0.3

13.1

45.5

30.6

12.0

1.6

1.0

0.1

9.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 881）

平成30年度調査

（回答者数 = 674）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

26.7

33.9

21.3

4.0

1.4

0.3

12.4

49.0

29.6

8.8

1.0

0.0

0.3

11.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 294）
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４．働いていない父親か母親が子どもをみた 

「６～10 日」の割合が 27.3％と最も高く、次

いで「３～５日」の割合が 23.6％、「11～20 日」

の割合が 15.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「６～10 日」

「11～20日」の割合が増加しています。一方、「１

～２日」「３～５日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

５．保育所や病院に併設する病気の子どものための保育施設を利用した 

「１～２日」、「３～５日」が１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．家事育児代行サービスを利用した 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

9.5

23.6

27.3

15.9

1.4

1.4

20.9

29.8

36.3

15.3

2.8

0.0

0.0

15.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 220）

平成30年度調査

（回答者数 = 215）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

20.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

60.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 5）

平成30年度調査

（回答者数 = 2）
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８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

「１～２日」の割合が 48.1％と最も高く、次い

で「３～５日」の割合が 31.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３～５日」「６

～10 日」の割合が増加しています。一方、「１～

２日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

９．その他 

「３～５日」の割合が 34.1％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 24.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３～５日」「11

～20 日」の割合が増加しています。一方、「１～

２日」「６～10日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 16－２ 問 16－１で「１．」「２．」を選ばれた、子どもの病気のため仕事を休んだ方

におうかがいします。そのときに「できれば病気の子どものための保育施設などを

利用したい」と思われましたか。あてはまる番号１つに○をつけ、希望がある方は

枠内に具体的な数字を入れてください。なお、病気の子どものための保育施設など

の利用には、一定の利用料がかかり、また、利用前にかかりつけ医の診察を受け、

その診断書を施設に提出するなどの手続きが必要な場合があります。 

「できれば病気の子どものための保育施設な

どを利用したい」の割合が 13.8％、「利用したい

と思わない」の割合が 85.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用したいと

思わない」の割合が増加しています。 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

48.1

31.4

9.7

1.6

0.0

1.1

8.1

67.2

17.2

3.4

1.7

0.0

0.0

10.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 185）

平成30年度調査

（回答者数 = 58）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

24.4

34.1

2.4

9.8

0.0

0.0

29.3

38.5

23.1

23.1

0.0

0.0

0.0

15.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 41）

平成30年度調査

（回答者数 = 13）

％

できれば病気の子どものた
めの保育施設などを利用し
たい

利用したいと思わない

無回答

13.8

85.4

0.9

15.6

74.9

9.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 908）

平成30年度調査

（回答者数 = 698）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
れ
ば
病
気
の
子

ど
も
の
た
め
の
保
育

施
設
な
ど
を
利
用
し

た
い 

利
用
し
た
い
と
思
わ

な
い 

無
回
答 

全  体 908 13.8  85.4  0.9  

小学１年生 144 15.3  82.6  2.1  

小学２年生 149 16.8  81.9  1.3  

小学３年生 132 15.9  82.6  1.5  

小学４年生 157 10.2  89.8  － 

小学５年生 142 14.1  85.2  0.7  

小学６年生 144 10.4  89.6  － 

 

 

 

病児・病後児保育施設の利用希望日数 

「３～５日」の割合が 40.8％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 19.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～２日」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

19.2

40.8

9.6

0.8

0.0

0.0

29.6

30.3

39.4

10.1

1.8

0.0

0.0

18.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 125）

平成30年度調査

（回答者数 = 109）
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問 17 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを家

族以外の誰かに一時的に預けたことはありましたか。（子どもが病気のときの保育施

設などの利用は除きます。）あてはまる答えの番号すべてに○をつけ、１年間のおお

よその利用日数について枠内に具体的な数字を入れてください。 

「預けるようなことはなかった」の割合が

52.7％と最も高く、次いで「ご自身や配偶者の親、

親せき、友人・知人にみてもらった」の割合が

45.1％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「預けるような

ことはなかった」の割合が増加しています。一方、

「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみ

てもらった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」の選択肢は「祖父母、親せき、友人・知

人にみてもらった」、「夜間看護事業：トワイライトステイ」の選択肢は「トワイライトステイを利用した」、「家事育児代

行サービスを利用した」の選択肢は「ベビーシッターを利用した」となっていました。 

 

 

 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

「３～５日」の割合が 28.0％と最も高く、次い

で「１～２日」の割合が 18.2％、「６～10 日」の

割合が 16.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

％

ご自身や配偶者の親、親せ
き、友人・知人にみても
らった

ファミリー・サポート・セ
ンターを利用した

夜間看護事業：トワイライ
トステイ

家事育児代行サービスを利
用した

その他

預けるようなことはなかっ
た

無回答

45.1

0.2

0.0

0.1

0.7

52.7

1.6

51.2

0.3

0.1

0.0

0.9

43.7

4.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

18.2

28.0

16.3

7.5

3.7

4.5

21.9

20.1

24.0

16.8

8.7

3.5

7.5

19.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 644）

平成30年度調査

（回答者数 = 897）
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２．ファミリー・サポート・センターを利用した 

「１～２日」、「31日以上」が１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．夜間看護事業：トワイライトステイ 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

４．家事育児代行サービスを利用した 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

５．その他 

「３～５日」の割合が 30.0％と最も高く、次い

で「31日以上」の割合が 20.0％、「６～10 日」の

割合が 10.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「３～５日」の

割合が増加しています。一方、「１～２日」「６～

10 日」「11～20日」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

33.3

33.3

16.7

33.3

0.0

0.0

0.0

16.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 3）

平成30年度調査

（回答者数 = 6）

％

１～２日

３～５日

６～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

0.0

30.0

10.0

0.0

0.0

20.0

40.0

13.3

0.0

20.0

6.7

0.0

20.0

40.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 10）

平成30年度調査

（回答者数 = 15）
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問 18 封筒のあて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄

弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何泊くら

い家族以外に預ける必要があると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保

護する事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、

必要な泊数をご記入ください。（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳泊数を枠内

に具体的な数字を入れてください。）なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料

がかかります。 

「利用したい」の割合が 6.1％、「利用する必要

はない」の割合が 92.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

対処方法 

「保護者や家族の病気」の割合が 51.7％と最も

高く、次いで「保護者や家族の育児疲れ・不安」

の割合が 41.4％、「冠婚葬祭」の割合が 28.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい泊数の合計 

「１～２泊」の割合が 27.6％と最も高く、次い

で「３～５泊」の割合が 14.9％、「６～10 泊」の

割合が 12.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,428 ％

利用したい

利用する必要はない

無回答

6.1

92.4

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 87 ％

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・
不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

28.7

41.4

51.7

6.9

17.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 87 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

27.6

14.9

12.6

4.6

4.6

0.0

35.6

0 20 40 60 80 100
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ア．冠婚葬祭 

「１～２泊」の割合が 72.0％と最も高く、次い

で「３～５泊」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 

「１～２泊」の割合が 61.1％と最も高く、次い

で「３～５泊」の割合が 19.4％、「11～20 泊」の

割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 25 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

72.0

16.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 36 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

61.1

19.4

2.8

11.1

0.0

0.0

5.6

0 20 40 60 80 100
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ウ．保護者や家族の病気 

「３～５泊」の割合が 31.1％と最も高く、次い

で「１～２泊」の割合が 28.9％、「６～10 泊」の

割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．その他 

「１～２泊」が２件となっています。「３～５

泊」、「６～10 泊」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 45 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

28.9

31.1

20.0

2.2

0.0

0.0

17.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 6 ％

１～２泊

３～５泊

６～10泊

11～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

33.3

16.7

16.7

0.0

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100
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（４）仕事と子育ての両立について 

問 19 １日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。１週間の平均的な

時間をお答えください。また、その時間は十分だと思いますか。枠内の選択肢の中

から選び、その番号１つを記入してください。 

（１）母親 

子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間 

「６～12 時間未満」の割合が 35.5％と最も高

く、次いで「３～６時間未満」の割合が 32.9％、

「12 時間以上」の割合が 22.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

十分だと思うか 

「十分だと思う」の割合が 31.9％と最も高く、

次いで「まあまあ十分だと思う」の割合が 30.5％、

「あまり十分だと思わない」の割合が 17.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

（２）父親 

子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間 

「３～６時間未満」の割合が 41.4％と最も高

く、次いで「１～３時間未満」の割合が 26.1％、

「６～12 時間未満」の割合が 12.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,418 ％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

0.1

3.7

32.9

35.5

22.5

5.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,418 ％

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

無回答

31.9

30.5

17.8

10.6

4.3

4.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,272 ％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

2.0

26.1

41.4

12.7

8.7

9.0

0 20 40 60 80 100
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十分だと思うか 

「まあまあ十分だと思う」の割合が 26.8％と最

も高く、次いで「あまり十分だと思わない」の割

合が 24.6％、「不十分だと思う」の割合が 20.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

問 20 １日当たりの家事を何時間くらいしますか。１週間の平均的な時間を記入してく

ださい。 

（１）母親 

「３～６時間未満」の割合が 51.7％と最も高

く、次いで「１～３時間未満」の割合が 21.4％、

「６～12 時間未満」の割合が 17.0％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～３時間未

満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、フルタイム（休業中含む）で「１～３時間未満」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
時
間
未
満 

１
～
３
時
間
未
満 

３
～
６
時
間
未
満 

６
～
12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

全  体 1,418 0.1  21.4  51.7  17.0  5.5  4.2  

フルタイム（休業中含む） 547 0.4  36.0  47.3  9.9  3.5  2.9  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
602 － 14.6  56.0  19.6  5.1  4.7  

働いていない（学生含む） 253 － 5.9  51.8  26.5  10.7  5.1  

 

  

回答者数 = 1,272 ％

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

無回答

14.2

26.8

24.6

20.3

5.7

8.4

0 20 40 60 80 100

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

0.1

21.4

51.7

17.0

5.5

4.2

0.1

14.8

56.3

16.9

6.7

5.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,418）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,736）
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（２）父親 

「１～３時間未満」の割合が 50.6％と最も高

く、次いで「１時間未満」の割合が 26.1％となっ

ています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１～３時間未

満」の割合が増加しています。一方、「１時間未

満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

【父親の就労状況別】 

父親の就労状況別にみると、働いていない（学生含む）で「１時間未満」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
時
間
未
満 

１
～
３
時
間
未
満 

３
～
６
時
間
未
満 

６
～
12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

全  体 1,272 26.1  50.6  6.1  1.3  0.7  15.1  

フルタイム（休業中含む） 458 20.1  56.3  9.4  1.7  0.9  11.6  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
554 29.1  47.5  4.7  1.3  0.5  17.0  

働いていない（学生含む） 235 32.8  46.8  3.0  0.9  0.9  15.7  

 

  

％

１時間未満

１～３時間未満

３～６時間未満

６～12時間未満

12時間以上

無回答

26.1

50.6

6.1

1.3

0.7

15.1

42.3

42.0

3.9

1.6

0.4

9.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,272）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,558）
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問 21 仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「子どもや自分が病気やけがをしたときに代

わりに子どもをみてくれる人がいないこと」の割

合が 48.0％と最も高く、次いで「子どもと接する

時間が少ないこと」の割合が 38.0％、「残業や出

張が入ること」の割合が 33.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子どもや自分

が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみ

てくれる人がいないこと」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「ご自身や配偶者の親などの理解が得られないこと」の選択肢は「自身や配偶者の親などの理解が得ら

れないこと」、「職場に子育てを支援する制度がないこと（子どもの看護休暇、短時間勤務など）」の選択肢は「職場に

子育てを支援する制度がないこと（子どもの看護休暇、短時間勤務など）」、「子どものほかにご自身や配偶者の親など

の介護をしなければならないこと」の選択肢は「子どもの他に自身や配偶者の親等の介護をしなければならないこと」、

「子どもを預かってくれるチビッコホーム（放課後児童クラブ）などがみつからないこと」の選択肢は「子どもを預か

ってくれる保育所などがみつからないこと」となっていました。 

  

％

残業や出張が入ること

子どもや自分が病気やけが
をしたときに代わりに子ど
もをみてくれる人がいない
こと

配偶者の協力が得られない
こと

ご自身や配偶者の親などの
理解が得られないこと

職場に子育てを支援する制
度がないこと（子どもの看
護休暇、短時間勤務など）

職場の理解や協力が得られ
ないこと

子どものほかにご自身や配
偶者の親などの介護をしな
ければならないこと

子どもを預かってくれるチ
ビッコホーム（放課後児童
クラブ）などがみつからな
いこと

子どもと接する時間が少な
いこと

その他

無回答

33.5

48.0

23.5

4.3

18.0

14.7

5.4

4.9

38.0

9.0

6.2

31.4

41.2

20.1

3.7

17.5

12.6

6.7

4.1

35.8

7.1

14.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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（５）市への要望について 

問 22 市に対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支援サービスを充

実してほしいですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」

の割合が 59.3％と最も高く、次いで「小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制

を整備する」の割合が 46.6％、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」の

割合が 41.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」

「親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する」「子どもの安全を確保す

る対策を充実する」の割合が減少しています。 
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※前回調査では、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」の選択肢は「親子が安心して集まれる公

園や遊び場などの屋外の施設を整備する」、「子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペー

スづくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む」の選択肢は「子連れでも安心して出かけ

られるように子育てのバリアフリー化」、「保育所やチビッコホーム（放課後児童クラブ）など子どもを預ける施設を増

やす」の選択肢は「保育所や放課後児童クラブなど子どもを預ける施設を増やす」、「幼稚園における早朝、夕方の預か

り保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する」の選択肢は「幼稚園の預かり保育の延長や夏休みなどの預か

り保育を充実する」、「専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行

う」の選択肢は「ＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う」、「小児救急など安心して子どもが医療機

関を利用できる体制を整備する」の選択肢は「小児救急等安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」、

「育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」の選択肢は「育児休業給

付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充」となっていました。 

※前回調査では、「家事支援などのヘルパー派遣を充実する」「子どもが家庭や家族の大切さを学ぶことができる場を充実

する」「子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図

る」「児童虐待やいじめなどに対する対策を充実する」の選択肢はありませんでした。  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

親子が安心して集まれる公園などの
屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所や幼
稚園の運動場の開放を増やす

親子が安心して集まれるつどいの広
場などの屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよ
う、オムツ替えや授乳のためのス
ペースづくりや、歩道の段差解消な
どの「子育てのバリアフリー化」に
取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充
実する

子育て支援に関する情報提供を充実
する

家事支援などのヘルパー派遣を充実
する

子どもが家庭や家族の大切さを学ぶ
ことができる場を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育て
の知識や技能の取得に役立つ親子教
室の開催回数の増加と内容の充実を
図る

子育てサークル活動への支援を充実
する

保育所やチビッコホーム（放課後児
童クラブ）など子どもを預ける施設
を増やす

41.8

18.1

27.7

21.1

18.5

21.6

15.1

14.0

8.8

5.5

28.2

47.9

14.6

35.3

21.3

16.3

20.5

－

－

－

5.0

26.5

0 20 40 60 80 100
％

幼稚園における早朝、夕方の預かり
保育の延長や夏休みなどの預かり保
育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用でき
るＮＰＯなどによる子育て支援サー
ビスに対する支援を行う

小児救急など安心して子どもが医療
機関を利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実
する

児童虐待やいじめなどに対する対策
を充実する

子育ての講座など子育てについて学
べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当の拡充、扶
養控除の維持などの子育て世帯への
経済的援助の拡充

公営住宅の優先入居など住宅面での
配慮や支援に取り組む

その他

特になし

無回答

23.2

12.2

46.6

40.2

41.5

6.1

59.3

10.2

7.8

4.6

1.2

20.0

11.6

42.9

46.9

－

7.9

57.4

9.4

2.7

4.5

2.2

0 20 40 60 80 100
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（６）封筒のあて名のお子さんの生活習慣について 

問 23 お子さんの生活習慣について、それぞれあてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

（１）朝ごはんを食べますか。 

「毎日食べる」の割合が 88.3％と最も高くなっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

（２）１日１回は家族と一緒に食事をしますか。 

「する」の割合が 97.3％、「しない」の割合が

1.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

（３）平日のテレビ・ビデオ（ゲームも含む）の１日あたり平均視聴時間は何時間ですか。 

「２時間以上」の割合が 48.1％と最も高く、次

いで「２時間以内」の割合が 26.8％、「１時間 30

分以内」の割合が 11.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「２時間以上」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

％

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い

ほとんど食べない

無回答

88.3

7.4

2.9

0.8

0.6

88.9

5.8

2.7

0.9

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

する

しない

無回答

97.3

1.7

1.1

96.4

1.6

2.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）

％

30分以内

１時間以内

１時間30分以内

２時間以内

２時間以上

無回答

2.9

10.1

11.5

26.8

48.1

0.7

3.7

13.6

10.9

27.3

40.9

2.3

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学６年生で「２時間以上」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

30
分
以
内 

１
時
間
以
内 

１
時
間
30
分
以
内 

２
時
間
以
内 

２
時
間
以
上 

無
回
答 

全  体 1,428 2.9  10.1  11.5  26.8  48.1  0.7  

小学１年生 216 1.9  10.2  14.8  29.6  43.5  － 

小学２年生 227 1.8  10.6  10.1  28.6  48.0  0.9  

小学３年生 217 3.7  10.1  12.0  29.5  44.7  － 

小学４年生 248 3.2  12.1  10.9  26.6  45.6  1.6  

小学５年生 224 4.0  8.5  11.2  23.7  52.2  0.4  

小学６年生 224 2.7  9.8  9.8  22.8  54.0  0.9  

 

 

（４）就寝時刻は何時ですか。 

「21時半～22時」の割合が 31.6％と最も高く、

次いで「22 時～23 時」の割合が 28.2％、「21 時

～21 時半」の割合が 24.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学６年生で「22 時～23 時」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

20
時
半
よ
り
前 

20
時
半
～
21
時 

21
時
～
21
時
半 

21
時
半
～
22
時 

22
時
～
23
時 

23
時
以
降 

無
回
答 

全  体 1,428 1.2  8.5  24.5  31.6  28.2  4.8  1.3  

小学１年生 216 2.3  17.6  31.9  28.2  17.6  0.5  1.9  

小学２年生 227 1.8  14.1  31.7  27.8  22.5  0.9  1.3  

小学３年生 217 2.3  6.9  28.1  35.9  23.5  2.3  0.9  

小学４年生 248 0.4  7.7  20.6  34.7  31.0  4.4  1.2  

小学５年生 224 0.9  4.0  18.3  33.5  33.5  8.5  1.3  

小学６年生 224 － 0.9  15.6  29.9  42.0  11.2  0.4  

  

％

20時半より前

20時半～21時

21時～21時半

21時半～22時

22時～23時

23時以降

無回答

1.2

8.5

24.5

31.6

28.2

4.8

1.3

1.3

7.9

28.8

30.1

25.6

4.3

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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（７）封筒のあて名のお子さんの普段の過ごし方について 

問 24－１ 平日の放課後および休日のお子さんの普段の過ごし方で１番多いものについ

て、時間帯ごとに、枠内の選択肢の中からあてはまる番号１つを選んで記入してく

ださい。 

１．平日 14～16時 

「授業などで学校にいる」の割合が 63.5％と最

も高く、次いで「チビッコホーム（放課後児童ク

ラブ）で過ごす」の割合が 12.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「授業などで学

校にいる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）

で過ごす」、「児童館など公共の施設にいる」の選択肢は「公民館や図書館など公共の施設にいる」、「地域活動に参加す

る（子ども会活動、スポーツ活動）」の選択肢は「スポーツクラブの活動や子ども会などの地域活動に参加する」、「家

で、ひとりで勉強などをする」の選択肢は「家で、ひとりで勉強などをして過ごす」となっていました。 

※前回調査では、「家事育児代行サービスなどを利用する」の選択肢はありませんでした。 

  

％

授業などで学校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

63.5

12.2

0.2

7.6

0.1

7.4

0.0

0.0

1.7

2.1

1.7

3.6

70.5

9.1

0.1

4.1

－

6.2

0.0

0.1

1.1

1.4

0.3

5.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学５年生で「授業などで学校にいる」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
な
ど
で
学
校
に
い
る 

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
で
過
ご
す 

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加

す
る 

保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
な
ど
の

家
族
と
過
ご
す 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
す
る 

家
や
公
園
な
ど
で
友
だ
ち
と

過
ご
す 

児
童
館
な
ど
公
共
の
施
設
に

い
る 

地
域
活
動
に
参
加
す
る
（
子
ど

も
会
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
） 

学
習
塾
や
習
い
事
へ
行
く 

家
で
、
ひ
と
り
で
勉
強
な
ど
を

す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 63.5  12.2  0.2  7.6  0.1  7.4  － － 1.7  2.1  1.7  3.6  

小学１年生 216 22.7  33.3  0.5  18.1  － 12.0  － － 2.3  3.7  4.2  3.2  

小学２年生 227 41.0  21.6  0.4  11.9  － 11.9  － － 3.5  1.8  1.8  6.2  

小学３年生 217 69.1  12.0  0.5  6.5  － 6.9  － － 2.3  1.4  1.4  － 

小学４年生 248 76.2  6.0  － 4.0  － 4.8  － － 0.8  3.6  1.2  3.2  

小学５年生 224 86.2  － － 2.2  0.4  4.0  － － 0.4  0.9  1.8  4.0  

小学６年生 224 85.3  0.9  － 2.7  － 4.5  － － 0.9  1.3  － 4.5  
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２．平日 16～18時 

「家や公園などで友だちと過ごす」の割合が

30.6％と最も高く、次いで「保護者や兄弟姉妹な

どの家族と過ごす」の割合が 22.5％、「学習塾や

習い事へ行く」の割合が 20.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）

で過ごす」、「児童館など公共の施設にいる」の選択肢は「公民館や図書館など公共の施設にいる」、「地域活動に参加す

る（子ども会活動、スポーツ活動）」の選択肢は「スポーツクラブの活動や子ども会などの地域活動に参加する」、「家

で、ひとりで勉強などをする」の選択肢は「家で、ひとりで勉強などをして過ごす」となっていました。 

※前回調査では、「家事育児代行サービスなどを利用する」の選択肢はありませんでした。 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
な
ど
で
学
校
に
い
る 

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
で
過
ご
す 

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加

す
る 

保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
な
ど
の

家
族
と
過
ご
す 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
す
る 

家
や
公
園
な
ど
で
友
だ
ち
と

過
ご
す 

児
童
館
な
ど
公
共
の
施
設
に

い
る 

地
域
活
動
に
参
加
す
る
（
子
ど

も
会
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
） 

学
習
塾
や
習
い
事
へ
行
く 

家
で
、
ひ
と
り
で
勉
強
な
ど
を

す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 0.3  9.6  0.1  22.5  0.1  30.6  0.1  0.3  20.5  7.8  3.5  4.6  

小学１年生 216 0.5  22.7  － 39.8  － 10.6  － 0.5  13.9  3.7  3.7  4.6  

小学２年生 227 0.4  15.9  － 26.4  0.4  26.0  － － 18.9  2.6  3.5  5.7  

小学３年生 217 － 15.7  0.9  20.3  － 26.3  － 0.5  27.2  3.7  3.7  1.8  

小学４年生 248 － 4.0  － 17.7  － 35.9  － － 26.6  9.7  1.6  4.4  

小学５年生 224 － 0.9  － 14.3  － 37.9  － 0.9  23.2  12.1  5.8  4.9  

小学６年生 224 0.9  0.9  － 16.5  － 45.5  － － 13.4  15.2  2.7  4.9  

  

％

授業などで学校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.3

9.6

0.1

22.5

0.1

30.6

0.1

0.3

20.5

7.8

3.5

4.6

0.7

9.8

0.2

20.4

－

30.5

0.1

1.0

24.1

6.2

1.0

4.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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３．平日 18～20時 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 71.4％と最も高く、次いで「学習塾や習い事

へ行く」の割合が 15.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）

で過ごす」、「児童館など公共の施設にいる」の選択肢は「公民館や図書館など公共の施設にいる」、「地域活動に参加す

る（子ども会活動、スポーツ活動）」の選択肢は「スポーツクラブの活動や子ども会などの地域活動に参加する」、「家

で、ひとりで勉強などをする」の選択肢は「家で、ひとりで勉強などをして過ごす」となっていました。 

※前回調査では、「家事育児代行サービスなどを利用する」の選択肢はありませんでした。 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
な
ど
で
学
校
に
い
る 

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
で
過
ご
す 

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加

す
る 

保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
な
ど
の

家
族
と
過
ご
す 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
す
る 

家
や
公
園
な
ど
で
友
だ
ち
と

過
ご
す 

児
童
館
な
ど
公
共
の
施
設
に

い
る 

地
域
活
動
に
参
加
す
る
（
子
ど

も
会
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
） 

学
習
塾
や
習
い
事
へ
行
く 

家
で
、
ひ
と
り
で
勉
強
な
ど
を

す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 － 0.3  － 71.4  0.1  1.4  － 0.4  15.4  4.3  2.7  4.0  

小学１年生 216 － 0.5  － 86.1  － 0.5  － － 4.6  0.9  3.7  3.7  

小学２年生 227 － 0.4  － 80.2  － 1.3  － 0.4  8.8  3.1  1.8  4.0  

小学３年生 217 － 0.5  － 80.2  0.5  0.9  － － 9.7  5.5  2.3  0.5  

小学４年生 248 － － － 65.3  － 2.0  － 0.8  19.0  6.0  3.6  3.2  

小学５年生 224 － 0.4  － 60.7  － 2.2  － 0.9  24.1  3.1  4.5  4.0  

小学６年生 224 － － － 55.4  － 0.9  － － 29.9  5.8  1.3  6.7  

  

％

授業などで学校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.0

0.3

0.0

71.4

0.1

1.4

0.0

0.4

15.4

4.3

2.7

4.0

0.0

0.2

0.1

71.7

－

2.0

0.0

1.4

12.8

4.2

0.6

6.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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４．平日 20時以降 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 82.2％と最も高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）

で過ごす」、「児童館など公共の施設にいる」の選択肢は「公民館や図書館など公共の施設にいる」、「地域活動に参加す

る（子ども会活動、スポーツ活動）」の選択肢は「スポーツクラブの活動や子ども会などの地域活動に参加する」、「家

で、ひとりで勉強などをする」の選択肢は「家で、ひとりで勉強などをして過ごす」となっていました。 

※前回調査では、「家事育児代行サービスなどを利用する」の選択肢はありませんでした。 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
な
ど
で
学
校
に
い
る 

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
で
過
ご
す 

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加

す
る 

保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
な
ど
の

家
族
と
過
ご
す 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
す
る 

家
や
公
園
な
ど
で
友
だ
ち
と

過
ご
す 

児
童
館
な
ど
公
共
の
施
設
に

い
る 

地
域
活
動
に
参
加
す
る
（
子
ど

も
会
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
） 

学
習
塾
や
習
い
事
へ
行
く 

家
で
、
ひ
と
り
で
勉
強
な
ど
を

す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 0.1  － 0.3  82.2  0.1  1.5  － 0.1  3.5  4.5  4.0  3.8  

小学１年生 216 － － － 89.4  － 0.5  － － 0.9  1.9  4.2  3.2  

小学２年生 227 － － － 88.1  － 2.2  － － 0.9  2.6  2.6  3.5  

小学３年生 217 － － 0.9  88.9  － 0.9  － － 1.4  3.7  3.7  0.5  

小学４年生 248 0.4  － － 80.2  － 2.4  － － 4.0  3.6  6.0  3.2  

小学５年生 224 － － 0.9  75.0  0.4  0.9  － 0.4  5.8  6.7  5.4  4.5  

小学６年生 224 0.4  － － 71.9  － 1.3  － － 8.9  8.0  2.7  6.7  

  

％

授業などで学校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.1

0.0

0.3

82.2

0.1

1.5

0.0

0.1

3.5

4.5

4.0

3.8

0.0

0.0

0.1

83.3

－

2.3

0.0

0.1

2.5

2.9

1.0

7.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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５．休日 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 65.5％と最も高く、次いで「学習塾や習い事

へ行く」の割合が 10.4％、「家や公園などで友だ

ちと過ごす」の割合が 10.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「学習塾や習い

事へ行く」の割合が増加しています。一方、「保護

者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）

で過ごす」、「児童館など公共の施設にいる」の選択肢は「公民館や図書館など公共の施設にいる」、「地域活動に参加す

る（子ども会活動、スポーツ活動）」の選択肢は「スポーツクラブの活動や子ども会などの地域活動に参加する」、「家

で、ひとりで勉強などをする」の選択肢は「家で、ひとりで勉強などをして過ごす」となっていました。 

※前回調査では、「家事育児代行サービスなどを利用する」の選択肢はありませんでした。 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
な
ど
で
学
校
に
い
る 

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
で
過
ご
す 

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加
す

る 保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
家

族
と
過
ご
す 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
利
用
す
る 

家
や
公
園
な
ど
で
友
だ
ち
と
過

ご
す 

児
童
館
な
ど
公
共
の
施
設
に
い

る 地
域
活
動
に
参
加
す
る
（
子
ど

も
会
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
） 

学
習
塾
や
習
い
事
へ
行
く 

家
で
、
ひ
と
り
で
勉
強
な
ど
を

す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 0.1  0.1  0.1  65.5  0.1  10.2  － 3.1  10.4  0.9  3.2  6.4  

小学１年生 216 － － － 79.2  － 3.7  － 0.5  6.9  － 2.8  6.9  

小学２年生 227 － － － 70.9  0.4  4.8  － 3.5  11.5  0.4  4.4  4.0  

小学３年生 217 － 0.5  0.5  72.8  － 9.2  － 2.3  9.7  0.5  2.3  2.3  

小学４年生 248 － － － 63.7  － 11.7  － 2.8  13.3  1.2  2.4  4.8  

小学５年生 224 － － － 53.6  0.4  13.4  － 5.8  11.6  1.8  4.9  8.5  

小学６年生 224 0.4  － － 54.0  － 16.5  － 3.6  10.3  1.8  2.7  10.7  

  

％

授業などで学校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.1

0.1

0.1

65.5

0.1

10.2

0.0

3.1

10.4

0.9

3.2

6.4

0.0

0.1

0.2

71.6

－

10.0

0.1

3.6

4.3

1.3

0.7

7.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 24－２ 長期休暇（夏休み、冬休み、春休み）中のお子さんの過ごし方で１番多いも

のについて、時間帯ごとに、枠内の選択肢の中からあてはまる番号１つを選んで記

入してください。 

１．９～12時 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 48.2％と最も高く、次いで「家で、ひとりで

勉強などをする」の割合が 16.7％、「チビッコホ

ーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の割合が

16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．12～15時 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 37.0％と最も高く、次いで「家や公園などで

友だちと過ごす」の割合が 23.4％、「チビッコホ

ーム（放課後児童クラブ）で過ごす」の割合が

15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,428 ％

特別授業（補講）などで学
校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.5

16.3

0.6

48.2

0.0

3.6

0.2

0.5

4.1

16.7

5.5

3.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,428 ％

特別授業（補講）などで学
校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.3

15.8

0.6

37.0

0.1

23.4

0.1

0.3

4.6

8.1

5.4

4.4

0 20 40 60 80 100
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３．15～18時 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 35.1％と最も高く、次いで「家や公園などで

友だちと過ごす」の割合が 21.3％、「学習塾や習

い事へ行く」の割合が 18.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．18～20時 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 78.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,428 ％

特別授業（補講）などで学
校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.1

10.8

0.2

35.1

0.0

21.3

0.0

0.5

18.4

5.1

4.2

4.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,428 ％

特別授業（補講）などで学
校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.1

0.1

0.1

78.0

0.0

1.1

0.0

0.4

9.9

3.6

2.5

4.1

0 20 40 60 80 100
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５．20時以降 

「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」の割

合が 85.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,428 ％

特別授業（補講）などで学
校にいる

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）で過ごす

放課後子ども教室に参加す
る

保護者や兄弟姉妹などの家
族と過ごす

家事育児代行サービスなど
を利用する

家や公園などで友だちと過
ごす

児童館など公共の施設にい
る

地域活動に参加する（子ど
も会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強などを
する

その他

無回答

0.0

0.0

0.4

85.6

0.1

1.2

0.2

0.0

1.6

3.6

3.5

3.9

0 20 40 60 80 100
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（８）封筒のあて名のお子さんの地域での自然体験などへの参加などに 

ついて 

問 25 お住まいの地域が、自然に囲まれている、文化施設が充実しているなど、子ども

にとって自然、社会、文化などの体験をしやすい環境であると考えますか。あては

まる番号１つに○をつけてください。 

「体験をしやすいとは思わない」の割合が

38.3％と最も高く、次いで「どちらでもない」の

割合が 25.0％、「わからない」の割合が 20.0％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「体験をしやす

いとは思わない」の割合が増加しています。一方、

「体験をしやすいと思う」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

【地域別】 

地域別にみると、岸和田北部地域で「体験をしやすいとは思わない」の割合が高くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

体
験
を
し
や
す
い
と

思
う 

体
験
を
し
や
す
い
と

は
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1,428 16.0  38.3  25.0  20.0  0.6  

都市中核地域 330 10.0  45.2  22.1  22.4  0.3  

岸和田北部地域 197 9.1  47.7  25.9  16.8  0.5  

葛城の谷地域 205 25.4  32.7  24.9  16.1  1.0  

岸和田中部地域 220 21.8  34.5  25.5  17.7  0.5  

久米田地域 203 13.3  31.5  29.6  25.1  0.5  

牛滝の谷地域 174 20.1  35.6  24.1  19.5  0.6  

 

  

％

体験をしやすいと思う

体験をしやすいとは思わな
い

どちらでもない

わからない

無回答

16.0

38.3

25.0

20.0

0.6

22.1

27.3

27.2

20.3

3.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 26 参加したことがある地域での自然体験、社会参加、文化活動はどれですか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。 

「地域の活動（地域のお祭りや運動会など）」

の割合が 48.0％と最も高く、次いで「参加したこ

とがない」の割合が 34.7％、「スポーツ活動」の

割合が 21.2％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「参加したことがない」

の割合が増加しています。一方、「スポーツ活動」「文

化芸術活動」「野外活動（キャンプなど）」「社会福祉活

動（高齢者訪問など）」「青少年団体活動（こども会活

動など）」「地域の活動（地域のお祭りや運動会など）」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学５年生で「スポーツ活動」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

文
化
芸
術
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

体
験
学
習
活
動
（
も
の
づ
く

り
体
験
な
ど
） 

野
外
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
な
ど
） 

社
会
福
祉
活
動
（
高
齢
者
訪

問
な
ど
） 

国
際
交
流
活
動
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
） 

青
少
年
団
体
活
動
（
こ
ど
も

会
活
動
な
ど
） 

環
境
分
野
で
の
社
会
貢
献
活

動
（
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
） 

環
境
教
育
活
動
（
自
然
観
察

な
ど
） 

地
域
の
活
動
（
地
域
の
お
祭

り
や
運
動
会
な
ど
） 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全  体 1,428 21.2  6.5  3.3  17.2  8.2  1.7  0.6  20.9  1.1  4.8  48.0  0.9  34.7  1.5  

小学１年生 216 17.1  5.6  1.4  17.6  5.6  1.4  0.5  17.6  0.9  6.0  46.8  0.5  38.0  1.4  

小学２年生 227 21.1  6.6  3.1  14.5  5.3  0.9  0.4  19.8  0.4  1.8  46.3  0.9  35.7  1.3  

小学３年生 217 21.7  6.5  3.2  17.5  6.5  2.3  1.4  18.9  0.9  5.5  48.8  0.5  34.6  1.8  

小学４年生 248 22.2  5.2  3.6  13.3  9.7  1.6  － 21.8  1.2  4.8  45.6  0.8  38.3  0.4  

小学５年生 224 26.8  8.5  3.6  18.3  8.5  1.8  0.4  23.2  2.2  5.8  50.4  2.7  32.1  1.3  

小学６年生 224 22.3  5.8  5.4  20.5  12.5  2.2  － 26.3  0.9  4.0  49.6  － 30.8  1.8  

 

  

％

スポーツ活動

文化芸術活動

ボランティア活動

体験学習活動（ものづくり
体験など）

野外活動（キャンプなど）

社会福祉活動（高齢者訪問
など）

国際交流活動（ホームステ
イなど）

青少年団体活動（こども会
活動など）

環境分野での社会貢献活動
（リサイクル活動など）

環境教育活動（自然観察な
ど）

地域の活動（地域のお祭り
や運動会など）

その他

参加したことがない

無回答

21.2

6.5

3.3

17.2

8.2

1.7

0.6

20.9

1.1

4.8

48.0

0.9

34.7

1.5

30.5

12.3

6.4

22.0

13.4

8.3

0.9

32.6

3.8

6.8

60.4

0.6

22.1

5.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 26－１ 問 26で「13．参加したことがない」を選ばれた方におうかがいします。お

子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

「活動に関する情報がなく参加しにくい」の割

合が 34.7％と最も高く、次いで「知り合いなどが

おらず参加しにくい」の割合が 34.5％、「活動の

内容に興味や関心がない」の割合が 33.5％となっ

ています。 

平成 30年度調査と比較すると、「知り合いなど

がおらず参加しにくい」「初めての者が参加しに

くい雰囲気がある」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「活動に関する情報がなく参加しにくい」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

活
動
に
関
す
る
情
報

が
な
く
参
加
し
に
く

い 知
り
合
い
な
ど
が
お

ら
ず
参
加
し
に
く
い 

初
め
て
の
者
が
参
加

し
に
く
い
雰
囲
気
が

あ
る 

参
加
の
時
間
帯
が
合

わ
な
い 

費
用
が
か
か
る 

活
動
の
内
容
に
興
味

や
関
心
が
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 495 34.7  34.5  19.4  27.1  19.6  33.5  5.5  2.0  

小学１年生 82 48.8  36.6  22.0  19.5  25.6  22.0  7.3  1.2  

小学２年生 81 27.2  33.3  18.5  29.6  22.2  28.4  7.4  4.9  

小学３年生 75 25.3  36.0  22.7  28.0  20.0  36.0  4.0  1.3  

小学４年生 95 35.8  37.9  21.1  28.4  16.8  36.8  5.3  1.1  

小学５年生 72 34.7  18.1  13.9  26.4  18.1  44.4  4.2  2.8  

小学６年生 69 40.6  44.9  18.8  34.8  14.5  33.3  4.3  1.4  

 

  

％

活動に関する情報がなく参
加しにくい

知り合いなどがおらず参加
しにくい

初めての者が参加しにくい
雰囲気がある

参加の時間帯が合わない

費用がかかる

活動の内容に興味や関心が
ない

その他

無回答

34.7

34.5

19.4

27.1

19.6

33.5

5.5

2.0

37.1

41.2

25.8

28.4

16.0

28.9

7.2

2.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 495）

平成30年度調査

（回答者数 = 388）



 203 

問 27 お子さんが参加したことはないが、今後参加させたいと思っている地域における

自然体験、社会参加、文化活動は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

「体験学習活動（ものづくり体験など）」の割

合が 39.1％と最も高く、次いで「スポーツ活動」

の割合が 30.1％、「野外活動（キャンプなど）」の

割合が 25.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「スポーツ活動」

「体験学習活動（ものづくり体験など）」「地域の

活動（地域のお祭りや運動会など）」の割合が増

加しています。一方、「社会福祉活動（高齢者訪問

など）」「環境分野での社会貢献活動（リサイクル

活動など）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「スポーツ活動」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

文
化
芸
術
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

体
験
学
習
活
動
（
も
の
づ
く
り

体
験
な
ど
） 

野
外
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
な
ど
） 

社
会
福
祉
活
動
（
高
齢
者
訪
問

な
ど
） 

国
際
交
流
活
動
（
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
） 

青
少
年
団
体
活
動
（
こ
ど
も
会

活
動
な
ど
） 

環
境
分
野
で
の
社
会
貢
献
活

動
（
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
） 

環
境
教
育
活
動
（
自
然
観
察
な

ど
） 

地
域
の
活
動
（
地
域
の
お
祭
り

や
運
動
会
な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 30.1  14.6  16.7  39.1  25.6  4.9  16.7  9.4  7.7  16.2  18.7  3.7  14.6  

小学１年生 216 40.3  19.0  19.4  42.1  28.7  4.2  17.1  9.7  8.8  25.9  21.3  2.8  13.9  

小学２年生 227 32.2  13.2  11.0  43.6  30.0  3.1  10.1  12.8  5.3  15.4  23.8  3.1  16.3  

小学３年生 217 26.3  14.7  14.7  44.2  31.3  6.0  21.2  11.1  7.8  20.7  17.1  3.2  11.5  

小学４年生 248 29.8  14.5  13.3  47.2  22.6  4.0  14.1  8.9  7.3  12.9  17.7  4.0  13.7  

小学５年生 224 26.8  13.4  19.2  33.9  22.8  6.7  16.5  9.4  9.4  15.2  17.4  4.5  16.5  

小学６年生 224 25.4  13.4  24.1  25.0  17.9  6.7  23.2  6.7  7.1  9.4  14.3  4.0  15.2  

 

  

％

スポーツ活動

文化芸術活動

ボランティア活動

体験学習活動（ものづくり
体験など）

野外活動（キャンプなど）

社会福祉活動（高齢者訪問
など）

国際交流活動（ホームステ
イなど）

青少年団体活動（こども会
活動など）

環境分野での社会貢献活動
（リサイクル活動など）

環境教育活動（自然観察な
ど）

地域の活動（地域のお祭り
や運動会など）

その他

無回答

30.1

14.6

16.7

39.1

25.6

4.9

16.7

9.4

7.7

16.2

18.7

3.7

14.6

21.8

17.4

20.8

29.9

26.9

13.7

21.6

11.8

14.6

20.9

12.6

0.6

43.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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（９）子育てを支援する生活環境の整備や子どもの安全の確保について 

問 28 お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。あてはまる

番号１つに○をつけてください。 

「満足していない」の割合が 47.3％と最も高

く、次いで「どちらとも思わない」の割合が 30.4％、

「満足している」の割合が 14.6％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

※前回調査では、「どちらとも思わない」の選択肢は「どちらともいえない」となっていました。 

 

 

【地域別】 

地域別にみると、牛滝の谷地域で「満足していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も
思
わ
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1,428 14.6  47.3  30.4  6.2  1.5  

都市中核地域 330 13.3  47.6  32.1  6.4  0.6  

岸和田北部地域 197 15.7  46.7  30.5  6.1  1.0  

葛城の谷地域 205 11.2  55.6  25.4  4.9  2.9  

岸和田中部地域 220 20.9  40.9  30.9  4.5  2.7  

久米田地域 203 17.7  41.9  33.5  5.9  1.0  

牛滝の谷地域 174 9.2  56.3  25.3  8.6  0.6  

 

  

％

満足している

満足していない

どちらとも思わない

わからない

無回答

14.6

47.3

30.4

6.2

1.5

17.2

42.4

33.3

4.7

2.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 29 お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

「雨の日に遊べる場所がない」の割合が 69.5％

と最も高く、次いで「遊具などの種類が充実して

いない」の割合が 44.6％、「思い切り遊ぶために

十分な広さがない」の割合が 34.2％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「雨の日に遊べ

る場所がない」「遊具などの設備が古くて危険で

ある」「公園など遊び場のトイレがおむつ替えや

親子での利用に配慮されていない」の割合が増加

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない」の選択肢は「公園などの

トイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない」となっていました。 

  

％

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な
広さがない

遊具などの種類が充実して
いない

不衛生である

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

遊具などの設備が古くて危
険である

緑や水辺など子どもが自然
にふれあう場が少ない

遊び場やその周辺の環境が
悪くて安心して遊べない

公園など遊び場のトイレが
おむつ替えや親子での利用
に配慮されていない

遊び場周辺の道路が危険で
ある

遊び場に行っても子どもと
同じ歳くらいの遊び仲間が
いない

その他

特に感じることはない

無回答

22.2

69.5

34.2

44.6

21.3

10.2

24.6

23.0

14.6

25.4

26.8

4.1

5.7

6.8

1.5

19.9

63.2

35.8

41.3

18.9

14.6

17.0

22.4

17.1

19.5

28.3

5.7

5.8

8.2

1.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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【地域別】 

地域別にみると、牛滝の谷地域で「近くに遊び場がない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

近
く
に
遊
び
場
が
な

い 雨
の
日
に
遊
べ
る
場

所
が
な
い 

思
い
切
り
遊
ぶ
た
め

に
十
分
な
広
さ
が
な

い 遊
具
な
ど
の
種
類
が

充
実
し
て
い
な
い 

不
衛
生
で
あ
る 

い
つ
も
閑
散
と
し
て

い
て
寂
し
い
感
じ
が

す
る 

遊
具
な
ど
の
設
備
が

古
く
て
危
険
で
あ
る 

全  体 1,428 22.2  69.5  34.2  44.6  21.3  10.2  24.6  

都市中核地域 330 22.1  71.2  31.5  44.2  25.2  9.1  29.4  

岸和田北部地域 197 18.3  69.5  37.6  41.1  29.4  9.1  26.4  

葛城の谷地域 205 30.7  66.8  42.4  56.6  20.0  14.1  22.9  

岸和田中部地域 220 14.1  69.1  28.2  37.7  13.2  7.7  14.5  

久米田地域 203 14.8  69.0  29.6  43.3  20.2  5.4  27.1  

牛滝の谷地域 174 35.1  74.7  43.7  47.7  18.4  16.7  26.4  
 

区分 

緑
や
水
辺
な
ど
子
ど
も

が
自
然
に
ふ
れ
あ
う
場

が
少
な
い 

遊
び
場
や
そ
の
周
辺
の

環
境
が
悪
く
て
安
心
し

て
遊
べ
な
い 

公
園
な
ど
遊
び
場
の
ト

イ
レ
が
お
む
つ
替
え
や

親
子
で
の
利
用
に
配
慮

さ
れ
て
い
な
い 

遊
び
場
周
辺
の
道
路
が

危
険
で
あ
る 

遊
び
場
に
行
っ
て
も
子

ど
も
と
同
じ
歳
く
ら
い

の
遊
び
仲
間
が
い
な
い 

そ
の
他 

特
に
感
じ
る
こ
と
は
な

い 無
回
答 

全  体 23.0  14.6  25.4  26.8  4.1  5.7  6.8  1.5  

都市中核地域 21.2  15.8  27.0  27.3  1.2  3.6  7.9  0.3  

岸和田北部地域 25.4  19.3  28.4  24.4  5.1  4.6  5.1  1.5  

葛城の谷地域 26.8  13.7  27.8  20.5  3.9  7.8  7.3  2.0  

岸和田中部地域 20.5  9.5  22.7  25.5  3.2  6.4  7.3  3.2  

久米田地域 29.6  16.7  23.2  35.5  4.4  5.9  9.4  － 

牛滝の谷地域 16.7  14.4  26.4  33.3  9.8  5.2  3.4  2.9  
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（10）子育てに対する意識について 

問 30 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人は

いますか。 

「いる」の割合が 63.9％、「いない」の割合が

34.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「いない」の割

合が増加しています。一方、「いる」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,428 63.9  34.6  1.5  

小学１年生 216 68.5  30.1  1.4  

小学２年生 227 66.1  33.0  0.9  

小学３年生 217 60.4  38.7  0.9  

小学４年生 248 64.9  33.5  1.6  

小学５年生 224 58.0  39.3  2.7  

小学６年生 224 63.4  35.7  0.9  

 

  

％

いる

いない

無回答

63.9

34.6

1.5

74.0

24.9

1.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 31 ご自身にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつら

いと感じることが多いと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

61.3％と最も高く、次いで「楽しいと感じること

とつらいと感じることが同じくらい」の割合が

27.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と

の
方
が
多
い 

楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と

と
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ

と
が
同
じ
く
ら
い 

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と

の
方
が
多
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,418 61.5  27.2  2.5  6.8  0.6  1.3  

フルタイム（休業中含む） 547 62.5  27.1  2.9  6.2  0.2  1.1  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
602 61.1  26.9  2.0  7.6  1.0  1.3  

働いていない（学生含む） 253 60.9  28.5  3.2  6.3  0.8  0.4  

 

  

％

楽しいと感じることの方が
多い

楽しいと感じることとつら
いと感じることが同じくら
い

つらいと感じることの方が
多い

わからない

その他

無回答

61.3

27.2

2.6

7.0

0.6

1.3

62.7

27.1

2.1

6.1

0.1

2.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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問 31－１ 問 31で「１．」を選ばれた、子育てを楽しいと感じる方におうかがいしま

す。子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはま

る番号に３つまで○をつけてください。 

「子どもを対象にした犯罪・事故の軽減」の割

合が 23.1％と最も高く、次いで「仕事と家庭生活

の両立ができる労働環境の整備」の割合が 23.0％、

「子どもの教育環境」の割合が 21.8％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「チビッコホー

ム（放課後児童クラブ）の充実」「地域における子

どもの活動拠点の充実（児童館など）」「子どもの

教育環境」「子育てしやすい住居・まちの環境面

での充実」「仕事と家庭生活の両立ができる労働

環境の整備」「子どもを対象にした犯罪・事故の

軽減」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）の充実」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）の

充実」となっていました。 

  

％

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）の充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実（児童館など）

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立がで
きる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

援護を要する子どもに対す
る支援

その他

無回答

9.8

3.9

13.5

21.8

20.0

23.0

23.1

3.7

6.6

42.1

20.9

7.5

29.2

32.8

38.4

42.8

45.3

6.6

2.9

6.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 875）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,098）
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問 31－２ 問 31で「２．」「３．」を選ばれた方におうかがいします。あなたにとって子

育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は何ですか。あてはまる番号に３

つまで○をつけてください。 

「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の

整備」の割合が 24.7％と最も高く、次いで「子ど

もの教育環境」の割合が 19.5％、「子育てしやす

い住居・まちの環境面での充実」の割合が 16.7％

となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「地域における

子どもの活動拠点の充実（児童館など）」「仕事と

家庭生活の両立ができる労働環境の整備」「子ど

もを対象にした犯罪・事故の軽減」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「チビッコホーム（放課後児童クラブ）の充実」の選択肢は「放課後児童クラブ（チビッコホーム）の

充実」となっていました。 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、フルタイム（休業中含む）で「仕事と家庭生活の両立ができる労

働環境の整備」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
の
充
実 

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動

拠
点
の
充
実
（
児
童
館
な
ど
） 

子
ど
も
の
教
育
環
境 

子
育
て
し
や
す
い
住
居
・
ま
ち

の
環
境
面
で
の
充
実 

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
が
で

き
る
労
働
環
境
の
整
備 

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
犯
罪
・

事
故
の
軽
減 

援
護
を
要
す
る
子
ど
も
に
対
す

る
支
援 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 422 6.4  5.5  14.2  19.7  16.6  24.6  14.2  8.8  8.1  40.3  

フルタイム（休業中含む） 164 7.3  1.2  9.8  17.7  13.4  32.9  12.8  4.3  6.7  46.3  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
174 8.0  7.5  17.8  19.0  16.7  23.6  15.5  9.2  8.6  35.6  

働いていない（学生含む） 80 1.3  10.0  15.0  23.8  21.3  11.3  15.0  16.3  10.0  38.8  

 

  

％

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）の充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実（児童館など）

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立がで
きる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

援護を要する子どもに対す
る支援

その他

無回答

6.4

5.4

14.1

19.5

16.7

24.7

14.6

8.7

8.2

40.2

10.4

5.5

19.2

16.5

19.2

31.8

25.7

7.1

2.7

42.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 425）

平成30年度調査

（回答者数 = 510）
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問 32 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。それ

ぞれあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（１）子どもに関すること 

「子どもの教育に関すること」の割合が 46.1％

と最も高く、次いで「子どもの友だちづきあいに

関すること」の割合が 42.7％、「病気や発育発達

に関すること」の割合が 24.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「病気や発育発

達に関すること」「食事や栄養に関すること」「子

どもの教育に関すること」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学２年生で「子どもと過ごす時間が十分取れないこと」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

病
気
や
発
育
発
達
に

関
す
る
こ
と 

食
事
や
栄
養
に
関
す

る
こ
と 

子
ど
も
と
の
接
し
方

に
自
信
が
持
て
な
い

こ
と 

子
ど
も
と
過
ご
す
時

間
が
十
分
取
れ
な
い

こ
と 

子
ど
も
の
教
育
に
関

す
る
こ
と 

子
ど
も
の
友
だ
ち
づ

き
あ
い
に
関
す
る
こ

と 子
ど
も
の
不
登
校
な

ど 特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,428 24.8  23.7  14.0  22.6  46.1  42.7  4.1  19.4  1.8  1.5  

小学１年生 216 26.9  23.1  19.0  21.3  44.0  44.0  3.2  23.6  1.4  2.8  

小学２年生 227 30.0  25.6  14.1  28.6  44.9  41.9  3.1  14.5  1.3  2.2  

小学３年生 217 30.0  27.6  12.0  22.6  46.1  45.2  4.6  16.6  2.8  0.5  

小学４年生 248 19.8  21.4  15.7  22.6  49.2  39.9  3.6  22.2  1.2  1.6  

小学５年生 224 22.8  21.9  14.3  20.5  43.8  42.0  4.0  21.0  0.9  1.3  

小学６年生 224 19.2  23.2  9.4  21.0  46.4  43.8  5.8  20.5  3.1  0.4  

 

  

％

病気や発育発達に関するこ
と

食事や栄養に関すること

子どもとの接し方に自信が
持てないこと

子どもと過ごす時間が十分
取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあいに
関すること

子どもの不登校など

特にない

その他

無回答

24.8

23.7

14.0

22.6

46.1

42.7

4.1

19.4

1.8

1.5

19.1

18.3

12.3

21.5

40.6

41.6

2.5

23.1

1.8

2.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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（２）ご自身に関すること 

「子育てにかかる出費がかさむこと」の割合が

49.3％と最も高く、次いで「仕事や自分のやりた

いことなど自分の時間が十分取れないこと」の割

合が 29.3％、「子育てのストレスなどから子ども

にきつくあたってしまうこと」の割合が 21.3％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子育てにかか

る出費がかさむこと」の割合が増加しています。

一方、「特にない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「子育てが大変なことを、ご自身や配偶者

の親、親せき、近隣の人、職場など周りの人が理解してくれな

いこと」の選択肢は「子育てが大変なことを、周りの人が理解

してくれないこと」、「ご自身の子育てについて、ご自身や配偶

者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの見る目が気になる

こと」の選択肢は「自身の子育てについて、周りの見る目が気

になること」となっていました。  

％

子育てに関して配偶者の協
力が少ないこと

配偶者と子育てに関して意
見が合わないこと

子育てが大変なことを、ご
自身や配偶者の親、親せ
き、近隣の人、職場など周
りの人が理解してくれない
こと

ご自身の子育てについて、
ご自身や配偶者の親、親せ
き、近隣の人、職場など周
りの見る目が気になること

子育てに関して話し相手や
相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいこと
など自分の時間が十分取れ
ないこと

配偶者以外に子育てを手
伝ってくれる人がいないこ
と

子育てのストレスなどから
子どもにきつくあたってし
まうこと

子育てによる身体の疲れが
大きいこと

子育てにかかる出費がかさ
むこと

住居がせまいこと

特にない

その他

無回答

15.3

11.4

4.1

5.3

3.3

29.3

5.3

21.3

15.8

49.3

12.3

21.1

2.3

2.2

13.9

8.4

3.4

5.5

2.7

25.9

5.9

20.9

11.8

38.4

11.1

27.8

2.3

3.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、小学１年生で「子育てのストレスなどから子どもにきつくあたって

しまうこと」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
育
て
に
関
し
て
配
偶
者
の
協

力
が
少
な
い
こ
と 

配
偶
者
と
子
育
て
に
関
し
て
意

見
が
合
わ
な
い
こ
と 

子
育
て
が
大
変
な
こ
と
を
、
ご

自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ
き
、

近
隣
の
人
、
職
場
な
ど
周
り
の

人
が
理
解
し
て
く
れ
な
い
こ
と 

ご
自
身
の
子
育
て
に
つ
い
て
、

ご
自
身
や
配
偶
者
の
親
、
親
せ

き
、
近
隣
の
人
、
職
場
な
ど
周
り

の
見
る
目
が
気
に
な
る
こ
と 

子
育
て
に
関
し
て
話
し
相
手
や

相
談
相
手
が
い
な
い
こ
と 

仕
事
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

な
ど
自
分
の
時
間
が
十
分
取
れ

な
い
こ
と 

配
偶
者
以
外
に
子
育
て
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と 

全  体 1,428 15.3  11.4  4.1  5.3  3.3  29.3  5.3  

小学１年生 216 13.9  11.6  4.6  9.3  4.6  34.7  4.6  

小学２年生 227 12.8  13.7  5.7  5.7  2.6  29.5  4.8  

小学３年生 217 14.7  12.0  2.3  5.5  3.7  31.3  6.0  

小学４年生 248 17.7  9.3  5.2  5.2  2.8  26.2  4.8  

小学５年生 224 16.5  9.4  4.0  5.4  3.1  28.1  6.3  

小学６年生 224 16.5  12.5  3.6  2.2  2.7  28.6  6.7  
 

区分 

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら

子
ど
も
に
き
つ
く
あ
た
っ
て
し

ま
う
こ
と 

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ
が

大
き
い
こ
と 

子
育
て
に
か
か
る
出
費
が
か
さ

む
こ
と 

住
居
が
せ
ま
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 21.3  15.8  49.3  12.3  21.1  2.3  2.2  

小学１年生 28.7  20.4  47.7  12.5  22.2  3.2  2.8  

小学２年生 21.6  15.4  49.3  8.4  20.3  1.8  4.0  

小学３年生 25.8  19.4  48.4  12.0  18.0  1.8  2.3  

小学４年生 21.4  14.1  51.6  14.1  17.7  1.2  1.6  

小学５年生 17.9  16.1  48.7  16.1  25.0  2.7  1.8  

小学６年生 13.4  12.9  52.7  11.2  24.1  3.1  0.9  
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別にみると、フルタイム（休業中含む）で「仕事や自分のやりたいことなど自

分の時間が十分取れないこと」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
育
て
に
関
し
て
配
偶
者
の
協
力
が
少
な
い

こ
と 

配
偶
者
と
子
育
て
に
関
し
て
意
見
が
合
わ
な

い
こ
と 

子
育
て
が
大
変
な
こ
と
を
、
ご
自
身
や
配
偶

者
の
親
、
親
せ
き
、
近
隣
の
人
、
職
場
な
ど
周

り
の
人
が
理
解
し
て
く
れ
な
い
こ
と 

ご
自
身
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
ご
自
身
や
配

偶
者
の
親
、
親
せ
き
、
近
隣
の
人
、
職
場
な
ど

周
り
の
見
る
目
が
気
に
な
る
こ
と 

子
育
て
に
関
し
て
話
し
相
手
や
相
談
相
手
が

い
な
い
こ
と 

仕
事
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
な
ど
自
分
の

時
間
が
十
分
取
れ
な
い
こ
と 

配
偶
者
以
外
に
子
育
て
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
こ
と 

全  体 1,418 15.2  11.5  4.1  5.4  3.3  29.3  5.3  

フルタイム（休業中含む） 547 14.8  11.3  3.5  4.4  2.7  35.6  3.8  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
602 16.9  12.0  3.8  5.6  3.0  24.4  5.1  

働いていない（学生含む） 253 12.3  10.7  6.3  6.7  5.5  26.9  8.7  
 

区分 

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
子
ど
も
に
き

つ
く
あ
た
っ
て
し
ま
う
こ
と 

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ
が
大
き
い
こ
と 

子
育
て
に
か
か
る
出
費
が
か
さ
む
こ
と 

住
居
が
せ
ま
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 21.3  15.8  49.4  12.2  21.2  2.3  2.3  

フルタイム（休業中含む） 22.5  17.4  49.4  12.4  19.6  3.3  1.1  

パート・アルバイト・派遣

（休業中含む） 
20.4  13.8  50.0  12.0  21.1  1.2  2.8  

働いていない（学生含む） 21.7  17.4  48.2  12.3  24.9  2.8  2.4  

 

  



 215 

問 33 ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。感じる場合は、特に誰から支えられていると感じます

か。感じない場合は、特に誰から支えてほしいと感じますか。枠内の選択肢の中か

ら選び、その番号を記入してください。（複数回答可） 

「感じる」の割合が 58.1％、「感じない」の割

合が 39.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「感じない」の

割合が増加しています。一方、「感じる」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

【地域別】 

地域別にみると、牛滝の谷地域で「感じる」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

感
じ
る 

感
じ
な
い 

無
回
答 

全  体 1,428 58.1  39.6  2.2  

都市中核地域 330 58.2  38.8  3.0  

岸和田北部地域 197 56.3  42.1  1.5  

葛城の谷地域 205 60.0  37.6  2.4  

岸和田中部地域 220 60.0  37.3  2.7  

久米田地域 203 56.7  41.4  2.0  

牛滝の谷地域 174 63.8  35.1  1.1  

 

  

％

感じる

感じない

無回答

58.1

39.6

2.2

71.6

22.0

6.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,428）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,752）
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支えられている人 

「同じ子どもを持つ保護者」の割合が 67.3％と

最も高く、次いで「近所の人」の割合が 38.8％、

「民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの

地域団体の人」の割合が 18.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「同じ子どもを

持つ保護者」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「同じ子どもを持つ保護者」の選択肢は「同じ世代の子どもを持つ保護者」、「市の職員」の選択肢は

「市役所の職員」となっていました。 

 

 

【地域別】 

地域別にみると、葛城の谷地域で「同じ子どもを持つ保護者」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

近
所
の
人 

同
じ
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

自
治
会
、
子
ど
も
会
な

ど
の
地
域
団
体
の
人 

地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
人 

市
の
職
員 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 830 38.8  67.3  18.4  4.1  3.4  5.3  4.5  

都市中核地域 192 40.1  65.1  20.8  4.7  5.2  4.7  4.2  

岸和田北部地域 111 40.5  59.5  22.5  4.5  1.8  5.4  3.6  

葛城の谷地域 123 34.1  79.7  14.6  3.3  4.1  4.1  3.3  

岸和田中部地域 132 34.8  67.4  15.9  3.8  2.3  4.5  6.8  

久米田地域 115 39.1  76.5  13.9  2.6  1.7  8.7  2.6  

牛滝の谷地域 111 38.7  61.3  17.1  6.3  1.8  5.4  4.5  

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 830）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,255）

％

近所の人

同じ子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、自
治会、子ども会などの地
域団体の人

地域活動を行っているＮ
ＰＯなどの人

市の職員

その他

無回答

38.8

67.3

18.4

4.1

3.4

5.3

4.5

38.2

72.6

18.6

4.0

3.0

5.7

1.8

0 20 40 60 80 100
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支えてほしい人 

「同じ子どもを持つ保護者」の割合が 18.2％と

最も高く、次いで「市の職員」の割合が 11.1％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「近所の人」「民

生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域

団体の人」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「同じ子どもを持つ保護者」の選択肢は「同じ世代の子どもを持つ保護者」、「市の職員」の選択肢は

「市役所の職員」となっていました。 

 

 

【地域別】 

地域別にみると、葛城の谷地域で「市の職員」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

近
所
の
人 

同
じ
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

自
治
会
、
子
ど
も
会
な

ど
の
地
域
団
体
の
人 

地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
人 

市
の
職
員 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 566 8.1  18.2  6.0  6.4  11.1  11.1  52.5  

都市中核地域 128 8.6  21.1  5.5  3.9  11.7  10.2  51.6  

岸和田北部地域 83 1.2  15.7  7.2  6.0  15.7  8.4  59.0  

葛城の谷地域 77 7.8  16.9  1.3  3.9  18.2  15.6  48.1  

岸和田中部地域 82 13.4  22.0  11.0  11.0  13.4  8.5  47.6  

久米田地域 84 8.3  15.5  3.6  13.1  4.8  21.4  40.5  

牛滝の谷地域 61 13.1  21.3  11.5  3.3  8.2  8.2  49.2  

 

  

％

近所の人

同じ子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、自治
会、子ども会などの地域団
体の人

地域活動を行っているＮＰ
Ｏなどの人

市の職員

その他

無回答

8.1

18.2

6.0

6.4

11.1

11.1

52.5

14.3

19.2

12.2

9.4

12.7

12.2

35.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 566）

平成30年度調査

（回答者数 = 385）
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（11）封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんが３人以上いる、 

もしくは多胎（双子や三つ子）のお子さんがいる方 

問 34 どのような支援やサービスがあれば、子育ての負担を軽減するのに有効だと思わ

れますか。もっとも有効だと思われる番号に○をつけてください。 

「塾など習い事への経済的支援」の割合が

43.2％と最も高く、次いで「衣料品や食料品、日

用品など生活必需品への支援」の割合が 22.2％、

「住宅費への支援（家賃補助や住宅ローンの負担

軽減など）」の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34－１ ２番目に有効だと思われる番号に○をつけてください。 

「衣料品や食料品、日用品など生活必需品への

支援」の割合が 29.4％と最も高く、次いで「塾な

ど習い事への経済的支援」の割合が 21.2％、「住

宅費への支援（家賃補助や住宅ローンの負担軽減

など）」の割合が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 586 ％

塾など習い事への経済的支
援

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）利用負担金への
支援

衣料品や食料品、日用品な
ど生活必需品への支援

住宅費への支援（家賃補助
や住宅ローンの負担軽減な
ど）

自然体験などの活動費（学
校行事を除く）への支援

同じ境遇にある母親や父親
との交流

多子・多胎育児経験者によ
る相談支援

その他

無回答

43.2

3.4

22.2

11.8

0.9

0.3

0.0

1.7

16.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 586 ％

塾など習い事への経済的支
援

チビッコホーム（放課後児
童クラブ）利用負担金への
支援

衣料品や食料品、日用品な
ど生活必需品への支援

住宅費への支援（家賃補助
や住宅ローンの負担軽減な
ど）

自然体験などの活動費（学
校行事を除く）への支援

同じ境遇にある母親や父親
との交流

多子・多胎育児経験者によ
る相談支援

その他

無回答

21.2

6.3

29.4

20.6

2.9

1.0

0.5

1.0

17.1

0 20 40 60 80 100
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Ⅲ 自由回答 

 

調査票に自由意見欄を設けたところ、就学前児童の保護者 540人（全体の 41.6％）から 635件、

小学生の保護者 496人（全体の 34.7％）から 727 件の意見が寄せられた。 

意見を項目ごとに整理すると、以下のとおりである。 

 

１ 保健・医療について 
内容 就学前 小学生 合計 

医療費補助の充実 ５ ５ 10 

小児科・産婦人科の充実 １  １ 

母子の健診・相談の充実 １  １ 

その他 ６ ３ ９ 

合計件数 13 ８ 21 

 

２ 保育所について 
内容 就学前 小学生 合計 

保育所の増設、待機児童の解消、年度途中の受け入れ、希望する保育所

へ、小学校区内の保育所へ 
23 ２ 25 

保育料見直し 26 ６ 32 

入園条件見直し 19 ２ 21 

一時預かりの充実 ４ １ ５ 

人員の量・質の向上 ４ ３ ７ 

土日祝日・年末年始・お盆も保育してほしい ７  ７ 

老朽化施設の改修 ５  ５ 

教育内容の充実・改善 ２ １ ３ 

園庭開放の充実 １  １ 

保育士の待遇の改善 ８ １ ９ 

時間延長 １  １ 

おむつ持ち帰りをなくして保育所で廃棄してほしい １  １ 

保育時間内にスイミング等の習い事をさせてあげてほしい ３  ３ 

その他 28 １ 29 

合計件数 132 17 149 
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３ 幼稚園について 
内容 就学前 小学生 合計 

給食の実施 ２  ２ 

時間延長、預かり保育の時間延長  １ １ 

幼稚園の利用料見直し、預かり保育の利用料の見直し、子どもの年齢が

離れていても同じ割引をしてほしい 
２ １ ３ 

３歳児保育実施園を増やしてほしい １  １ 

人員の量質の向上 ２  ２ 

３歳児保育の人数を増やしてほしい １  １ 

預かり保育の充実  １ １ 

施設・設備の充実 １  １ 

教育内容の充実・改善 １  １ 

幼稚園をなくさないでほしい ３  ３ 

幼稚園の受入れ人数を増やしてほしい １  １ 

園庭・教室の開放  １ １ 

民営化・子ども園化をしないでほしい ２  ２ 

希望する園に入れるようにしてほしい １  １ 

その他 １ １ ２ 

合計件数 18 ５ 23 

 

４ 認定こども園について 
内容 就学前 小学生 合計 

認定こども園の増設、定員を増やしてほしい ２  ２ 

その他 ３ ２ ５ 

合計件数 ５ ２ ７ 
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５ 学童保育について 
内容 就学前 小学生 合計 

時間延長 22 20 41 

待機児童を解消してほしい ２ ８ ９ 

利用料見直し １ ９ 10 

長期休暇中にだけ対応する開設をしてほしい ３ 16 19 

保育内容の充実  ６ ６ 

一時利用ができるようにしてほしい  ４ ４ 

就労条件の緩和  １ １ 

学校給食がないときの給食の手配 ３ ３ ６ 

先生の質の向上 １ ３ ４ 

利用日の改善  ３ ３ 

保護者会の役員になると負担が大きい。役員会に出ると子どもを一人で

留守番させないといけなくなる。廃止してほしい 
 １ １ 

チビッコホームで習い事ができるようにしてほしい。習い事の際の一時

退室を児童でできるようにしてほしい 
 ４ ４ 

利用申請をしやすくしてほしい １  １ 

民間の学童保育の増設 ２  ２ 

その他 ２ 10 12 

合計件数 37 88 123 
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６ 小学校について 
内容 就学前 小学生 合計 

公立学校のレベルアップ、学力向上、体力向上  ７ ７ 

放課後の学習支援の実施  １ １ 

教育内容の充実と見直し ４ 17 21 

クラスの少人数化  10 10 

校庭・体育館・図書室の開放  １ １ 

教員の量質の向上 ３ ６ ９ 

登下校の安全強化  １ １ 

支援学校・学級の充実 ３ ４ ７ 

教員の数が足りていない。教員の目が行き届いていない  ８ ８ 

施設の充実・改善 ２ ６ ８ 

荒れている学校・学級崩壊の対策 ２ ７ ９ 

小学校でも一時預かりをしてほしい  １ １ 

いじめ対策、不登校児童対策 １ ５ ６ 

給食の充実 １ ３ ４ 

プールの設置  １ １ 

校区にかかわらず学校選択できる制度の導入 ４  ４ 

土曜日授業の復活  １ １ 

教員と保護者、保護者同士がコミュニケーションをとれる場がほしい ２  ２ 

入学前に今後のスケジュールや手続きがわかるようにしてほしい １  １ 

悪いうわさを聞くので通学させるのが心配 １  １ 

学校が遠く１人で通学させるのが不安 １ １ ２ 

制服を無償化してほしい ４  ４ 

子どもに GPSを持たせてほしい（貸し出ししてほしい）  １ １ 

先生の労働環境をよくしてほしい  ２ ２ 

危機管理体制の強化 １  １ 

学習したい子へきちんと学習できる環境と時間を確保する  １ １ 

長期休暇中、子ども達が集まれるような環境を各小学校に整えてほしい １  １ 

その他 ４ 19 23 

合計件数 35 103 138 
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７ 中学校について 
内容 就学前 小学生 合計 

公立学校のレベルアップ、学力向上、体力向上  ６ ６ 

教員の量質の向上  ７ ７ 

クラスの少人数化  ３ ３ 

学校の先生が授業に集中できるようにしてほしい  ３ ３ 

荒れている学校・学級崩壊の対策 １ ６ ７ 

支援学校・学級の充実  ２ ２ 

教育内容の充実と見直し １ ４ ５ 

校区にかかわらず学校選択できる制度の導入  １ １ 

学級閉鎖や災害時に困るので、対応を考えてほしい  １ １ 

悪いうわさを聞くので通学させるのが心配  ２ ２ 

危機管理体制の強化 １  １ 

その他 ２ ４ ６ 

合計件数 ５ 39 44 

 

８ 子育て支援について 
①子育て支援事業等について 

内容 就学前 小学生 合計 

一時的な預け先の充実 14  14 

病児・病後児保育事業の充実・改善 10 ２ 12 

障がい児への支援充実 １ ２ ３ 

子育てサークルの実施場所を増やしてほしい。気軽に行けるようにして

ほしい。土日祝も実施してほしい 
１  １ 

放課後子ども教室の実施 １  １ 

小学生対象の一時預かりをしてほしい  ２ ２ 

子育て支援センターの利用時間を長くしてほしい ５  ５ 

ファミリーサポートセンターの充実 ３ ２ ５ 

児童発達支援施設の開所時間を長くしてほしい １ １ ２ 

無料で楽しめる子育て支援イベントをしてほしい  １ １ 

安心できる預け先を増やしてほしい ９  ９ 

その他 11 ４ 15 

合計件数 56 14 70 
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②情報提供・相談支援について 

内容 就学前 小学生 合計 

子育て相談の充実・改善 ６ 12 18 

子育て支援に関する情報を周知してほしい ２ ５ ７ 

地域でどんな習い事ができるのか知りたい  １ １ 

その他  １ １ 

合計件数 ８ 19 27 

 

③子育て支援施設等の施設整備、設備改善 

内容 就学前 小学生 合計 

その他  ３ ３ 

合計件数  ３ ３ 

 

④その他の子育て支援について 

内容 就学前 小学生 合計 

子育て家庭への経済的支援の充実 69 91 159 

母子家庭・父子家庭への支援充実 ４ 13 17 

より良い支援・助成があればもっと子どもを産みたい ９ ３ 12 

無料・低料金での子ども習い事教室の実施 １ 18 19 

子どもと過ごす時間をもっととれるような支援をしてほしい １ ４ ５ 

多子家庭への支援充実 ２ 20 22 

おむつ用ゴミ袋の無料配布の拡充 14 ２ 16 

子どもに平等な教育を受けさせてほしい １ ４ ５ 

安心・安全な子育てができるまちづくり、地域住民の見守りや手助け 

があるまちづくり、子育て家庭への理解度向上 
２ ７ ９ 

経済的な不安がある、経済的に苦しい 15 ３ 18 

子育てを学ぶ機会の充実、子育て経験者に話を聞ける機会・場所を 

作ってほしい 
 ３ ３ 

塾に通えない子どものための勉強できる環境を整えてほしい。以前、 

先生だった方や大学生の方などを講師として無料で教えてほしい 
 １ １ 

その他 13 14 27 

合計件数 131 183 313 
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９ 遊び場、居場所づくり、生活環境整備について 
内容 就学前 小学生 合計 

道路の整備 25 27 52 

公園の充実・改善 47 28 75 

公園・ボール遊びできる広場の増設 ２ 25 27 

雨天でも利用できる室内施設がほしい 17 ６ 23 

子ども（乳幼児含む）が安全に遊べる場所がほしい ７ 27 34 

設備の充実 21 38 59 

公園で遊ぶ子どもへの理解がない １ ２ ３ 

ベビーカーや車椅子で行動しやすい環境づくり ３ １ ４ 

その他 ７ 29 36 

合計件数 130 183 313 

 

 

10 仕事との両立支援について 
内容 就学前 小学生 合計 

子育てしながら働きやすい環境にしてほしい ３ ７ 10 

時短・産休・育休・子どもが病気になったとき・子どもの行事のとき、 

休みのとりやすい職場環境に。パートでもとれるように 
６ ６ 12 

母親の復職支援・就職支援の充実  １ １ 

障がい児を持つ母親も働けるようにしてほしい １  １ 

その他  １ １ 

合計件数 10 15 25 
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11 その他 
内容 就学前 小学生 合計 

治安・防犯対策  １ １ 

アンケートがわかりにくい。書いている意味がわからない。質問が多す

ぎる。質問に失礼なものがある 
13 ６ 19 

子どもをもっと育てやすい環境にしてほしい １ ２ ３ 

アンケートをしても何も変わらない。少ない予算を有効に使ってほしい １ ３ ４ 

PTA の委員強要は早くやめてほしい。希望者ができる範囲ですればいい  １ １ 

平日の時間延長や日曜日、祝日の窓口開設を充実させてほしい １  １ 

保護者のための施策でなく、子どものための施策を行ってほしい  ３ ３ 

公営住宅の整備・増設をしてほしい １  １ 

岸和田市は子育てに向いていない ９ ３ 12 

岸和田市が教育に熱心な市になってほしい ２  ２ 

市役所の職員の対応が悪い １  １ 

市役所は学校や保育所の実態を把握できていない。問題を放置している  １ １ 

障がい児が安心して生活できるまちづくり、障がい児への理解度向上、 

窓口を同じところにしてほしい 
１ １ ２ 

子育てが楽しいと思える支援をしてほしい ５ １ ６ 

子育てや教育に力を入れてほしい １ ４ ５ 

アンケートを取るのは良いと思う。 

要望や意見が何らかの形で生きることを望む 
９ ３ 12 

その他 10 12 22 

特になし  ７ ７ 

合計件数 55 48 103 
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Ⅲ 調査票 
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